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「ふう……」

　重厚な扉とびらを前に、姫君──エルヴェティア王国第一王女グリゼルダ・ペルツォフカは、小さなため息を漏もらした。

　くすんだ長い金きん髪ぱつを細ほそ紐ひもで編あみあげ、透すき通るように白い肌はだが引き立つ濃のう緑りよく色しよくのドレスを纏まとった十七歳の彼女は、その橄欖石ペリドツトのように輝く眼めを僅わずかに潤うるませ、口元を引きつらせ、右手を腹部にそっと添えていた。要するに──

「お、お腹なかが痛い……」

　グリゼルダは思わず呟つぶやいた。すると真横から、唐とう突とつに声がかけられる。

「おやおやおやぁ？」

　よく通る柔やわらかな声音だが、ひどくおどけた調子。それまで静かに隣に立っていただけだったのに、どうやらこちらの呟きを耳みみ聡ざとく聞きつけたらしい。

　驚きにどきりと飛びあがった心臓を押さえつつ、ゆっくりと声の主ぬしに視線を送れば、果はたして、彼は微笑ほほえんでいた。いかにも楽しそうに。

「どうかなさいましたか、王女殿下？　何やらお顔の色が優すぐれない様子ですが」

　まっすぐこちらに向けられた、叡えい智ちを秘めた鳶とび色いろの瞳。場所が違えば見み惚とれてしまうような、品格ある典てん雅がな面めん貌ぼう。長身を包む、濃のう紺こん色いろの端たん正せいな礼装。そして、彼が小首を傾かしげるのと同時に肩の上を流れる、宝石のごとく輝く、長い長い黒髪──

　言うまでもなく美しい姿に、英気と奸かん智ち、さらに本気かどうかわからない稚ち気きを詰め込んだ、グリゼルダの二つ年上の人物。

　ミトラス帝国の皇おう子じにして、次期皇帝候補の呼び声高きヴィルベルト・フォン・レイベンブロイ公こう爵しやく──彼こそが、ここ、自領ラドラーの己おのれの館やかたに、グリゼルダを連れ込んだ張本人だ。

「今ならまだ引き返せますよ。何かやり残したことでもあるのですか？」

「……い、いえ。公爵殿下」

　自分の頰ほおに指を突き立て、なおもふざけた様子でこちらをじっと見つめているヴィルベルトに、グリゼルダは努つとめて平静を装よそおって首を横に振った。彼の調子に吞のまれてはいけない。顔が近いからといって、それを気にかけている場合でもない。

「私は大丈夫です。少し、緊張してしまっただけですので……お気き遣づかい感謝いたします」

「おや、そうですか。私はてっきり、あなたがいつものようにまた胃を痛めておいでなのかと思いまして」

「いえ……」

「てっきり、これからの会見に対する不安、これまでに蓄ちく積せきした心労、そして祖そ国こくを守ろうという責任感に押し潰つぶされて、胃い壁へきが悲鳴をあげているのかと」

「なんだよ！　そこまでわかってんなら黙だまって……むぐっ」

　背後から聞こえた、あどけなさの残る抗議の声は、同じく後ろに控ひかえているその兄の手によって封ふう殺さつされたようだ。構かまわずに、ヴィルベルトは続ける。

「どうです？　おや、もしや私は見当違いなことを申しましたでしょうか」

「……あなたが見当違いなことを仰るなんて」

　観念して小さく微笑むと、グリゼルダは答えた。

「到底ないことくらい、よくわかっていますよ、公爵殿下。ですが、大丈夫だというのは本当です。あなたにいただいた胃薬が効きいて、痛みは普段よりもかなり軽いですから」

「ふふ、それは重ちよう畳じよう。プレゼントした甲か斐いがあったというものです」

　それでは──と言いつつ、彼は扉に視線を戻す。

「どうかそのまま、平静な態度でお願いしますよ。この先に待つのは、それはもう、野に猛たける獣けもの並なみに危険な人物ですからね。私の言うことは、絶対に聞いてくれませんし」

　獣──脳のう裏りに、血に飢うえたライオンのイメージがさっと過よぎって消えた。

　その瞬間に胃がキリキリと痛みそうになるが、ぐっと拳こぶしを握にぎる。その指に嵌はめられたブルーダイヤモンド──王家の誇ほこりの証あかしが、きらりと煌きらめいた。

　大丈夫。たとえ相手が獣でも嚙かみ殺されないように、対策を練ねってきたのだから。

「問題ありません」

　自分を鼓こ舞ぶするように顎あごをあげ、グリゼルダは凜りんと声を張った。

「あ……相手がどんな方でも、為なすべきことは一つ。そのために、ここにいるのですから」

「おお、その意気です！　いやあ、さすが王女殿下は聡そう明めいでいらっしゃる。あなたに頼ってよかった、というものですよ」

　ヴィルベルトは再び、人ひと懐なつっこい微笑みで姫君を讃たたえた。しかし裏で、その心に何か策さく謀ぼうが秘められていることなど、グリゼルダにはわかっている。

　わかっているけれど、それでもやはり、どうしても、この場にはグリゼルダが必要なのだ。祖国・エルヴェティア王国の名誉のためにも。

「では王女殿下、そろそろ行きましょうか」

　ひょいと扉を指さし、公爵は言った。

「こちらから紹介しますから、それまではどうか、私の後ろにいてくださいね。くれぐれも大きな声を出したり、背後から顔や手を出さないように。危険ですので」

「は、はい」

　まさしく猛獣に臨む前の注意のように語る公爵に、神しん妙みように頷うなずけば、彼は軽く笑う。

「ははは、まあそう緊張せずに。……あそうだ、グミ食べます？　甘いものを食べると、気分が落ち着くと言いますし」

「い、いいえ。そのお菓か子しは結構です」

「おや、残念。こんなに美お味いしいのに」

　　懐ふところの革袋からグミベアを一粒取り出し、ヴィルベルトはぱくりと口に運んだ。

「では私がドアを開けましょう。まったく、モルデカイもいないし、他の者では危ないですから苦労しますよ……」

　自らノブに手をかける彼の姿からは、言葉通り、緊張感は微み塵じんも伝わってこない。とはいえこんな調子で本当に大丈夫なのだろうか。なにせ、この扉の向こうに待つのは──

　ふとそう考えると、再び胃に痛みが走る。薬を飲んでもなお現れた、このズキズキした痛み。間違いない、この後何か嫌なことが起こる。

「い、痛いだだだだ……!!」

　ストレスに敏びん感かんな胃を抱かかえた心配性で苦労性のグリゼルダは、一週間ほど前のことを思い出した。

　偽ダイヤを巡めぐる恐ろしい事件を解決した後、突然やって来たヴィルベルトに渡された、あの一通の手紙のことを。
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「──お断りします！」

　穏おだやかな晩ばん秋しゆうの陽光が射さし込む、執務室。応接用の椅い子すに座ったグリゼルダは、同じように目の前に腰かけている貴公子、ヴィルベルトに、きっぱりと言い放つ。

「公こう爵しやく殿下がお困りであろうことはわかります。ですがこれは、あなたご自身の問題……残念ながら、力をお貸しすることはできません」

「おおっ、なんてことを仰おつしやるのですか、王女殿下！」

　こちらが言い終えるや否いなや、彼は大おお仰ぎように身を捩よじり、ハンカチで目を拭ぬぐってみせた。

「私とあなたは、北からやって来た恐ろしい敵を共にやっつけた『仲間』ではないですか。私たちの『絆きずな』は、ささいなことで壊れるような脆もろいものだったのですね、しくしくっ」

「そっ、そんな言葉を並べて、泣いたふりをしても駄だ目めです！」

「おや、ばれてましたか。残念」

　芝しば居いがばれたとわかった途端──いや、元からふざけてみせただけなのだろうが、ヴィルベルトはけろりとハンカチを懐ふところにしまうと、代わりにいつもの革袋を取り出した。

「いやぁ、まあ王女殿下の仰ることもわかります。いくら我わがミトラス帝国が貴国との同盟における盟めい主しゆとはいえ……そして彼ひ我がの国力の差が歴然としたものであれ、私個人の問題にまで、関わり合いになどなりたくないですよねえ」

「……今度は脅おどしのおつもりですか？」

　胃にぴりりと走る痛みを抑え込みながら、静かに問う。すると公爵は、お気に入りの赤色のグミベアをむしゃむしゃと齧かじりつつ、優ゆう雅がに答えた。

「いやいや、とんでもない。ただでさえお忙しいあなたに、この上なお無理やり私事を手伝わせるつもりなど、毛もう頭とうありません。こう見えても結構高こう潔けつなんですよ、私」

「あなたの高潔さは、私も存じていますが……」

「ははは、真ま面じ目めに返さないでくださいよ」

　けらけら笑うと、ヴィルベルトは低い机の上に置かれた、一通の手紙を指さす。

「ともかく王女殿下、もう一度この手紙を読んでいただけませんか」

「この、あなた宛あての手紙をですか？」

「ええ。先ほどご覧になった時は、真まっ青さおになった挙あげ句くに胃痛で叫びだしていたではありませんか。そのお陰で私、あなたの忠実なる騎士たちに危うく襲おそわれるところでしたし」

「そ、それは…………すみません」

　グリゼルダはたまらず、少し赤面した。さすがに恥はずかしい。

　訪れたヴィルベルトがいきなり手紙を見せてきたため、思わぬ胃痛に悲ひ鳴めいをあげてしまったところ、廊ろう下かに控ひかえていた騎士たち──祖国を守る女神と王族に仕える修しゆう道どう騎き士しにして侍じ従じゆう武ぶ官かんのサイモンと、その弟の騎士見習い・アンドレアスが執務室に飛び込んできたのは、ついさっきのことだ。

　なんとかとりなしたものの、ヴィルベルトの従者・モルデカイが眼鏡めがねの下で皮肉な笑みを浮かべ、一いち部ぶ始し終じゆうを眺ながめていたのもはっきりと見た。

　光景を思い出し、一瞬また胃が痛みそうになるも、軽く息をついて、それを振り払う。

　一体、ヴィルベルトは何を考えているのだろう。彼がなんの考えも企たくらみもなく隣国に来る性格ではないことは、今までの出来事からよく知っている。

　周囲の評判では、ヴィルベルトは優雅ながらいささか風変わりな公爵だとされている。

　しかし彼がいざという時に下す、情に流されぬ冷静な判断と、謀ぼう略りやくにすら見える手しゆ腕わんの数々は、今までにも何度か目にしてきた。

　大陸の半分を支配する北の大国・イガルク帝国に抗こうするため、ミトラスにとっては、グリゼルダの弟が治おさめるエルヴェティア王国との同盟が不可欠。そして公爵は、同盟の重要性をよく知っている。けれども、同盟を保たもつという条件が守られる範囲内でなら、どんなことでもしてみせそうなのもまた、彼という人物である。油断はならない。

「ええと……公爵殿下」

　思考を巡めぐらせつつ、慎しん重ちように口を開く。

「確かに先ほどは、はしたない悲鳴をあげてしまいました。ですが、手紙の内容を読み違えたつもりはないのですが」

「まあまあ、そう突つっ張ぱらずに。もう一度確認していただけると、説明しやすいのですよ」

　ヴィルベルトは、促うながすように微笑ほほえんだ。

「わかりました。そういうことでしたら」

　グリゼルダはもう一度手紙を取る。

　飾り気けのない白い便びん箋せんには、荒っぽい筆ひつ致ちでこのように書かれていた。





『ヴィルベルトへ。貸した金を返せ。一億マルカだ。　──Ｕより』






「で、どう思われます？」

「……どう、と仰いましても」

　椅子の上で寛くつろぎながら悠ゆう然ぜんと問う公爵に、返答に窮きゆうする。やはり、文面は最初に読んだ時と変わらない。胃痛よりは軽い眩暈めまいすら覚えつつ、なんとか口を開いた。

「その……私には、借金返済の催さい促そく、としか」

　しかも相手が怒っていることぐらいしかわからないほど、簡かん潔けつな内容だったのだが。

「ええ、そうでしょうね」

　軽く頷うなずき、革袋を懐にしまいながら、彼は続けて語る。

「どこからどう見ても、借金の督とく促そく状じよう。しかも一億マルカという莫ばく大だいな金額……誰だれだって、こんな厄やつ介かいな問題に関与したくはないでしょう」

「そこまでわかっておいでなら、なぜ私にこのようなお話をされたのです？」

　と、グリゼルダは口をはさんだ。

「国家間の問題ならともかく、公爵殿下、あなたご自身のことに関しては」

　拒絶を繰り返そうとして、僅わずかに言葉に詰まった。そう、もちろん本来なら、できることなら、力を貸したいと思う。その気持ちの正体が、盟友に対する礼儀なのか、共に困難を乗り越えた人物に対する親しん愛あいなのか、それは──うまく言葉にできないけれど。

　しかしグリゼルダは、心を持った一個人である前に、この王国の王女だ。

　だからこう答えねばならない。

「私の立場では、力をお貸しできません。そもそも、そこまでの大金を工く面めんするなど」

「あっあー！　違います、違いますよ王女殿下！」

「え？」

　右手を軽く振りつつ声をあげたヴィルベルトは、戸惑うこちらに、続けて説明する。

「お借りしたい力というのはですね、金きん銭せんなどではないのですよ」

「……なるほど」

　確かに、いま一度考えてみれば、公爵がお金を無む心しんするためにここへ来るはずはない。

　いかにエルヴェティア王国の鉱山が、大陸有数のものだとはいえ──そしてそのことが、この小国が同盟の下もとに独立を維い持じしている理由の一端であるとはいえ、こちらが大金を融ゆう通ずうできる立場ではないことは、彼も知っているはずだ。

「では一体、どのような『力』ですか？」

「順を追って説明しますよ。その手紙の、差出人の名前を見てください」

　言われるがままに、グリゼルダは再び書面に目を落とす。

「Ｕ、とありますが」

「ええ、怒れる頭文字『Ｕ』です。Ｕで始まる名前で、私が借金を申し込みそうな人物といったら、あなたは誰か思いつきます？」

「…………いいえ。ですが」

　言葉を選びながら、答える。

「公爵殿下、あなたのことですから、借かり入いれ先さきがお国の他の領主や貴族方とは考えられません。そんなことをすれば、金額以上に大きな『借り』を作ることになりますから」

　次期皇帝の座を狙ねらう彼にとって、それは最も避さけたい事態だろう。

「ほうほう」

　ヴィルベルトが頷く。我が身に関することのはずなのに、なぜか興味深そうにしている。

　それが気になるものの、なお言葉を重ねた。

「かといって、商人や銀行が相手とも考えづらいですね。彼らならばここまで、その……直ちよく截さいな文面にはならないでしょう。すると、あなたと親しい人物が相手と考えられますが」

「はっはっは」

　公爵は軽かろやかに笑った。

「本当にあなたは話が早い。相変わらずの聡そう明めいさ、まったく尊敬しますよ」

「……また私を試されましたね」

「さて、なんのことでしょうか？」

　　鋭するどい視線を送ってみても、ヴィルベルトは素知らぬ顔で肩を竦すくめた。

　彼はこうして、こちらを試してくる。盟約を守るに値あたいする相手か、組んで利のある相手かどうか、こちらの思考が錆さびついていないかを試す──悪びれもせずに、だ。今も、やはり悪びれた様子もなく、竦めた肩を戻して口を開く。

「ただ残念、私とその手紙の差出人は親しくはないのですよ、今のところはね。答え合わせをすると、その『Ｕ』は」

　一度言葉を区切り、はっきりと彼は言う。

「私の姉です」

「えぇ!?」

　驚きと共に見開いた目を、何度か瞬しばたたかせる。

「お姉様……と、仰ると」

　頭の中で、素早く情報を手た繰ぐり寄せる。ミトラスの貴族なら、直接会った人物こそ少ないけれど、名前は覚えている。ラドラー公・ヴィルベルトの姉、というと──

「たしか、お名前は……ウルリケ・フォン・レイベンブロイ皇こう女じよ殿下」

　名前の頭文字がＵだ。

「そう、その人です。『赤せき誠せい騎き士し団だん』の団長、と言った方がいいでしょうか」

「赤誠騎士団……!?」

　その言葉に、思わず、はっと息を吞のむ。

「せ、赤誠騎士団といえば……多くの武ぶ勇ゆう伝でんで知られる、あの有名な！　そういえば、団長が女性だ、という話は耳にしていましたが」

「はっはっは、ええ、その人ですよ」

　軽やかな口く調ちようで、ヴィルベルトは言った。

「一応、帝都の西隣のドンケル領を治める女じよ公こうでもあるんですがね。まあ、今や『団長』の方が、皇女や女公といった本来の肩書きよりも有名になってしまったようで」

「ええ……ご活躍の数々、私も伺うかがっています」

　帝都内の治安維持をはじめ、西域で勃ぼつ発ぱつした反乱の鎮ちん圧あつ、さらに辺境の賊ぞく徒との討とう伐ばつなど。

　エルヴェティアにまで勇名轟とどろくミトラスの赤誠騎士団は、元来は皇帝の子女の警護を任とする騎士団であり、近年までは、貴族の名誉職として半なかば形けい骸がい化かしていたと聞く。

　けれども、その騎士団を精強なものに甦よみがえらせ、皇帝直属部隊として編成し直し、さらに自身も数あま多たの戦功を立てる、当代の騎士団長──それが、ヴィルベルトの姉だったとは。

　賊ぞくの籠こもる砦とりでの門もん扉ぴを戦せん鎚ついで軽々と粉ふん砕さいしただの、三千の敵の包囲を二百騎で破っただの、とんでもない話ばかり聞いたのだが。驚くグリゼルダに薄く笑むと、公爵は言った。

「自分が皇女であることを……もっと言えば、私の姉であることを喧けん伝でんしてくれれば、弟である私の株もあがっていいのですがね。残念ながら、あの人はそういう事柄には興味がないようで。帝都で式典でもない限り、滅めつ多たに顔も合わせませんしね」

「そうなのですか……」

　先ほどの言葉と合わせて考えると、どうやら彼とウルリケとは、姉し弟ていではあるけれど、あまり仲はよくないのだろう。そこまで考えて、はたと違和を覚える。

「公爵殿下は……親しくないお姉様に対して、借金を申し込まれたのですか？」

「そこなんですよ、本題は」

　どうやらこちらの思考の流れは先読みされていたらしい。

　ヴィルベルトはにやりと──我が意を得たりとばかりに微笑むと、ぴっ、と指を立てた。

「実はですね、王女殿下。私はこんな借金、身に覚えがないんですよ」

「え……？」

　あまりに唐とう突とつな物言いに、つい、きょとんとしてしまう。

「み、身に覚えがない、とは」

「はい。言葉通りの意味です」

「公爵殿下！」

　単純な言い訳を、と呆あきれるところかもしれない。だが、ここまでの話から考えれば──

「本当……なのですか？」

「私は噓うそはつきませんよ。少なくとも今この場で、あなたに対してはね。ふふ」

　そう言って、彼はもう一度口の端をにっと吊つり上げた。

「…………そうですか……」

　グリゼルダは顎あごに手をやり、しばし黙もつ考こうした。おどけた口調はともかく、おそらくヴィルベルトの発言は真実だ。そもそも彼が借金をするということ自体、どこかおかしな話ではあった。親しくもない親族相手に借金をしたなどというのは、なおさら妙みようだ。

「公爵殿下、つまりこの手紙は……あなたの名を騙かたる何者かによる陰いん謀ぼうだと、そう仰るのですね。まるで、先月起こった偽にせダイヤの事件と同じように」

「まあ、そうなりますね」

「そしてこの陰謀を暴あばく手伝いを私に望まれていると、そういうことですか」

「ええ、そういうことですね」

　にこにことヴィルベルトは頷いた。

「それで、どうなのですか王女殿下。快こころよく引き受けてくださいますか？」

「…………」

　グリゼルダは、じっと相手の目を覗のぞき込んだ。どこから見ても、期待に満ちた子どものような目でしかない。やはり、彼が何を考えているのかは読み取れない。しかし。

「残念ですが、公爵殿下。たとえ陰謀だとしても、この問題に私が介かい入にゆうするわけにはいきません。それにきっとあなたなら、独どく力りよくで解決することも」

「おお、そうですか。では、あなたの醜しゆう聞ぶんが撒まき散らされてもいいのですね」

「なっ!?」

　聞き捨てならない言葉だ。グリゼルダは思わず語気を強めて問うた。

「公爵殿下!!　それは……や、やはり脅すおつもりですか」

「いやいや、ですからとんでもない。私は高潔だ、と先ほども申しあげたでしょう。ただ、問題がややこしいことになっているのですよ」

　宥なだめるような薄笑いのまま視線を合わせると、ヴィルベルトは言う。

「この手紙が届いた後、私も事態を探さぐったのですがね。どうやら今、帝国内で流は行やっているようなのですよ……貴族の名を騙かたった文書でその親族を騙し、金銭を要求する詐さ欺ぎが」

「つまり、貴族に成り済まして貴族を騙す詐欺が広まっている、と？」

「はい。親族から危き急きゆうを知らせる手紙が届いたら、つい手を貸してしまうのが人情のようですね。そして騙されたことに気づいたとしても、貴族たちは『家の恥はじ』が露ろ見けんすることを恐おそれて官かん憲けんに報告しない……したがって事件は噂うわさになれども立りつ件けんはされず、ほとんど捜査はなされていないのが現状、ということなのです」

　人の心理に付け込んだ、悪質な犯行のようだ。

「すると、被害に遭あう方々の数は、今後も増えていきそうですね」

「そうですね、特に帝都とその周辺に居きよを構かまえる貴族が狙ねらわれているようですよ。まだ手紙が届かない貴族も、もちろんいるようですが。例えば……」

　そこまで語ったヴィルベルトの表情が、珍めずらしいことに、僅かに──険けわしいものに変わる。

「帝都の北、エースリングを治める……ヘングステンベルク家、とか」

「ヘングステンベルク？」

　聞き覚えがある家名だ。彼が厳しい顔を見せるということは、その家に何かあるのだろうか？　しかし問いかける前に、ヴィルベルトは明るい面おも持もちに戻る。

「あはは、すみません。ともかく、人情に訴うつたえた詐欺が横おう行こうしているということですよ。しかしそれなら、なぜ姉が不仲な『私』に金を貸したのかと思いまして」

　ヴィルベルトが首を傾げると同時に黒髪が流れ、両耳の飾りがきらりと光を零こぼす。

「それで、姉の身辺をこっそり探ってみたのです。調べているのがばれたら姉にどんな目に遭わされるかわかりませんから、冷や冷やしました」

「それで、結果は……？」

「はい。名目は『隣国エルヴェティアの王女・グリゼルダとの手切れ金』とのことでした」

「な……っ」

　ぽかん、と口が開いた。今、なんて？　──手切れ金？　私との？

「な、な、な、な」

「なんて素敵な？」

「そんなわけないでしょう！」

　あまりのことに真っ赤に染まった顔を隠すように両手で覆おおうと、グリゼルダは俯うつむいた。

　なぜか、胸が変にどきどきしている。色々な感情が混ざり合った、複雑な気分だ。

　知らない間に陰謀に巻き込まれていたと思うと、胃がたまらなく痛くなる。ずきずきと引きつるような、とんでもなく大きな痛みだ。不幸の前ぜん兆ちように違いない。

　同時に腹立たしい。さらに、そんな事件を起こす者がいることが悲しくもある。

　けれど、公爵の恋の相手として自分の名が使われたことを考えると、どういうわけか嬉うれしさに似た感情が湧わきあがるような気がして、困こん惑わくしてしまう。

　ここで嬉しくなんてなるはずがないのに。いや、ともかく──

「な、なんでよりにもよって、そんな話が」

「ま、ご愁しゆう傷しようさまです」

　一方で、まるで他ひ人と事ごとの様子で、ヴィルベルトは言った。

「秘密の逢おう瀬せを重ねている間に、王女との仲がのっぴきならないものになってしまった。だが、自分は王女と添そい遂とげるつもりなどない。ついては、手切れ金として一億マルカが必要だ、と。まあ、そういう筋書きに、姉は見事に乗せられたようです」

「ひどい筋書きですね。ですが、それに騙されてお金を出してしまったということは……お姉様は、公爵殿下のことを心配してくださったのでは？」

「いやあ、どうでしょうねえ。うちの姉は単純すぎて、逆に読めない性格ですから」

　顔をあげたグリゼルダにまた肩を竦めると、彼は続ける。

「なんにせよ姉は騙され、さらに騙されたということにさえ気づかずにいる。そして私がいつまで経たっても金を返さないことに業ごうを煮にやし、今回このような手紙を送ってきたと」

「それで、ずいぶんと怒った様子の文面なのですね……」

「まあ、催促をしてくれたのはありがたいことでした。でなければ、姉が騙されたことに気づけなかったでしょうからね。ただ困ったことに」

　ふう、と大おお袈げ裟さにため息をつき、公爵は述べた。

「おそらく彼女は、私の話を聞いてくれないでしょう。先ほど姉が単純だと言いましたが、私たち、とにかく性格が合わないのですよ」

「そうなのですか？」

「面会まではできるでしょうが、その後は修しゆ羅ら場ばでしょうね。私、殴なぐられるかも」

「そ、それはまた……」

　どうやら、あまり仲がよくない、程度の話ではないようだ。

「落ち着いてお話し合いをすることは、どうしても無理なのですか？」

「ふふっ。性格の不ふ一いつ致ちは、いかんともし難がたいものなのですよ……血の繫つながった姉弟であっても、ね。緩かん衝しよう材ざいになってくれるような人でもいてくれたら、話は別ですがねえ」

　と────

「ねえ、王女殿下」

　不意に、ヴィルベルトの纏う雰囲気が変わった。こちらを窺うかがう鳶とび色いろの瞳には、今までの子どもじみたものとは一変した、冷たく、畏い怖ふを感じさせる光が宿っている。

　グリゼルダは、我われ知しらず息を吞む。そう、この顔だ。これがあるからこそ、何者も決して彼を侮あなどることはできない。ヴィルベルトのもう一つの顔。次期皇帝の器うつわを見せつける時に、彼が決まってする表情だ。

「さて……聡明なる王女殿下なら、ここまで申しあげれば、私が何を望み、なぜ望んだか、すべてご理解いただけたと思いますが」

「……ええ。公爵殿下」

　　額ひたいに薄く浮かんだ汗は、いやに冷たい。どうしても、彼のこの変化には慣れない。

　けれどもヴィルベルトの視線に負けずに、胃痛を抑え込みながら、はっきりと述べた。

「つまり、このまま看かん過かしていれば、いずれ偽いつわりの『醜聞』が世に広まってしまうと」

「はい。そうなれば私も困りますが、あなたも困るでしょう？　女神に選ばれし栄はえあるエルヴェティアの王族に、不名誉な噂が付きまとうことになるなど」

　国名の由来たる女神に民と鉱山を託たくされた存在だと神話で伝えられているからこそ、グリゼルダたち王族の下もとに、エルヴェティアの人々は結束している。つまり王族の神聖さは王国にとって不ふ可か侵しんの領域であり、損なわれるわけにはいかないのだ。

「……事情はよくわかりました」

　グリゼルダは頷く。またも公爵の思惑通りに動いている自分に、内心苦笑しながら。

「私個人のことはともかく、王家全体、ひいてはこの国の名に傷をつけるわけにはいきません。偽りの醜聞であるならば、なおさらです」

「ふふ、そうお答えになるだろうと思っていましたよ」

　髪を軽く搔かきあげながら、ヴィルべルトは嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「それでは王女殿下、今回の一件、お手伝い願えますか？」

「ウルリケ殿下にお会いして、事情の説明を行ってほしい……そういうことですね？」

　念を押すように言うと、彼は無言で、さらに口の端を吊りあげる。

　──グリゼルダは、深く息を吐いた。隣国の有力貴族の問題に、関かん与よすること。それがどれだけ危険を伴ともなうかなど、もちろん、よくわかっている。

　内政干かん渉しようと指摘をされるだけなら、まだましだ。もしウルリケ皇女や、ミトラスの皇帝に不信を抱かれたなら、祖国にどれほどの累るいが及ぶか。国民に不安や打撃を与え、まだ十三歳の弟王・メルヒオールに余計な心労をもたらすことだけは、避けなければならない。

　想定し得うる様々な問題を、思考は勝手に、理り路ろ整せい然ぜんと導き出していた。それらが頭の中で組みあがり、重い塊かたまりとなって、胃壁に襲いかかる。

　けれどここで手を拱こまねいていても、なんにもならないのもわかっていた。

「……公爵殿下」

　ややあって、自分の中で答えを弾き出した後、姫君は、重く口を開いた。

「それでは、私は…………」

　グリゼルダが返答しようとした、その時。

「ちょっと待ったぁーっ!!」

　ばん、と盛せい大だいな音を立てて、執務室の扉が開かれる。

　あまりのことに軽く飛びあがりながら視線を送れば、そこにいたのは──

「姫様っ、駄だ目めですよ！　そいつの言う通りにするなんて、おれは反対ですっ！」

「……。アンドレアス、黙だまれ。聞き苦しい」

「やれやれ。立ち聞きでは飽あきたらず、主君の部屋に押し入るとは──猪いのししのごとき猛もう進しんぶり、勇いさましゅうございますねえ」

　一番に部屋に飛び込み、ヴィルベルトを指さしている栗くり色いろの髪の可か愛わいらしい少年・アンドレアスと──普段から険しい表情を、さらに鬼のように険しくして、弟の修道服の襟えり首くびを上からぐっと摑つかんでいる赤毛の侍じ従じゆう武ぶ官かんのサイモン。二人ともそれぞれ、聖職者の証あかしである掌てのひらを模もした銀製の装そう身しん具ぐを首にかけている。

　そしてそんな彼らに対し、後ろから皮肉たっぷりな言げんを吐いているモルデカイは、肩で切り揃そろえた亜あ麻ま色いろの髪を揺らしながら、眼鏡越しにこちらを覗き込んでいた。

「皆さん……」

　驚きのままに問いかける。

「ず……ずっとそこで聞いていたのですか？」

「あっ、ご、ごめんなさい！　でもさ、立ち聞きを始めたのは、おれじゃないんですよ！」
















　アンドレアスは指さしていた手を下ろすと、自分の襟首を摑み続けている兄を見あげた。

「最初はちゃんと別の部屋にいたんです。でも兄上が、警護のためとか言って廊下に出たと思ったら、なんかじりじり動いてこの部屋に近づいて……声が聞こえる位置にまで行ったと思ったら、ものすごい顔が怖くなったから、何かあったのかと思っておれも」

「黙っていろ、と言ったはずだ」

　襟首を離したサイモンの手が、拳こぶしとなってアンドレアスの頭に一撃を加える。

「痛っ！　あ、兄上がぶったー!!」

「聞かないからだ。言うことを」

　表情を微み塵じんも動かさずに、サイモンは平へい坦たんな抑よく揚ようで言ってのけると、その鋭い青い眼まな差ざしを、静かに公爵に向けている。

「だ、大丈夫ですか、アンドレアス!?」

「兄上がぶったー！」

「平気です、こいつは」

　弟を労いたわる主君の言葉に、しかし、修道騎士は動じなかった。

「首しゆ尾びはいかがでございますか、公爵殿下」

　一方で、モルデカイは眼鏡をぐいと押しあげつつ、一歩前に歩み出る。

「まことに騒がしゅうございますね。深い忠誠心は、時に礼儀作法をも凌りよう駕がするようで」

「ははは。それだけ二人とも、王女殿下のことを大切に思っているということだろう」

　いつの前にか普段のおどけた雰ふん囲い気きに戻っているヴィルベルトは、明るく笑っていた。

「ふん!!　悪いけど、あんたらに振る舞う礼儀作法なんて持ち合わせてないぜ」

「黙れよチビ犬」

　拳げん骨こつを食らった頭を擦さすりつつ吠えるアンドレアスに、モルデカイはぼそりと吐き捨てる。

「……」

　その光景を、口を閉ざしたまま横目で見やったサイモンは、深くお辞じ儀ぎした。

「姫様、申し訳ございません。ご無礼、お許しください」

「いえ……私の方こそ、あなた方に要いらぬ心配をかけてしまったのでしょう」

　ちくちく痛む腹部を撫なでながら、それでもグリゼルダは鷹おう揚ように答えた。

「けれどもサイモン、それにアンドレアス、大丈夫ですよ。私は何も、いやいや公爵殿下のお手伝いをするわけではないのですから」

「そうそう、王女殿下はただ、『温かいご厚こう意い』を向けてくださっているだけなんですよ」

「あんたのその胡う散さん臭くさい言い方が、余計にムカつくんだよ！」

　アンドレアスが食ってかかる。

「だいたいさー、その、あんたの偽にせ者ものが姫様との醜聞をでっちあげたって話、本当なんだろうな？　姫様を引っ張り出すために、あんたが作った噓うそなんじゃないのか!?」

「おお、これはなんと悲しい言葉。私がそんな悪いことをするような人間に見えますか？」

「見える」

　サイモンが即答すると、ヴィルベルトはぱん、と額に手を置いて天てん井じようを見あげた。

　ずいぶんと芝居がかった動きだ。

「ひどいっ！　あんまりなお言葉だ。モルデカイ、聞いたか？」

「はい。誓いを立てて女神に仕える方々とは、とても思えぬ言葉でございましたねえ」

「女神様は、『自分たちの身を守るな』とは仰っていないぜ」

「……ふん」

　憤ふん然ぜんとした面おも持もちで反論する見習い騎士の少年に、モルデカイは鼻息だけで答えた。

　いたたまれない雰囲気だ……。

「あ、あの」

「いいんですよお、別に」

　グリゼルダが口を開いたその時に、天井を向いたままヴィルべルトが言う。

「私が噓をついているとあなた方がお考えになっても、いいんですよ、私は。ですが、もし私が事件の処理に失敗して、そして王女殿下のありもしない醜聞が大陸中に広まったとしても、後で文句は言わないでくださいねえ？」

　つまり、公爵が噓をついている可能性と、本当のことを言っている可能性──天てん秤びんにかけた時にどちらが重くなるかは理解できるはずだ、と言いたいようだ。

「なっ……き、汚いぜ、それ!!」

「おや、何が汚いのでしょうか？　私には全然わかりませんねえ、アンドレアス君」

　ふふふ、と笑みを漏もらしながら、ヴィルベルトはこちらに向き直る。

「いずれにせよ、王女殿下のお考えをいま一度、はっきり伺ってみようではありませんか」

「公爵殿下」

　グリゼルダは軽く息を吸うと、精一杯気を張って、正面からまっすぐに公爵を見み据すえた。

「ええ、いいでしょう。……ご協力いたします」

「姫様!?」

「おおっ、それはありがたい!!　さすがは、お優しくていらっしゃる」

「ですが！」

　アンドレアスのどよめき、そして公爵のおだてを遮さえぎって、声をあげる。

「あなたが何かお考えだということは、当然気づいておりますよ」

「え？　なんのことです？」

「先ほども申しあげた通りです。あなたなら、この程度の問題、一人で解決なさるはず」

　とぼけてみせるヴィルベルトに負けずに、冷静に言葉を重ねる。

「いくらお姉様と不仲であろうと、私との醜聞が事件に関わっていようと……あなたならば、誰の手を借りずとも、独力ですべて解決できるはずです」

「おや、王女殿下はずいぶんと私を買っておいでなのですねぇ」

「もちろんです。私はあなたがとても優秀な方だと、信頼していますから」

　きっぱりと言った。買い被かぶりでもおもねりでもない、公爵に対する、正直な気持ちだ。

「だからこそ、あなたが何か考えがあって私に協力を要請しておいでだとわかるのです。それが何かまでは、まだ……見抜けませんが」

　ヴィルベルトは、黙って微笑んでいる。

「今のところ、私が力をお貸しするべき理由を、公爵殿下はお持ちです。ですから、ウルリケ皇女殿下の誤解を解とくことには、喜んで協力いたします」

　でも、と付け加える。

「公爵殿下のお考えのすべてに協力するかどうかは、お答えできません。あなたがつまらない噓をつき、無意味に人を陥おとしいれる方ではないことはよく知っています。それでも」

　ひときわ、努めて声を張って告げる。

「私はあくまでも、祖国の安あん寧ねいのために協力するのだということを、お忘れなきよう」

（本当にそれだけ？）

　そんな言葉が心に浮かんで消えるけれど、構っている場合ではない。

「ええ、ええ！　もちろんですよ、王女殿下」

　語り終えたグリゼルダに公爵は、大おお仰ぎように手をぱんぱんと叩たたいて歓かん声せいをあげた。

「なんと素晴らしい所しよ信しん表ひよう明めい。まったく、貴国の民は幸せ者ですよ。だからこそ……」

　と、そこで不意にまた、ヴィルベルトの目に、冷たくもどこか妖よう艶えんな光が灯ともる。

「だからこそ、あなたのことが好きなんですよ。王女殿下」

　にやり、と彼は笑った。

「えっ……!?」

　突然、どきんと心臓が跳ねあがる。好き？　それはどういう意味で──

　──同盟の相手として好ましいと、そういう意味に決まっている。

　そう考える一方で、なぜか、勝手に思い出していた。一カ月前に廃はい坑こうの中で触れた、彼の手の冷たさを……こちらを宥なだめるような、穏やかな微笑みのことを。

「ム!!」

　姫君の忠実な従者たちが一斉にいきり立つと、公爵は再び子どもじみた調子に戻る。

「なーんちゃって。あ、私、変なこと言いましたか」

「い、いいえ」

　やはり思っていた通りだ。つい驚いてしまったのは、彼が、あの嫣えん然ぜんとした笑みで言ったからだろうか──そう思うのと同時に、なぜか、胸の片隅がちくりと痛んだ。

「ともかく、ご協力いただけるのならばありがたい。では準備が調ととのい次第、我が領邦へお越しください。頃合いを見み計はからって姉を招きますから、直接会って説得しましょう」

「ええ、私はそれで構いません」

「ははは、よろしくお願いしますね」

　言うなり、ヴィルベルトは立ちあがる。どうやら、早々に去るつもりのようだ。

「あ、もうお帰りになるのですか？　何もおもてなしできていないのに……」

「どうぞお構いなく、お見送りも結構ですよ。こっそり来たので、こっそり帰ります」

　ヴィルベルトのラドラー領は、ここエルヴェティアの王都とは、往復一日程度の距離である。険けわしい山があるため、行き来は楽とはいえない。しかし山道に慣れた馬がいれば、今から発たっても、夜には向こうに着けることだろう。

「では王女殿下、次にお会いするまでどうかお元気で。風か邪ぜなど召めされませんようにね」

「ええ。公爵殿下も……モルデカイさんも、どうぞお気をつけて」

「卑いやしい従じゆう僕ぼくに、勿もつ体たいなきお言葉。恐きよう縮しゆくでございます」

　モルデカイはわざとらしい笑顔で、恭うやうやしくお辞儀してみせた。

「あんたら、変なこと企たくらむんじゃねーぞ！」

　アンドレアスが、すかさず公爵たちに警告する。

「おやおや。だから先ほどから、なんのことだかさっぱりわかりませんよ、おかしなアンドレアス君。ねえ、モルデカイ」

「ええ、まったく意味がわかりませんねえ、クックック」

「はっはっはっは」

「うう……！」

「おい！　お前らが意い味み深しんに笑うから、姫様の胃の調子がまた悪くなっちゃっただろ!!」

　腹部を押さえ、軽く前まえ屈かがみになった主人の姿に、アンドレアスは元げん凶きようを非難した。

　しかしその元凶は、やおらぽんと手を叩き、姫君に声をかける。

「そうでした。今日は手て土産みやげに、帝都で開発されたいちばんいい胃薬を三箱ほど持ってきていたのです。下に運び込んでおいてもらったので、後でお受け取りください」

「そ、それはわざわざ、ありがとうございます」

　心からお礼を述べた。ミトラスの薬学はエルヴェティアの遙はるか上を行く。胃痛がもはや持病を超えた日にち常じよう茶さ飯はん事じになっているグリゼルダにとって、願ってもない贈り物だ。

「ではではこれで、ごきげんよう。さようならー」

　軽く手を振りながら、同じく腰まで届く長い黒髪を揺らしつつ、ヴィルベルトは優雅に執務室を出ていった。その背を、眼鏡の従者が付き従い──ゆっくり扉が閉められる。

「うっ、うううっ!!」

　と──そこでゆっくり、グリゼルダが前ぜん傾けい姿勢を取った。

「お、お、お腹が痛いっ……!!」

「姫様、だ、大丈夫ですか!?」

「だ、大丈夫です。ただ、ちょっと緊張が切れて、痛みが急……に……」

　グリゼルダの痛みは、そこでついに極きよく致ちに達した。

「あ、あだだだだだ！」

　そのまま椅子の上で完全に蹲うずくまる主君に慌あわてて駆かけ寄るアンドレアスの後ろで、サイモンは素早く階下に走っていった。例の胃薬を取りにいくためだ。

「うう……アンドレアス、向こうの机の上に置いてある、予定表を持ってきてください」

「はっ、はい！　えっと、この姫様の仕事のやつですよね。どうぞ！」

　手渡された予定表に、素早く視線を走らせる。

「ええと、これとこれの決けつ裁さいを早めに終わらせて……こちらの視察の日程は一日に纏まとめて……ふむ……ああ、どうやらラドラーに行く時間は取れそうですね」

　ほっと息を吐いた。今変更した計画に従うと、毎日の睡眠時間が平均四時間を切ることになりそうだけれども、国の安あん寧ねいに比べれば取るに足らないことだ。

「姫様……うう、本当、いつもありがとうございます！」

「いいえ、私は当然の責務を果たしているだけですよ」

　なおも痛む胃を押さえつつ、力ない笑みで答える。ぺこりと深く頭を下げたアンドレアスは、顔をあげると唇くちびるを尖とがらせた。

「にしても、大変なことになっちゃいましたね。姫様は元々関係ないってのにさ！」

「いえ。何も知らないうちに醜聞が広まっているよりは、ましだと言えるでしょう」

「またそんな風に、無理やり前向きに考えてー……」

「……。胃薬をお持ちしました」

　疾しつ風ぷうのごとき速さで戻ってきたサイモンは、肩に軽々と木箱を一つ担かついでいた。木箱を下ろし、中を開けると、彼は恭うやうやしく薬くすり瓶びんの一本を差し出す。

「僭せん越えつながら、先ほど別の瓶で毒見も済ませました。問題ありません」

「ありがとう、サイモン。すぐに持ってきてくれて、助かりました」

「……。これも任務ですから」

　僅かに表情を緩ゆるめたサイモンに感謝を込めて微笑んでから、薬を受け取る。エルヴェティア製の薬よりもやや瓶は大きめで、中身も少しどろりとしているようだ。今までに色々な薬を試してきたけれど、今回はどうだろう。少しわくわくしながら、それを口に運ぶ。

「ぐっ、あ、甘い……！」

　甘党なヴィルベルトの好みが関係するのか、砂糖水に蜂はち蜜みつとホイップクリームを混ぜたような味がする。けれど同時に、胃の痛みがゆっくり消えていく……気もした。

「あ、味も含めて……不思議なお薬ですね。ごちそうさまでした──さて」

　息を吐き、改めて騎士たちに言う。

「サイモン、アンドレアス。経けい緯いは、あなたたちも聞いた通りです。王の許可を取り、仕事が一段落したら、ラドラー領へ向かいます。警護をよろしくお願いしますね」

「はいっ、もちろんですよ姫様！」

　両の拳を握り、元気よくアンドレアスは答える。

「この前の時みたく、変な奴に襲われないように、きっちり姫様をお守りします！」

「今回は公式のご訪問。我々だけではなく、他の騎士も警護に当たります。ご安心を」

　普段のように抑よく揚ようなく、しかし頼もしい口調で、サイモンも述べる。

「ありがとう、二人とも。いつも苦労をかけますね」

「問題ありません。たとえ相手が赤誠騎士団であろうと、必ずや姫様をお守りします」

「そうそう！　相手の皇女はすごい人らしいですけど、うちの姫様の方がすごいに決まってますもん！　何かあったら、おれたちが全員ブッ飛ばしてやりますからね！」

「あ……ありがとう。できればあなたたちに頼らずに済むよう、私も気をつけますね」

　心なしか鼻息荒く、何度も頷きかける二人に、グリゼルダは苦笑した。

　ヴィルベルトの狙いが一体どこにあるのか、果たしてウルリケとはいかなる人物なのか……それ以前に、ミトラス帝国内で誰が、どんな目的で詐欺行為を働いているのか。それは、今の段階ではわからない。けれども今はとにかく、動いてみるよりほかにない。

　こうしてグリゼルダの、再度のラドラー領訪問が決定したのだった。







　そして──一週間経った、今。

「……他の者では危ないですから苦労しますよ……」

　そんなことをぶつぶつ言いながらも、まるで緊張感のない様子で、ヴィルベルトが目の前の扉をゆっくりと開けていく。確かに彼の従者、モルデカイは、今この場にはいない。

　ここはラドラー領、ヴィルベルトの館やかた。以前訪れた時とは別の、より大きな屋敷の応接間に、まさにその中に、件くだんの人物、ウルリケが既すでに待っているのだという。

　ここに来るまでの間に、できる限りの情報収集はしてきた。どのようにして誤解を解くべきか……それも、充分に考えてきた。しかし結局のところ、グリゼルダの出した結論は、正々堂々と、こちらの無実を訴えるということだった。

　小こ手て先さきの策や、話術のようなものを弄ろうしたところで、相手が納得しなければ意味はない。

　そして相手に納得してもらうには、やはり誠意こそがいちばんなのだ。

　ヴィルベルトは、自分の姉のことを指して、単純で、自分と性格が合わず、野獣のようだと評した。正直に言って、これまでそのような人物とはあまり話したことがない。

　だからこそ、ここは、人としてあるべき基本に立ち返るべき──そう結論した。

　もっとも、人と対話するに当たって打算に走るなど、そもそもできないことだけれども。

「さてと……。姉上ー、ヴィルベルトです。入りますよー」

　思考を巡らせている間に、扉が開く。先ほど注意された通りに、グリゼルダは公爵の背の後ろに立っている。そして彼の肩越しに見える、応接間に立つ人物は────

　と、その時！

「おっと!!」

　視界に何かが見えた瞬間、ヴィルベルトが素早く左手を閃ひらめかせた。奥からこちらに向かって飛来してきた何かを、すかさず、彼が捉とらえたのだ。

「……やれやれ。姉上、いきなり物を投げるなんて、一体何を考えておいでなのですか？」

　グリゼルダに背を向けたままのヴィルベルトは、普段と変わらぬおどけた調子で言った。

　──今なんて……投げた？　慌てて部屋の奥を見やる。すると、そこには──

「何を考えているか、だと？」

　ややハスキーながら、よく通る声の主ぬし。

　幾いく人にんかの男性、おそらくは侍従を周囲に控えさせ、窓を背景に、一人の女性が立っている。しかし女性にしては、彼女は、あまりにも凜り々りしかった。そしてその有う無むを言わさぬ眼差しで、まっすぐにこちらを、公爵を睨みつけている。

　年の頃は、二十代前半といったところだろう。

　かなりの長身で、体つきも「たおやか」とするにはいささか頑がん健けんな印象である。そして艶つややかな黒髪、怜れい悧りな光を帯おびた切れ長の目、優美ながら威い厳げんを感じさせる面おも立だちは、ヴィルベルトによく似ている。いや、彼を女性にしたような佇たたずまいといってよかった。

　異なっているのは、彼女の髪が短いことと、その唇に薄く紅べにが引かれていること──さらに纏っているのが、フリルもレースも一切使われていない、シャープな印象のドレスである点だ。濃い葡ぶ萄どう酒しゆ色いろが、白い肌はだによく映えている。

　胃がぴりりと痛む。間違いない。この女性こそが赤誠騎士団の団長、ウルリケ・フォン・レイベンブロイだ。
















「お前こそ何を考えている、愚ぐ弟てい」

　ウルリケは鋭い視線のまま、ヴィルベルトに告げる。

「今お前がするべきは、感謝だろうが。投げられたそれが、凶器ではなかったことへのな」

　冷静ではあるけれど、攻撃的かつ男性的な口調だ。

「それ？　……ああ、これですか」

　ヴィルベルトは握っていた左手を開く。手の中には、小さな、焦こげ茶色の豆があった。

「ふう……姉上、私は苦いものが苦手だとご存知でしょう」

　乱雑に豆をポケットに突っ込むと、彼は肩を竦めた。

「炒いったコーヒー豆を食べた私が、悶もん絶ぜつするところでもご覧になりたいのですか？」

「ふん、お前にくれてやったわけではない。大陸の東の国には、豆を投げて魔物を追い払う風習があると聞いたのでな」

　言いつつ、ウルリケは近場のテーブルに手を伸ばす。そこには革袋があり、彼女は中から弟に投げてよこしたのと同じコーヒー豆を取り出すと、がりりと歯で嚙んだ──ちょうど、ヴィルベルトがグミベアを食べるのと同じように。

「顔面にぶつけてやれば、不ふ埒らち者ものも追い払うことができるかと思ったが……やはりお前はいちいち癪しやくな奴だ。まあいい」

　ウルリケは静かにこちらに歩み寄ってきた。武術には詳しくないグリゼルダが見てもわかるほど、その動きには一切の隙すきがない。それに加え、眼光のせいか、怒ど気きのせいか、ともかく恐ろしい威い圧あつ感かんを放っている。

「ここまで余よを呼びつけ、あまつさえこのような狭せま苦くるしい部屋に待たせたのだ。お前に貸し付けた金きん子す、耳を揃えて返すつもりになったのだろうな？」

「おやおや姉上、誤解がありますねえ……二点ほど」

　鼻がくっつきそうなほどの距離で、ウルリケとヴィルベルトは互いに睨み合っている。しかし姉のすさまじいプレッシャーにはまったく動じない様子で、彼は飄ひよう々ひようと語った。

「一つはですね……お呼び立てする手紙にも書きましたが、私は姉上から金銭を借りたことなどないということですよ。身に覚えがありません。姉上が用立てた相手は偽者です」

「ほう、命知らずな物言いだな。手紙と合わせて二度繰り返したところがなお命知らずだ」

　微み塵じんも信用していない目つきで、ウルリケは言う。

「で、もう一つの誤解とやらは？」

「この部屋は狭苦しくなどありませんよ。姉上が筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな人たちを立たせているせいで、相対的に狭く見えるだけです。あっ、姉上も身体からだがずいぶん大きいですからね」

（っ！）

　思わず息を吞んだ。皇女の三日月形の眉まゆの間に、みるみるうちに皺しわが寄っていったからだ。先ほどから痛んでいた胃はキリキリと、なおも警戒警報を発令し続けている。

「おおっと、これはいけない。また例によって、喧けん嘩かになってしまいそうですね、ははは」

　非常に不ふ機き嫌げんそうな姉の前で、ヴィルベルトは困ったように笑ってみせた。いえ、あなたが挑発するからでしょう……と言いたいところだが、口をはさめる雰囲気ではない。

「このままでは拳げん骨こつを食らいそうですし……そうなる前に、助すけっ人とを呼びましょうか」

（助っ人？　ま、まさか──）

「はい、王女殿下！　よろしくお願いしますー」

　ひょいっ、とヴィルベルトは、自分だけ真横に移動した。

「あっ、待……！」

　慌てても、彼が移動した途端に皇女の視線に曝さらされることになり、何も反論できない。

「むっ」

　ウルリケが唸うなる。彼女はというと、弟の背にグリゼルダがいたことに今気づいたのか、それとも今まではどうでもいいと思っていたのか、ともかく今になってやっと注意を払った様子で、こちらをまじまじと見つめている。

　何もこんな状況で、話を振らなくても。ひどく焦あせるものの、サイモンとアンドレアスたちが後ろで警戒しているのを、気配で感じる。そうだ、ここでまごついているわけにはいかない。いきなり礼を失しつすることだけは、してはならないのだから。

「こちら、エルヴェティア王国の王女にして、大陸唯ゆい一いつのダイヤモンド産出地・カルナ鉱山の管理者でもあらせられる、グリゼルダ・ペルツォフカ殿下です」

「初めまして、女公殿下。グリゼルダと申します。お会いできて光栄でございます」

　ヴィルベルトの紹介に合わせ、ドレスの裾すそを摘つまみ、貴族として最高の敬意を表す礼をする。するとウルリケはやや怒気を収めた様子で、同じく、深い礼をした。

「こちらこそ光栄だ、グリゼルダ王女殿下。ん……待て」

　面めんをあげ、女公は再び、じっとこちらを眺めている。

「グリゼルダ。エルヴェティア王国の王女だと？」

「はっ、はい……そうです」

　背中に思い切り冷や汗をかいているのを感じつつ、こくりと頷く。

「おい、愚弟」

　すると、きっ、とウルリケはヴィルベルトを睨みつけた。

「どういうことだ。あの金子は、こちらの王女との手切れのためのものではなかったのか。よもや、あれは噓か？　それとも金子を他の用途に使い果たしたのか？　なんにせよ、ここまで王女殿下を引っ張り出してきただけの理由を聞かせてもらおうか」

「まったく。姉上は本当に単純なお方ですねえ」

「なんだと……？」

　ウルリケの表情がますます不快そうに歪ゆがむ。いけない！　なぜ彼はこうも、姉を挑発するような物言いしかしないのだろう。

「あのっ……皇女殿下！」

「む？」

　こちらに視線を戻した女公殿下に対し、心臓が飛び出そうな口を開く。

「どうか説明させてください。今回の件は、何者かによる詐欺が生んだ誤解なのです」

「詐欺が生んだ誤解？　あなたも弟と同じ物言いだな。あいつを庇かばおうというのか？」

　　訝いぶかしむウルリケに対し、グリゼルダは努めて平静に答えた。

「いえ、そうではなく……ただ、事実をお伝えできればと。まず、公爵殿下はあなた様に借金を申し込んではおりませんし、それ以前に、私と公爵殿下は、その……」

　手紙の『醜聞』の内容をはっきり口にすることが、どうしてか、ひどく恥ずかしい。

　けれども、なんとか言葉を絞り出した。

「……ただならぬ関係にも、なっておりません。それどころか、一カ月半ほど前に、初めてお会いしたばかりですから」

「ほう。ではこれから、どんどん親密になっていく時期なのか？」

「え？　いっ、いえ！　そういう意味ではなく、つまり……」

「冗じよう談だんだ」

　表情を崩くずさぬままに、さらりとウルリケは言った。

「ふうむ」

　次ついで皇女は、またもじっとこちらを見据えて唸った後、おもむろに述べる。

「では……王女殿下。余の元に届いたかの手紙は、弟に成り済ました何者かが書いた偽の手紙であって、文面に書かれていることもすべてでたらめ。余はまんまとそれに騙され、一億マルカを渡してしまったのだ、と……あなたはそう主張するのだな？」

「！　は、はい。僭せん越えつながら、その通りです」

　間違いなく事実を言い当ててみせた皇女に驚きつつ、こくりと頷いた。

　一体、彼女のどこが単純だというのだろう？

「…………そうか」

　ぽつりと答え、ウルリケはしばし黙りこくる。その表情は、やはり険しい。

「おい愚弟」

「はいはい？」

　にやにやしながら事態の推すい移いを眺めていた弟が返事すると、ウルリケは重々しく言った。

「なぜ余が、一億もの大金を貸したかわかるか？」

「いえ、毛頭わかりません」

「少しは考えるそぶりでもしろ。まあいい……理由はな、哀あわれだと思ったからだ」

「え？」

　グリゼルダが声を漏らすと、ウルリケは小さく首しゆ肯こうした。

「そう、哀れに思ったのだ。弟に謀たばかられたとされた王女殿下がな。なにせ弟は底意地が悪く、だらしないうえに根性曲がりで、雇やとっている従者も口のきき方を知らん男ばかりだ」

「この前パンチで眼鏡を割られた時は、さすがのモルデカイも黙ったではありませんか」

　さらりとヴィルベルトが口をはさむ。眼鏡を割られた──!?　モルデカイがこの場にいないのは、裏で動いているからかと思っていたグリゼルダは、啞然とした。

「あの陰険男はどうでもいい。くだらぬ言しか吐けぬ口を閉ざしてやったまでのことだ」

　驚くこちらを差し置いて、ウルリケは事もなげに鼻を鳴らした。──モルデカイの姿がないのも頷ける。それに女公が野獣と言われるのも、無理ないことなのかもしれない。改めて、血の気が引く……。

「ともかくだな。そんな弟だからこそ、本当に女性を悲しませる真ま似ねまでしでかしたのかもしれぬ。そう考え、姉としてせめてもの罪滅ぼしをしなければ、と思ったのだ」

「つまり皇女殿下は、私……いえ、女性を助けるためにお金を送られたのですね」

「そうだ、王女殿下」

　と、ウルリケは言った。

「弟のことはどうでもいいが、巻き込まれた者が気の毒な目に遭あうのは見ておれぬ。だからこそ、今日は驚いた。まさか王女殿下が、ここまで強したたかな女性だとはな」

「え……強か、ですか」

　これもまた冗談で言っているのかと思いきや、ウルリケは至って真面目なままに続けた。

「そう、強かだ……見誤りはせぬ。獣ですら強者と弱者を見分ける。いわんや余ならばな」

　男らしい口ぶりで、女公はグリゼルダを讃たたえた。

「あ、ありがとうございます……」

「うむ。だからこそ、余はあなたに免じて、弟に猶ゆう予よを与えてみようと思う」

　ウルリケは、公爵を見やった。

「ヴィルベルト、お前が潔けつ白ぱくだと言うならば、余を謀った痴しれ者ものを即刻捕らえ、事件を解決してみせよ。それができたならば、余はお前のことを真しんに許そう」

「えぇーっ。許すも許さないも、私は何も悪いことをしていないのですがねえ」

「口を閉ざせ。この王女殿下の誠実さに、せいぜい感謝することだな」

「！」

　誠実さ。それは確かに、ウルリケとの対話で最も大切にしたものだ。しかし──

「こ、皇女殿下。なぜ私のことを、そこまで……？」

　もっと一から丁てい寧ねいに、それこそ誠実に説明を行うべく、色々と考えてきていた。だがそれを開示するまでもなく、彼女は、こちらを評して誠実だと言う。なぜ？

「あなたを誠実だとする理由か？　ふむ、余がそうだと思ったからだ」

　ウルリケは平然と答えた。

「え？」

「余がそう思ったゆえ、そうなのだ。それ以上の理由を問われても答えようがないが……心配するな、余の勘かんは九く分ぶ九く厘りん当たるぞ」

「姉上は羨うらやましいほど強運ですねえ。勘に頼っているだけなのに元気でいられるなんて」

「……ちょっと、公爵！　いい加減黙っておいた方がいいぜ！」

　後ろから小声でアンドレアスが警告した。

　一方でウルリケはふんと鼻を鳴らして弟を一いち瞥べつすると、すぐにこちらに向き直る。

「余はあなたの言は真実であると判断した。だが、弟は賢さかしい男だ、何を企んでいるかわからぬ。……ゆえに、猶予を与える、と述べた」

　つまり、ヴィルベルトが本当のことを言っているという確証がないために、彼に犯人を捜させることにした、ということだ。

「余は佞ねい言げんを好まぬ。もし王女殿下がつまらぬ詭き弁べんを用いたなら、即刻立ち去っていたところだが──愚弟、お前はよい知人を得たようだ。やはり感謝すべきだぞ」

「その点は同意しますよ、姉上。王女殿下あってこそ、この場を収められたのですから」

　ヴィルベルトがそう答えると、ウルリケは初めて、薄く微笑んだ。

　よかった、と安あん堵どの息が漏れる。どうなることかと思ったけれど、これでうまくいった。

　後はヴィルベルトが、事件を解決すればよいだけだ。彼が本気を出せば、きっと犯人を容よう易いに見つけ出せるに違いない。なんにせよ、うまくいって本当によかった。

　と、喜ぶグリゼルダは──まだ、少し甘かった。

「ああ、王女殿下。本当に、ご協力ありがとうございました」

「いえ、公爵殿下。私もお役に立てて、何よりでしたよ」

　ヴィルベルトは、火の粉こが降りかかってきた時に、それを払いのけるだけで満足するような人間だろうか？　いや────

「それはよかった」

　彼はそう答えると、にやりと捕ほ食しよく者しやの笑みを浮かべた。

「では引き続き、事件の調査の方も、ご協力よろしくお願いしますね」

「えっ────？」

　ヴィルベルトは払いのけた火の粉を大きな炎ほのおにしたうえで、暖だんを取る人間だ。
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「少し待……待ってください!!」

　グリゼルダは、たまらず声をあげた。驚いた様子のヴィルベルトとウルリケを交互に見やりながら、懸けん命めいに訴うつたえる。

「公こう爵しやく殿下……今、なんと仰おつしやいました」

「ですから、事件の調査の方も、協力よろしくと」

「そ、それはできません！　お手伝いするのは、皇こう女じよ殿下とお話しすることまでと……」

「ほう、なぜだ？」

　と、ウルリケが不ふ思し議ぎそうに横から口を出す。

「犯人捜しなど、あなたならば容よう易いなのではないか？　王女殿下。余よにはそう見えるぞ」

「えっ？」

「ええ姉上、そうなのですよ！」

　にやにやと笑みを浮かべながら、ヴィルベルトは言った。

「実は先日のイガルクがらみの偽ダイヤの件でも、王女殿下はたいへんにご活かつ躍やくだったのです。殿下なくば、きっと今になっても事件は解決していなかったことでしょう」

「ほう、そうか……やはりな。そんなことだろうと思った」

　ウルリケは腕組みし、得とく心しんしたように頷うなずく。このままではいけない！

　これ以上事件に深く立ち入ることは、三つの意味で危険だ。国の安あん寧ねいに関わるから危険、ヴィルベルトの企たくらみに巻き込まれることになるから危険、最後に胃い壁へきが危険。

　いや、自分のことなんてどうでもいい。とにかく、危険は可能性の段階から避さけておかなければ!!

「そ、そんなことはありません！」

　諦めずに抗こう弁べんする。この場をさばくのはウルリケだ。彼女に納得してもらえれば、身を引けるに違ちがいない。

「公爵殿下の知ち謀ぼうは並なみ々なみならぬものです。私はただ、少しお手伝いをしただけで」

「ご謙けん遜そんなさらず。『あなたなしでは事件が解決しなかった』のは、事実ではありませんか」

「そっ、それは……！」

　確かにそうかもしれないけれど、それとこれとは話が違う。でも、どうやって説明したものか。噓をつくこともできずに、言葉を探して戸と惑まどっていると──

「ちょ、ちょっと待ったーっ!!」

　アンドレアスが声をあげた。腕組みしたままのウルリケが、素す早ばやく彼を一いち瞥べつする。

「む、そなたは……何者だ？　王女殿下の護衛と見えるが」

「……」

「お、おれっ、いや、ええと、ワタシは」

　後ろで監視している兄・サイモンの視線と、訝いぶかしげなウルリケの視線に挟はさまれて動じながらも、アンドレアスはなんとか名乗る。

「アンドレアス・フォルモント、こっちは兄のサイモンです。いや、姫様の侍じ従じゆう武ぶ官かんなのは兄の方なんだけど、と、とにかくですねえ!!」

　ちらりとこちらを見てから、少年は言った。

「姫様はすごい忙しくて、今日だってめっちゃ頑張ってここまで来たんですよ！　それに余よ所その国のことに首を突っ込むのだって、よくないって知ってて……」

　彼は援えん護ご射しや撃げきをしてくれようというのだ。

（ありがとう、アンドレアス……！）

　心中でほろりと涙を流しながら、グリゼルダが微笑ほほえむ、と。

「それでもなお、体調も顧かえりみず、姉上に真実を伝えるために来てくださったのですよ」

　すかさずヴィルベルトが口をはさんだ。

「うむ！　やはり殊しゆ勝しようなことだな。ますます感心したぞ」

　大きく頷くウルリケの横で、公爵は、にやぁと笑ってアンドレアスを見る。

「うっ……ごめんなさい姫様。おれ、余計なこと言っちゃったみたい……」

　アンドレアスは自分の口を塞ふさぎ、後ろに下がる。サイモンがすかさずその尻を抓つねった。

　いけない。ウルリケ皇女の中で、こちらの株がどんどんあがっている。アンドレアスの言葉は、ヴィルベルトのせいで、王女殿下を讃たたえる言葉にすり替えられてしまった。

「うむ。やはり、愚ぐ弟ていのみに事件の調査をさせるのは危険だな」

　果たして、女公はそんなことを言いはじめた。

「誰か聡そう明めいな者に……いや、王女殿下に補佐していただかねば、そもそも事件を解決したなどと言われても、信用がおけない」

「い、いいえ、そんなことはありません。公爵殿下なら、きっとお一人で」

「いやいや、姉上の仰る通りかもしれませんねえ。私は噓をつくかもしれないですしねえ」

「こっ、公爵殿下!!　議論を誘ゆう導どうするのはやめてください！」

「誰も誘導なんてしていませんって。ほら、姉上が結論を出しそうですよ」

　ついにグリゼルダはヴィルベルトを睨にらみつけるが、彼は素そ知しらぬ顔をしてみせる。

「うむ、決めたぞ!!」

　やがて、ウルリケは決断した。

「王女殿下、ご苦労だが、どうか弟を手伝ってやってはくれまいか？　余もあなたへの援助は惜しまぬ。なんなら、余に招かれたという体ていで、帝国にいらっしゃればよかろう」

「あああ……」

　床にくずおれそうになるものの無ぶ礼れいもできず、グリゼルダはがっくりと項うな垂だれた。

「まあまあ、そう深く頭を下げないでくれ」

　感謝しているのではない。

「ふふふ、ここは姉上の仰る通りですね」

　会かい心しんの笑みを浮かべつつ、ヴィルベルトが言った。

「どのみち事件の調査がしたければ、貴族の情報が集まる帝都に来ていただくほかありませんし。それなら、姉上に呼ばれたということにする方がよいでしょう」

「て、帝都!?」

「そうですよ。いやあ、心強いですねえ。粋いきな計らいをありがとうございます、姉上」

「あくまでお前の監かん視しのためだがな」

　冷ややかにウルリケは言うが、ヴィルベルトはどこ吹く風だ。当然だろう。彼の最大の目的──つまり、グリゼルダを事件の捜査に引っ張り出すことが、成じよう就じゆしたのだから。

「う、うぐぐ……！」

　胃が再び痛みはじめる。激しく、これまでにない勢いで、ズキズキと。

　果たして、「王女が帝都に行く」だけで、どれほど周しゆう囲いに大きな影えい響きようが出ることか。

　しかもそこで、貴族相手の詐さ欺ぎの捜査をするなんて──下へ手たな行動を取ればグリゼルダだけでなく、格かく下したの同盟国のくせに生意気な、とエルヴェティアそのものの名めい誉よまで傷つけられてしまうだろう。ウルリケ皇女はそのようなことは言わないだろうけれども、ほかの貴族たちがどう思うかはまた、別の問題なのだ。

「い、いだだだだだ……！」

「む？　どうした、王女殿下？　病やまいでも得えたのか？」

「いやいや、姉上。殿下はただ、今後を憂うれうあまりに、心しん労ろうが胃にきているのですよ」

「噓をつくな、愚弟。お前がそう言うということは、やはり王女殿下は病なのだな。そうか……無理をさせてしまい申し訳ない」

　姉は単純──ヴィルベルトの言葉の意味を、今やっと、深く理解した。完全に、公爵のペースに乗せられている！

「い、いいえ、皇女殿下」

　とはいえ、もうこうなってしまっては仕方がない。

「私は大丈夫です……。帝都行きのことは、また改あらためて、ご相談させてください」

「日取りのことならば気になさるな、余は気の長い方だ。……では、そろそろ帰るか」

「おや姉上、お泊とまりにはならないので？」

「お前の屋や敷しきに泊まるくらいなら、野の宿じゆくする方がまだましだ」

　女公は振り返り、今まで背はい景けいの一部のように黙って控えていた男たちに声をかける。

「──帰るぞ」

「はっ!!」

　　主あるじの一言に、武官は一いつ斉せいに敬礼すると、きびきびと移動を始める。──テーブルの上に置かれっぱなしだったウルリケのコーヒー豆入り革袋も、すかさず回収している。

「それではさらばだ、王女殿下。再び見まみえる日を心待ちにしているぞ」

　ウルリケは朗ほがらかに言った。もう帝都で会うことは決定事じ項こうのようだ。

「は、はい、皇女殿下……またお目もじしましょう」

「うむ！」

　こちらの挨あい拶さつに頷くと、彼女は部屋から颯さつ爽そうと去った。すれ違いざまに、サイモンを一いち瞥べつし、にやりと笑んでから。

「ど、どうしたの、兄上？」

「いや……」

　見られたサイモンもまた、僅かに視線を鋭くしている。一方で、グリゼルダは腹ふく部ぶに手をやりながら、（姉を見送るつもりがない様子の）ヴィルベルトをきっと睨にらんだ。

「こ、公爵殿下……あなたという方は、本当に……!!」

「はっはっは、まあ、そう誉ほめないでください」

「誉めてなどいません！　いっ、つつつ……！」

　少し大きな声を出しただけでも痛い。これは相そう当とうなレベルの胃痛だ。

「……。姫様、こちらを」

「あ、ありがとう、サイモン」

　すかさず侍従武官が差し出した薬を、一気に口に運んだ。

　相変わらず、ひどく甘い──でも、やはりよく効く。

「おお、その薬を差しあげて本当によかった。これからも愛用してくださいね」

「ええ、あなたのお陰かげで、これからも愛あい飲いんすることになりそうです」

　皮肉っても、ヴィルベルトはさらににやにやするばかりだ。

「まあ、ご心配なく。うちの姉が単純……であることは、充分ご存ぞん知じだと思いますが……ともかく、姉があそこまであなたを気に入ったのです。帝都での身の安全は確実ですよ」

「俺も、その点は同意します」

　サイモンが、自分から口を開いた。

「おや、騎士殿と私の意見が一いつ致ちするなんて、珍めずらしいですねえ」

「……。あなたに話しているのではない」

　碧へき眼がんでじろりとヴィルベルトを牽けん制せいしてから、彼は言う。

「姫様、間違いありません。あの騎士団は皇女殿下含め、皆相当の手て練だれです」

「強つわ者ものならではの直感、ってやつ？　じゃあさっきすれ違った時も、あの皇女様は兄上の強さがわかったんじゃない？　だから笑ってたのかなあ」

「知らん」

　弟にぴしゃりと言い、それきり騎士は口を閉ざした。しかし、そう、公爵とサイモンの言う通りだ。帝都に行く時の身の安全だけは、保障されているといっていい。

　それに、こうなってしまっては、今さら何を主張したところで、帝都行き、そして事件の捜査をすることは、もはや覆くつがえせるものではない。けれども────

「……公爵殿下」

「はい？」

　一つ、確かめておかねばならないことがある。

「あなたの真しんの狙ねらいが、わかりましたよ」

「ほう。事件の解決以外に、ということでしょうか？」

「ええ、もちろん」

　ようやく胃の痛みは治おさまった。すっくと背せ筋すじを伸のばし、ヴィルベルトに告げる。

「あなたの狙いは、ウルリケ皇女を味方につけることなのでしょう」

「へっ？」

　アンドレアスが驚きの声をあげるが、ヴィルベルトは不敵な表情のままだ。

「ほほう、その心は？」

「……仰った通り、皇女殿下とあなたは、気の合う姉し弟ていではないのでしょう。ですが今回、詐欺師が皇女殿下に手紙を出したことできっかけができました。仲を改かい善ぜんするきっかけが」

「私は別に、姉と仲良しになりたいわけではありませんよ？」

「ええ、そうでしょうね。あなたが欲ほっしているのは、赤せき誠せい騎き士し団だんの力なのでしょうから」

　橄欖石ペリドツトのような瞳ひとみでじっと公爵を見み据すえつつ、グリゼルダは続ける。

「皇女殿下の擁ようする力は、味方になればあなたにとってかなり魅み力りよく的です。単純に武力を得るというだけでなく、皇帝に選出されるための権けん威いづけにもなる」

　選挙君主制を採とるミトラス帝国では、皇帝は選せん帝てい侯こうの投票で決められる。したがって有力な貴族は、皇帝に選ばれたければ、己の権威を高め続けていかねばならない。

「今までは、取りつく島もなかった──けれども今回、絶好の機会が訪おとずれた。あなたは皇女殿下が私をお気に召すことも見み越こしたうえで、私を捜査に関わらせ、それで事件を解決し、お姉様の歓かん心しんを得ようとなさっているのでしょう？」

「はっはっは」

　否定も肯こう定ていもせず、ヴィルベルトは笑った。

「おいっ、笑って誤ご魔ま化かそうったってそうはいかないぜ!!」

「なーにを言っているのですか、アンドレアス君」

　彼は革袋から、いつものグミベアを取り出してぱくりと口に放り込む。

「これは喜びの笑顔です、私は嬉しいのですよ。王女殿下が、こうして聡そう明めいでいてくだされば、私の目的は果はたされる。そう」

　と、ヴィルベルトの目つきが怜れい悧りな光を帯おびる。

「あなたが未いまだに言い当てられていない、私のもう一つの目的が、ね。ふふふ」

「くっ……！」

　どうやら、推すい論ろんは不完全なようだ。彼には、目的がもう一つあるらしい。

　それは一体なんなのか────

「その目的を知るのは……まだ時期尚しよう早そうのようですね」

「なあに。きっと遠からず、わかりますよ」

　眼まな差ざしは鋭いまま、ヴィルベルトは嫣えん然ぜんと笑みを浮かべた。この笑みに、今は敵かなわない。

「まあまあ、そんな風に睨まないでください。柔にゆう和わで高貴なお顔が台無しですよ？」

「なっ……!?」

「あはは、怒ったり赤くなったり忙しいですねえ。今日はせっかくここまでお出いでになったのです。姉上はもう帰ってしまいましたが、あなたはどうぞごゆっくりなさってください。まさか、今日中にお戻りになるつもりではないでしょう？」

「……ええ」

　つい、また不ふ覚かくにもどきどきしてしまっていた胸を押さえつつ、頷いた。

「お言葉に甘えて、今日はここに滞在させていただこうかと」

「それは何より。ご安心を、掛かけ値ねなしに快適にお寛くつろぎいただけるようにしておりますので。……モルデカイ！　もう戻っているか？」

　主人の言葉に合わせて、ひょっこりと、モルデカイが顔を出す。

「ええ、殿下。王女殿下をおもてなしする支し度たくは万ばん端たん、調ととのっておりますよ」

「……。ウルリケ皇女がいなくなるまで、隠れていたというわけか」

「その眼鏡めがね、新調したの？　大変だったんだね～、鼻の骨は無事だった？　うぷぷぷぷ」

「…………あ？」

　恰かつ好こうのからかいネタを手に入れた騎士たちと、眉まゆを跳ねあげたモルデカイとのやり取りが、最終的に止めに入らなければならないほど過か激げきになったのは、また別の話だ。







　こうして、グリゼルダはついに、ミトラス帝国の帝都に足を踏み入れることとなった。

　いったんエルヴェティアに戻るとすぐに、ウルリケから「好きな時に来い」と帝都への招待状が届いた。その後は、あっという間に時が過ぎていく。心配する弟おとうと王おうをなんとか宥なだめ、帝都行きの許きよ可かを得ると、さらに諸もろ々もろの予定を調整し、外がい遊ゆうの時間をひねり出した。

「うわーっ、また姫様が胃痛で蹲うずくまってるーっ!!」

　アンドレアスが叫び、サイモンが胃薬を持って駆かけつける事態は、幾いく度ども起こったが。

　ともかく十日後、グリゼルダは正式に、エルヴェティア王女の身分で、従じゆう者しやや侍じ女じよたちに守られ、ミトラス帝都へ出立したのである。その指に、父ふ祖そ伝でん来らいのブルーダイヤを輝かせ──胸には、ヴィルベルトに貰った、エメラルドのペンダントを光らせて。

　公爵殿下の狙いは、結局わからないままだ。けれどこうなっては、一いつ刻こくも早く事件を解決するしかない。それに、これはミトラス帝国の実情を視察する、絶ぜつ好こうの機会だ。そう──何も、悪いことばかりではない。

（物事はすべて、捉とらえ方によってよくも悪くもなるのですから……！　この程度の逆ぎやつ境きよう、挫くじけるわけにはいきません!!）

　帝国のほぼ中央にある帝都・レプツィまでの道のりは、遠い。揺ゆれる馬車の中で胃痛にさいなまれながらも、グリゼルダは何度も自分で自分を鼓こ舞ぶするのだった。




　ところが──事態というものは、時に、本人の想定よりも過か酷こくに転ずるようだ。

　その日、姫君は初めて大帝国・ミトラスの長にして盟めい主しゆ、そしてヴィルベルトの父である、皇帝に見まみえたのである。

　直じき々じきに、重じゆう臣しんたちの居並ぶ中で、着いて早々に、たった一人で────







「やー、どうもお疲れさまでした！」

「こ、公爵殿下！　話が違うではありませんか！」

　宮殿の一間。貴人を歓待するための部屋に案内され、ようやく緊張と胃痛が収まった頃。

　軽く右手を掲かかげつつ優ゆう雅がに登場したヴィルベルトに、グリゼルダはつい、抗議の声をあげた。修しゆう道どう騎き士したち二人も、一斉に敵意に満みちた視線を送る。

　それに構わず、彼は前のソファーに腰かけ、小首を傾かしげた。

「おや、話が違うとは？　帝都に来たのですから、皆に挨あい拶さつするでしょう、普通」

「それはそうですが……いえ、もちろん、できればご挨拶するつもりでいましたが」

　先ほどの光景を思い出して、また痛みそうになった胃をさすりつつ、答える。

「まさか、ああまで多くの方々が揃そろっていらっしゃるとは思ってもみなかったのです。私の認識が、甘かったのかもしれませんが」

　隣りん国ごくの王女の来訪とあれば、当然のことなのかもしれない。

　しかしまさか、帝国の要職に就つく人々があれほど集まっているなんて──

「あれではまるで、皆さんが私を待ち受けていたようではありませんか」

「ええ、そうですね」

　ヴィルベルトはそこで、にっこりと人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべた。

「まるで、他国から嫁入りする王女を迎むかえるみたいでしたよねえ」

「えっ!?」

　ぼっ、と顔が急に火ほ照てる。

「あ、あの、こ、公爵殿下？　それは一体、ど、どういうおつもりで……」

「おやっ、どうしましたか？　私は別に、ものの譬たとえを申しあげただけですよ」

　笑顔の彼を見ていると、反応してしまった自分がとても恥ずかしく思えた。

「譬え……ああ、そ、そうですよね……」

「やい、公爵!!　妙みようなこと口走るんじゃあねーぜ！」

　アンドレアスがすかさず食ってかかる。

「姫様がここにいるからって、まさか手て籠ごめにするつもりじゃあないだろうな!?」

「な、何を言うんですか、アンドレアス!?」

　顔を赤くしたまま慌てるグリゼルダの前で、ヴィルベルトは大おお袈げ裟さに驚いてみせた。

「えぇーっ、私が？」

「とぼけたって無駄だぜ。姫様に何かあったら、特に兄上が黙だまってないからな！」

　少年が親指で指す後方には──宮殿内ということで帯たい剣けんはしていないものの、地じ獄ごくの使者か何かのごとき形ぎよう相そうのサイモンがいた。握った拳こぶしがぷるぷる震えている。

「……。素す手ででもお前を縊くびり殺」

「あ、ふ、二人とも、落ち着いてください！」

　国際問題に発展しそうなサイモンの言葉を、強引に遮さえぎって終わらせる。

「公爵殿下は、ええと、少し冗談を仰っただけなのですから。ね？」

「……さて、それはどうでしょう」

「えぇえっ!?」

　ヴィルベルトの笑みが、ニタニタしたものに変わる。

「さ、先ほどは、ものの譬えだと仰っていたのでは」

「それもどうでしょうねえ。人の考え方というものは、時に応おうじて変化するものですから」

「変化が早すぎるでしょう、この場合……」

　半ば呆れてそう言っても、彼は少しも気にしていない様子で、ただ興味深そうに、こちらを眺めている。そうすると、先ほどの発言は単なる譬えではなく、本当に──？

（いえ、考えすぎですね）

　彼が変な冗談を言うのは、今日に始まったことではない。グリゼルダが軽く頭を振って思考を切り替えると、まるでそれを見計らったかのように、ヴィルベルトが口を開いた。

「ところで、どうです、我が国の帝都は？　それなりに発展しているでしょう」

「そんな……それなりだなんて、とんでもない！　洗せん練れんされた街並みといい、人々の明るい表情といい、何より技術が違います！　街がい灯とうにガスを用もちいている都市なんて、初めて見ました。蠟ろう燭そくやオイルランプよりも安心で安定した照明があれば、生活水準はますます向上することでしょうね。それに……」

「あっはっは、それは何より。まず街灯に注目するあたりが、あなたらしいですね」

　いつの間にやら取り出したグミをむしゃむしゃ食べながら、ヴィルベルトは言った。

「他に、何か気になったものはあります？」

「え？　そうですね……」

　急な質問に少し驚きながらも、先ほどの会見を思い出す。

「そう……気になった、というのは違いますが、皇帝陛下にお会いできて光栄でした。あのような方こそ、傑けつ物ぶつというのでしょうね」

　グリゼルダは微笑みのままに、本心を述のべた。

「公爵殿下は、素晴らしいお父様を」

　お持ちですね。そう続けたかった言葉は、しかし、自おのずと引っ込む。

　なぜならその時、ヴィルベルトの表情は──

「こ、公爵殿下？」

　遙か彼方かなたを見み据すえているような、厳しいものになっていたからだ。

「……ん？　あ、すみません。何か仰っていました？」

　しかし、彼の面持ちは、瞬しゆん時じに普段のとぼけたものに切り替わる。

「い、いいえ」

　それ以上は何も言えなかった。公爵と父帝との関係には、何かあるのかもしれない。

「……急に変な顔すんなよなー」

　アンドレアスが、後ろでぼそっと呟つぶやいたのが聞こえた。と──

「おお、おお。全員揃っているではないか」

　いきなり扉が開き、そこに現れたのはウルリケ皇こう女じよ。

　今日も今日とて、飾り気のないシャープな印象のドレスを身に纏まとっている。

「あっ……皇女殿下！　ご、ご機嫌麗うるわしゅう」

「よいよい、王女殿下。遠いところを、今日はよくおいでになった。余よも会見に同席できればよかったのだが、遅れてしまったな」

「姉上、またいきなりのご登場ですね。取り次つぎの者が外にいたはずなのですが」

「面倒な時間は過ごさないのが、余の主しゆ義ぎだ」

　言うなりウルリケはこちらに近づき、空いているソファーにふわりと腰を下ろす。そして懐ふところの袋からコーヒー豆を取り出すと、勢いよく嚙かんだ。

「……で、どうなのだ？　詐欺の真犯人とやらを捕とらえる算さん段だんはついているのか」

　問いかけにはっとする。そう、何よりも本題はまずそこだった。一連の成なり済すまし詐欺の犯人を、ヴィルベルトと共に見つけ出さなくては。

「他の貴族連中が訴え出ていないせいで官かん憲けんも捜査ができず、情報も少ない。この状況からどのようにして真犯人とやらを特定するつもりなのか、ぜひ聞かせてほしいものだな」

「ええと、それは……」

　これから公爵殿下と協議するつもりです。と、答えたかったのだが。

「はい、姉上。それは今から、王女殿下が教えてくださいます」

「なっ!?」

　にこにこと笑みながら事もなげに言う公爵に、思わず非ひ難なんの眼差しを送る。

「おや、どうしたのですか王女殿下。あなたなら、何か策さくをお持ちのはずでしょう？」

「そ、それは……！」

　確かに、温あたためてきた案はある。移動の時間、自分を鼓こ舞ぶする以外は、それを考えるのに費ついやしてきた。けれど、そんな、協議もせずにいきなりこの場で披ひ露ろうするだなんて──

「おい愚ぐ弟てい、王女殿下はお困りではないか。適当なことを申もうすと承しよう知ちせんぞ」

「何を仰いますか、姉上。あのグリゼルダ王女殿下が、何も思いつかないわけがないでしょう。きっと、良りよう策さくをお持ちになっていますよ。ねえ、王女殿下？」

「なんだ、そうか。では、早く聞かせてくれ」

　単純なウルリケは弟に乗せられて、期待の眼差しをこちらに注そそいでいる。

「うっ……！」

　どことなくキラキラして見える、その視線が辛い。

　目を逸そらしてヴィルベルトを見やれば、彼は、ぱちんとウインクしてきた。

「大丈夫！　私はここで、『温かく見守って』いますからね！」

（つ、つまり今策を述のべろということですか!?　うう、仕方ありませんね……）

　まあ、ここで黙ってしまうよりは、考えを表に出した方がよいだろう。

「わ、わかりました。それでは……」

　こほん、と咳せき払ばらいしてから、おもむろに述べた。

「今回の事件で問題となるのは、犯人の人物像が摑めないことです。まず犯人が帝国民なのか、あるいは国外の人間なのか、それすらも」

「ほう、なぜだ？」

「帝国内の貴族の親族関係を把は握あくし、成り済ますということは、犯人はかなりの事じ情じよう通つうです。ですがそれだけのことで、帝国内部の人間を疑うわけにはいきません。例えば──偽にせダイヤ事件でのイガルクのように、国内を騒がすことを目的として、外国人が工作活動を繰くり返かえしている可能性もありますから」

　つまり現状では、犯人の目星をつけることはできないということだ。

「ですからここは──」

「ここは？」

「犯人に、自みずから出てきていただきましょう」

　静かにそう告つげると、ヴィルベルトはにんまりと満足そうに微笑ほほえみ、一方でウルリケやアンドレアスたちは、一いち様ように疑問の表情を浮かべた。

「どういうことだ、王女殿下？　出てきてもらう、とは……」

「囮おとりを用いるのです。それがいちばん確実かと思っております」

「あっはっは、さすがですねえ、王女殿下！」

　ヴィルベルトは手を叩いて言った。

「つまり騙だまされたふりをして、金を受け取りにきた者を現場で取り押さえる、と！　単純なようでいて、実際いちばん効果的だ。いやあ、私が考えていたのとまるで同じ策ですね。意見が一致して嬉しいですよ」

「あ、あはは……」

　口から、乾いた笑いが漏もれる。彼の言葉は、傍はたから聞けばまるで負まけ惜おしみのようだ。事実、ウルリケは冷ややかな目で弟を見ている。

　だがヴィルベルトの場合、恐ろしいのは、本当にこちらと同じ考えなところだ。同じ結論を、もっと早くに導みちびき出していたに違いない。──そこまでできるのに、どうしてこちらを帝都に駆り出したのだろう？　再さい燃ねんする疑問は、ひとまず置いておく。

「皇女殿下、いかがですか？　この方ほう針しんで問題ないでしょうか」

　問いかけると、ウルリケは頷いた。

「うむ、そうだな。余が一億を貸し付けた時も、受け取り場所には男たちが何人か現れたという。そいつらを誘おびき出し、捕らえるということだろう？　よいではないか」

　彼女は満足そうだ。よかった。少しほっとする。

「しかし姉上、そもそもそんな怪しい男たちにほいほい金きん銭せんを渡してしまうというのが不ふ思し議ぎなのですがね。誰も止めなかったのですか？」

「戦場や政治ならともかく、余の私的な行動に口出しする者は、配下におらぬ」

　腕組みして堂々と言い放つ姉を、ヴィルベルトは面白いものを見る目で眺ながめていた。

「……問題なのは」

　グリゼルダは、話を戻すことにした。

「どなたに協力していただくかということです。詐欺は、これからも頻ひん発ぱつする──犯人は、捜査が進んでいないのをいいことに、しばらくは悪あく行ぎようを重ねるでしょう。それならば、詐欺師からと思おぼしき手紙がきた貴族の方に、協力していただければいいのですが」

「なるほど。それは問題だな」

　ウルリケは腕組みのまま、ふむと唸うなる。

「手紙の内容が詐欺だと見抜き、そのうえで、妙な手紙が来たことを弟やあなたに知られると承知して捜査に協力する貴族か。そんな殊しゆ勝しような者がいるだろうか？」

　そもそも、詐欺だと気づいた貴族が少ないからこそ、事件が続いているのだ。

「姉上が、騙だまされずに私に相談してくれていたなら、苦労をせずに済んだのですがねえ」

「お前は普段の自みずからの言動を省かえりみるがいい」

　姉弟によって醸かもし出だされる場の雰ふん囲い気きに、胃がぴりっと痛む。

「あ、ええと……とりあえず、今のところ私の考えは、以上なのですが」

「うむ、理解した。やはり王女殿下、あなたは聡さといな。余ならば、とりあえず道行く者を片かたっ端ぱしから殴り飛ばして、犯人かどうか確かめていくところだが」

「ええっ!?」

「冗談だ」

　ウルリケは真顔で述べた。こういう点では、この姉弟は似ているといえるかもしれない。

「うーん……手紙が来たことを、姫様たちに教えてくれる貴族がいればいいってことかぁ」

「……。存在すればだ、アンドレアス」

　騎士たちも、思し案あん顔がおだ。ここがエルヴェティアなら、もう少し強引に動けたかもしれない。しかしここはミトラス、可能な限り慎しん重ちように事を運ばなくては──

「まあまあ、そう心配なさらず」

　と、そこでヴィルベルトが口を開いた。

「私は最初から、きっと王女殿下がよい策を思いつかれると確信していましたからね。助けになるかと思い、先に手を打っておいたのです。それが役に立ちそうですよ」

「なに？」

　ウルリケが小さく驚きの声を発する。グリゼルダもまた、動揺を隠さずに問いかけた。

「公爵殿下、それでは……！」

「ええ」

　彼は、やや酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「色々調べるのが好きなのですよ、私。ですから、最近変な手紙が届いた貴族がどこに何人いて、その中で協力してくれそうなのは誰か、目め星ぼしをつけておいたのです」

「す、既すでに……ですか」

「ええ。きっともうすぐ、モルデカイがいい知らせを持ってきてくれることでしょう、ね」

　肩にかかる髪を軽く払い、グミベアを口に放ると、彼は黙ってそれを食べている。

　やはり、ヴィルベルトはすごい。何度目になるかわからないけれど、改めてそう感じた。

　確かに彼の持つ情報収集能力をもってすれば、貴族の動どう向こうを探ることなど簡単なことだろう。しかも、こちらも同じ結論に達するということを予あらかじめ見越したうえでなお、自分は表立って行動しない道を選んでいるのだ。

　改めてそのスケールの大きさに驚きつつ、彼の姿をまじまじと見つめている、と。

「失礼いたします。公爵殿下に、よい知らせをお持ちしましたよ」

　現れたのはモルデカイ。彼は慇いん懃ぎんな笑顔のまま、封書を主人に渡そうとして──

「……！」

　ウルリケの姿を見て、一いつ瞬しゆん凍りつく。

「おおモルデカイ、お帰り。早くその知らせを見せてくれないか？」

「……ええ、殿下。こちらをどうぞ」

　いつもどこか人を見下しているような余裕のあるモルデカイにしては珍めずらしい、やや引きつった顔に気づいているのかいないのか──いや、十じつ中ちゆう八はつ九く気づいているのだろうヴィルベルトは、無む慈じ悲ひにも従者に手渡しを要求する。真横にウルリケがいるにもかかわらず、だ。

　かたや皇女の方は、あからさまに嫌そうな顔をしているモルデカイに、静かに告げた。

「新しい眼鏡の調子はどうだ？」

「……お陰さまでよろしゅうございますよ、皇女殿下」

「それは重ちよう畳じよう、なかなか趣しゆ味みのよい眼鏡だな。ついでに性しよう根ねも趣味よくしたらどうだ？」

「お言葉ですが間に合っております」

　ひどく早口でそう言い終えると、彼は素早く主人に封書を渡し、さっさと扉に向かった。

「面白いお相手からの知らせですよ、殿下。馬車の支し度たくは調えておきます、それでは」

　ばたん。返事を待たずに、モルデカイは姿を消した。

「あーあ。あいつ、よっぽど皇女殿下に殴られたのが効いたんだな」

「……。圧あつ倒とう的てきな暴力の前には、どんなものも霞かすむ、というわけだ」

　修道騎士たちのコメントをよそに、ヴィルベルトは封を切り、中身を読む。

　そして、一瞬──ほんの一瞬だが────

「……!!」

　見たことがないほど、鋭い目つきになっていた。まるで、敵を威い嚇かくする獣のような。

「こ、公爵殿下？」

「ええ、ああ、失礼。本当に、面白い方からの知らせでしたよ」

　瞬時に普段の調子に戻ると、彼は手元の紙をひらひらさせながら、姉に問いかける。

「姉上。『エリオール』という名を覚えておいでですか？」

「エリオール？」

　　訝いぶかしげに眉を顰ひそめたウルリケは、やがて、ああと手を叩いた。

「ああ、あのヘングステンベルク家の。あれがどうかしたのか？」

　はっと驚く。その名前──そう、先日、ヴィルベルトが「まだ被害に遭っていない貴族」の例に挙あげた名だ。あの時も、無意識なのか、公爵は険しい表情を見せていた。ヘングステンベルク家と、何か確かく執しつがあるのだろうか。以前から聞き覚えのある家名だが、一体どこで──思いを巡めぐらせる間に、ヴィルベルトが姉に答える。

「この知らせ、彼の家の者からなのですよ」

「ほう。まさかあの家まで狙われようとはな。世も末だ」

　嘆たん息そくし、ウルリケが肩を竦めている。一方でグリゼルダは、必死に記憶を掘り起こした。エリオール・フォン・ヘングステンベルク。どこでその名前を聞いたのか──

　そう、思い出した！　はっと目線をあげた後、ヴィルベルトに問いかける。

「公爵殿下、その方は──先代の皇帝陛下の、孫に当たる方なのでは？」

　年齢はグリゼルダと同じ頃で、先代皇帝の血筋というだけあって、帝国内でもかなり有力な貴族だったはずだ。だから、家名を聞いたことがあったのだ。

「おお、さすが王女殿下、よくご存ぞん知じで。ええ、そうですよ」

　封筒に紙をしまいながら、彼は頷く。

「ヘングステンベルク、押しも押されもせぬ侯爵家。その当主たる彼のところにも、叔お父じを名乗る手紙が来たそうです。幸い、彼は騙されることなく過ごしているそうですが」

「それで、その侯爵閣かつ下かは、今回の捜査に協力してくださるのでしょうか？」

「さあ、それは直接行って聞いてみないことには。……まあ」

　言いつつ、ヴィルベルトはゆっくり立ちあがる。

「まあ、協力してくれると思いますがね。彼のことですから。では、さっそく侯爵家に参りましょうか、王女殿下。幸い、彼の領りよう邦ほうはここから程近いですから」

「あっ、待ってください。私もご一いつ緒しよして問題はないのですか？」

　慌てて彼に問いかける。

「エルヴェティアの人間が同行しては、侯爵閣下がご不快に思われるのでは……」

「いいえ、そんな心配は無用です」

　ヴィルベルトはきっぱりと答えた。

「むしろ、同道してくださらないと困ります。ほら、私って寂しがり屋じゃないですかぁ」

「噓つけ!!」

　アンドレアスがすかさず反論するが、彼は耳を貸さない。

「では、先に馬車に向かいますね。二台用意してありますから、王女殿下は二台目にどうぞ。私はちょっと、モルデカイと話すことがありますので」

　それでは。と言い残すと、公爵は先に去ってしまった。

「なんだい、あいつ。急にそそくさしてさ！」

「アンドレアス、黙れ。……姫様、本当に同道なさいますか？」

　弟の口をすっと塞ふさぎつつ、真しん摯しな目で問うサイモンに、グリゼルダは答える。

「ええ。……こうなったら、私たちも行きましょう」

「ふぇえ、ひめももばいぼうぶまぼ？　まいふもみふもほま」

「だ、大丈夫ですよアンドレアス。ありがとう」

　口を塞がれたままで、どうやらこちらを心配してくれているらしい少年に微笑みかける。

「確かに、同行してよいものか不安は残ります。ですが、ここは公爵殿下に従したがいましょう」

「それは、そうしなければ弟の思おも惑わくがわからないからか？」

「えっ……ええ、そうです。皇女殿下」

　しばらく一言も発さずにいたウルリケに指摘され、少し驚きながらも、頷いた。

「それに、どのような状況かを目まの当あたりにする方が、お手伝いもしやすいですからね」

　そもそも、同道して問題があるならば、ヴィルベルトのことだ、最初からこちらを止めてくるに違いない。

「ですから、私はヘングステンベルク侯のお屋敷に参ろうと思います」

　胃の痛みがだんだん激しくなっているような気がするけれども、問題ない。

「うむ、理解した。敢あえて虎こ穴けつに入いらんとするその心意気やよし」

　ウルリケはおもむろに席を立つと、諸もろ手てを腰に当てて言った。

「では、余も王女殿下に同道するぞ！」

「えっ!?　いえ、あなたにまでご足そく労ろういただいては申し訳が……」

「何を仰る、余は弟の監視のためにここにいるのだ。それに、ちょうど余も暇なのでな」

「暇だ、っていうのが一番の理由なんじゃないのかなあ」

「少年、何か言ったか？」

「い、いいえ！　なんでもないっす!!」

　兄の手から解放された途と端たんにぼそりと呟いたアンドレアスは、慌てて手を振って否定した。ウルリケはふむと唸った後、こちらに向き直る。

「それにな。余はできればもう少し、あなたと話がしてみたいのだ、王女殿下。付き合ってはくれぬか？　もちろんあなたも、質問があればなんでもしてくれればよい」

「ええ、もちろんです！　喜んでお受けいたしますわ」

「それはよかった。うむ、あなたのように噓のない人間との会話は心地よいゆえな」

　──こうして今度はヘングステンベルク家の領邦へ、馬車で向かうことになった。

「それにしても大変だな、王女殿下。こう一日に移動が多くては、身体に堪こたえよう」

　二頭立ての馬車にて移動中、同乗したウルリケは、グリゼルダを労ねぎらった。

「いいえ、大丈夫です。山育ちゆえ、体力はありますので」

「頼もしいことだ。余も幼い頃から皆が体力を誉めるゆえ、騎士団の長ちようとなったのだ」

　感心したようにこちらを見ながら、女公はうんうんと頷いた。

「ところであなたは、エリオールがどのような者かは知っているのか？　先帝の孫であることは、ご存知のようだが」

「はい。ですが、お人柄までは……」

　そうまで言って、ヴィルベルトの鋭い表情を思い出す。名前が出るだけで、彼にあそこまで険しい顔をさせるとは──一体、どんな人物なのだろう。

「公爵殿下とエリオール様はどのようなご関係なのか……伺ってもよろしいでしょうか」

「うむ、構わぬぞ。……そうだな」

　腕組みしたまま座席の椅子にもたれつつ、彼女は答えた。

「あの侯爵は、弟にとっては、そう、『宿しゆく敵てき』といったところだな」

「えっ……公爵殿下の宿しゆく敵てき、ですか？」

　驚きに目を見開くグリゼルダに、ウルリケは静かに続ける。

「そもそも、彼の父君は我が父と皇帝の座を争った方なのだ。結局のところ父が勝ったが、ヘングステンベルクの高貴な血筋を慕したう者は、次の帝位こそ侯爵にと願っている。弟にとっては目の上のたんこぶだな」

　確かに、歴代のミトラスの皇帝には、ヘングステンベルク家出身が多いと記憶している。

「また侯爵自身も、自らの代になって多くの権けん勢せいを築きあげている。新旧二つの力を兼かね備そなえた存在──帝位を狙ううえで弟と並び立つ者がいるとすれば、それはエリオール殿のほかにないだろう」

「そ、そのような方だったのですか……」

　慄りつ然ぜんとし、それに応じて胃がすさまじく痛くなってきた。どうりで、ヴィルベルトが険しい顔をするはずだ。それに彼が警戒するということは、取りも直さず、エリオールがかなりの『やり手』であることを示す。──恐ろしい人物である可能性も出てきた。

「ううっ」

　痛みに思わず声が漏もれそうになるところを、胃薬を飲んでなんとか落ち着かせる。

「大丈夫か、王女殿下。病やまいならば無理をしてはいけないぞ。コーヒー豆、食べるか？」

「お、お気き遣づかいありがとうございます。でも大丈夫です、問題ありません」

　グリゼルダの礼に頷くと、女じよ公こうは続けて述べた。

「まあ、余はもとより帝位に興味はない。両者の争いを見物しておればよいのだから気楽なものだが……あなたはそうはいかないだろうな、王女殿下」

「ええ、そうですね。公爵殿下とエリオール殿、いずれが帝位に即つかれるかで、私たちの国の立場も」

「いやいや、そうではなく」

　平然と、ウルリケは言う。

「付き合っているのだろう？　弟と」

「な、なななっ!?」

　護衛として同乗している修道騎士たちともども、思わず飛びあがりそうになった身体からだを、なんとか座席に縫ぬい止とめる。女公はそれを、不ふ可か解かいなものを見る目で見ていた。

「こっ、皇女殿下！　ですからあの手紙に書かれていた内容は噓なのです、私は……」

「いやいや、詐欺の手紙のことは一応承しよう知ちしている。ただ、ほら、あの弟の様子だ」

　彼女はなおも平へい然ぜんと述べる。

「あれは明らかにあなたを狙っているだろう。ま、余の直感だが」

「直感かよ！　あ、いや、ですか」

「……。皇女殿下、あなたの直感は当たるものなのか？」

　アンドレアスが愛あい想そ笑いをする横で、サイモンが自みずから口を開いた。いつにも増して真ま面じ目めな眼差しで、彼は問うている。

「本当にそう、お考えなのか」

「まあな、騎士殿。余の勘かんは九く分ぶ九く厘りん当たるぞ。ま、当たらぬ時はとことん当たらぬがな。だが、それを差し引いて考えても」

　と──ウルリケは、こちらをじっと見つめた。

「もし余が男であったなら、あなたのような女性をこそ娶めとりたいと思うがなあ」

「そ、そんなこと……！」

　真っ赤に火ほ照てってしまった顔を扇あおぎつつ、首を振る。急に言われると、調子が狂ってしまう。ヴィルベルトが自分を狙っているだなんて、娶るだなんて、そんなこと、絶対にあるはずがない。だってあの人はいつも、冗談を言っているだけなんだから。

　こちらの反応を見て、楽しんでいるだけなのだから。

　だから恋愛感情なんて、あるはずがない。それは、当然の結論に思える。

「私と殿下とは……お友達にはなれるかもしれませんが、それ以上は、あり得ませんよ」

　なのになぜか、そう答えると、胸のどこかがちくりと痛んだ。




「──記憶にございません。お引き取り願いましょうか」

　数時間後。のどかで穏おだやかなエースリング領の、ようやく辿たどり着ついたヘングステンベルク家の玄関先で、しかし、グリゼルダたちは立ち往おう生じようしていた。

「我が主あるじに、そのような手紙が届いたという記録は一切、当方にありません。失礼ながら、何かの間違いではありませんか。キルシュガイスト殿」

　馬車の窓から、一切の歩み寄りを拒否する態度の執しつ事じ──フロリアン・ティフィンが見える。

　年齢は、二十代後半といったところだろう。明るい栗色の長い髪を、きっちりと後ろで括くくり、同じく服装も、微み塵じんの隙すきもなくしっかりしている。くっきりした焦こげ茶ちやの瞳も相あいまって、非常に真面目かつ堅かた苦くるしい雰ふん囲い気きを漂わせた青年だった。

　高齢により体調を崩した家か令れいの代わりに、この家を取り仕切っているのだという。

「これは異いなこと。こちらは間違いなく、貴き家かから連絡をいただいたのでございますよ」

　交渉のために下車したモルデカイは、不敵な笑みを浮かべたままで述べる。

「侯爵閣下が、詐欺師からの卑ひ劣れつな手紙にお困りでいらっしゃると聞きつけ、義ぎ憤ふんに駆られたからこそ、我が主のみならず、ウルリケ皇女殿下、そして隣国の王女殿下までこちらにいらしているのです。それをティフィン殿は、門前払いなさると？」

「閣下はたいへんご多た忙ぼうでいらっしゃいます」

　フロリアンは感情を込めない口調で、しかし、強い嫌けん悪おを全身に滲にじませながら答えた。

「いかなる方……たとえ皇帝陛下のご令息であれ、ご息女であれ、あるいはエルヴェティアの王女殿下であっても、約束のない面会は承うけたまわっておりません」

　完全に追い払うつもりだ。どうすればよいのだろう──キリキリ痛む胃を抱えつつ、馬車の中で考える。公爵や他国の王女に対してここまで強きよう硬こうな態度に出れば、普通は大きな問題となる。それに気づかないほど、侯爵家の執事は愚おろかではないはずだ。

　けれどもフロリアンは、ヴィルベルトといわば『敵対関係』にある主に仕つかえる身。さらに、侯爵家の方が現皇帝の一族よりも由ゆい緒しよ正しい家柄なのだとすれば、フロリアンにとってこちらは、「下げ賤せんな敵を追い払う」以外の何ものでもないのかもしれない。

　そこに、和わ解かいの道はないのだろう。ならばここは後日改めてと、一度引き下がった方がよいかもしれない。このまま押し問答を続けていても、埒らちが明かない。

「あの、皇女殿下」

　グリゼルダが進言しようとした、その時。

「おやぁ……？　どうしたのだ、フロリアン……お客人なのか～？」

「はっ!?」

　弾はじかれたように顔を振り向けるフロリアンの視線の先、供ともを連れ、通りかかった人物は。

「おぉ～……ずいぶんと多くの方々が、わたしに会いに来てくれたようだなぁ。庭での読書も、面白かったが……これはこれは、ちょうどよかった～」

　そこだけ流れる時間が違うかのごとくのんびりとした口調で話す、白しろ薔ば薇らのように美しい貴公子だった。その右脇に、大きめの本を一冊抱えている。

「エ、エリオール様！」

　戸と惑まどいの声を発している執事に動じる様子もなく、エリオール──侯爵閣下は、赤あか子ごのような微笑みを浮かべている。

　匂い立つような美しさとは、このことだろうか。華きや奢しやで小柄な体つきのせいか、同年代のはずの彼は、美青年というよりは美少年のように思えた。

　輝く黄金色の髪はそよ風に乗ってふわふわと揺れ、晴せい天てんの海のような瞳ひとみの色は、見る者の心を不思議と穏やかにする。さらに、何よりも目を惹ひく白しら雪ゆきのごとき肌は、どこか儚はかなげな印象を彼に与えていた。

　本当にこの方が、公爵殿下の『宿敵』なのだろうか？　つい見み惚とれながらも、そう思ってしまう。ヴィルベルトの表情やウルリケから聞いた話から想像していた「侯爵閣下」像と、窓の外に佇たたずむ青年とは、あまりにもかけ離れていた。

　油断はできない。ヴィルベルトに最初に会った時も、危うくその本質を見み誤あやまりそうになったからだ。とはいうものの、彼の場合は当初から、こちらを戦せん慄りつさせる威い厳げんのようなものが確かに感じられた。エリオールはどうだろう。とても「のんびりしたふりをしている」とは思えない。公爵とは、正反対の人物のようにしか思えない。

（いえ、直接お話ししてみないことには……）

　考えている間に、エリオールはひょこひょこと、向こうの、ヴィルベルトが乗る馬車に近づく。そして中の人物を確認して、にっこりと笑った。その笑顔は、まるで薔薇の蕾つぼみがほころぶようだ。

「おぉ～……あなたは」

　一言述べて、彼はもう一度にっこりと微笑んでから続けた。

「公爵殿下では、ありませんか～。ご機嫌麗うるわしゅう」

　すると、タイミングを見計らっていたのに違いないが、ヴィルベルトは自ら馬車を飛び出すと、素早くエリオールの手を握り、にこやかな挨拶をする。

「ご機嫌よう、ヘングステンベルク侯爵。相変わらずお元気そうで何よりです」

「ふふふ……あなたこそ～」

　エリオールは公爵と握あく手しゆを交かわした後、非常にゆっくりと首を傾げる。

「しかし、どうして我が家へ、いらっしゃったのですか～？　あなたがおいでになるとは、とても、珍しいことですねぇ」

「ええ、実は折入ってご相談したいことがありまして。もちろん、久々にあなたとお話がしたい、ということもありますがね。ははは」

　笑いながら会話する二人。一見するとその様子からは、貴族同士の友ゆう誼ぎしか感じられない。けれど──違う。ヴィルベルトから、どこか張り詰めた空気が漂っている。彼の表情と内心とは大たい抵てい食い違っている、ということを鑑かんがみても、なおその雰囲気は異様だ。

　ヴィルベルトはエリオールを警戒している。確かに、そう感じる。

「エリオール様、なりません!!」

　そこで、フロリアンが主人の横に駆けつける。それまで黙って事を見守っていたモルデカイが、にたりと嫌いや味みに笑って言った。

「おやおやティフィン殿。侯爵閣下はあなたの許可がなければ、客人への挨拶すら禁じられているのでございますか？　なんとも変わった御お家いえですなあ」

「違います!!」

　短く言い放つと、フロリアンは主人に向き直る。

「エリオール様……知らない馬車に近づかれてはなりませんと、あれほど申しあげたではありませんか！　万が一、攫さらわれでもしたらどうなさいます!!」

「おぉ～……そうだったなぁ。すっかり忘れてしまっていたよ、フロリアン」

「なんじゃそりゃ」

　馬車の中で、アンドレアスが呆あきれたように呟いた。一方でヴィルベルトは、いつものように大おお袈げ裟さにしょんぼりした仕し草ぐさと共に問いかける。

「執事殿は、私が人攫いに見えるのですか？　心外だなあ」

「いっ……いいえ、そのようなことは！」

　公爵直じき々じきに言葉をかけられ、さすがにフロリアンは深くお辞じ儀ぎをした。

「ですが私は、先代の侯爵閣下よりエリオール様を託たくされた身。万が一を常に考えて」

「どうしたのだ～、フロリアン？」

　と、当の侯爵が鷹おう揚ように問いかける。

「わたしは嬉しいぞ～。こんなにも、たくさんの方々が来てくださるなんてぇ」

「そ、それは何よりでございます。しかし！」

「お客人を、おもてなしせずに、お帰りいただくなど、よくないことなのではないか～？」

　エリオールは、満面の笑みで首を傾げた。

「エリオール様…………」

　唐とう突とつに執事は口ごもる。次ついで、拳こぶしを握ってぷるぷる震えだす、と──

「なっ、なんと寛かん大だいなるお言葉！　あのお小さかったエリオール様が、押しかけてきた客にも慈じ悲ひ深い名めい君くんへと成長されたとは……そのお優しさ、いずれは帝国を遍あまねく照らしましょうぞ！」

「ふむぅ～……よく、わからないが、フロリアンが嬉しそうでよかったぞ～」

「あっはっは。『押しかけた』という部分は、聞かなかったことにしますね」

　口元を押さえ、ついに感かん涙るいを浮かべる執事の横で、エリオールは変わらずにこにこと、そしてヴィルベルトも笑っている。
















「ぐすっ……承知しました、エリオール様。皆々様を、応接の間にお通ししましょう。──リナト！」

　涙を拭ぬぐい、執事は後方を呼ばわった。その声に応おうじてのっそりと現れたのは、年の頃はフロリアンと同じほどの、一人の青年。短く切り揃えた茶色の髪と、左目の眼がん帯たいが印象的だ。纏っている衣服から見て、どうやらこの屋敷の使用人のようだ。

　リナトは無言のままに、こちらを屋敷へ促す。よかった──どうやら、立ち往生はここまでのようだ。ほっと安あん堵どしながら、サイモンのエスコートを受け、馬車を出る。そしてエリオールに深くお辞じ儀ぎをすれば、彼は、ヴィルベルトに向けたのと同じ微笑みで、こちらを歓迎するように両手を広げた。

「おぉ～……美しい姫君にも、ご訪ほう問もんいただけるとは、わたしはなんと、幸せ者だな～。今日は、ようこそ、おいでくださいましたぁ」

「初めまして、侯爵閣下。歓迎いただき、光栄ですわ」

「どうかぁ、ごゆっくり、なさってくださいねぇ」

　屈くつ託たくのない笑顔と共に述べられる、労いたわりの言葉。そこからは、邪じや気きなど一いつ片ぺんも感じられない。赤子のように無む垢くで、ある意味では無警戒でも──とても心が休まる人物だ。

　本当にエリオールが、ヴィルベルトの政敵なのだろうか？

　もう一度疑問が浮かび、それを打ち消す。

　それよりも、事件の調査への協力要よう請せいの方が重要だ。

　気を取り直すと、公爵たちに続き、城内へと歩ほを進めた。










[image: ]




「……それで、その連絡というものについて、もう一度お話しいただけますか？」

　通された大きな応おう接せつ間ま。布張りのソファーに腰かけたグリゼルダたちの前に、テーブルを挟はさんで同じく腰かけたフロリアンは、こちらを睨ねめつけるような鋭い視線で言った。

「当家より公こう爵しやく殿下へ送られたという連絡のことです。真しん偽ぎを確かめねば、あなた方の要求を伺うかがうことはできません。それが、侯爵閣下にお仕つかえする私の務めです！」

　そう述のべる彼は、まるで彼自身がこの城館の主あるじであるかのように、毅き然ぜんとした態度だ。

　サイモンたちやモルデカイ、そしてリナトと呼ばれた使用人が立って控えているのに対し、当然のように主人の横に腰かけていることからも、異質さは見て取れる。しかしだからといって、主を蔑ないがしろになどしていないのは、先刻のやり取りからも明らかだ。

　もしこの姿を譬たとえるなら、外敵から雛ひな鳥どりを守ろうとする親鳥のよう、だろうか。

　そして当の「雛鳥」──エリオールは、淹いれてもらったばかりのコーヒーを、熱そうにふーふー吹いて冷ましている。どうやら話を進めるのは執しつ事じに任せきりにしているようで、フロリアンも、それはまったく気にしていないようだった。

「お話しくださいませ。公爵殿下」

「やれやれ、ティフィン殿。情報源を知りたいのですか？」

　ヴィルベルトは普段の調子を崩さず、それでいて目には冷徹な光を浮かべて述べた。

「私はてっきり、詐さ欺ぎ事件の早急な解決のため、侯爵にご協力いただけるか否いなか、そのことからお話しできると思っていたのですが」

「なぜ我が主が、あなた方の手伝いをせねばならないのです！」

　語ご気き強く、フロリアンは反論した。

「先ほどのキルシュガイスト殿の言い分では、当方に、主の叔父上を騙かたる人物から金を無む心しんする手紙が届いたとのこと」

「まさにその通りです」

「そのような事実はありません!!」

　きっ、と強い眼まな差ざしでヴィルベルトを、そして順じゆん繰ぐりにウルリケ、グリゼルダを見つめ、忠実なる執事は述べた。

「我が主は、そのような手紙などご覧になっておりませんし、執事たる私も同様です。ですから、皆々様にご協力できることなど何もございません！」

　　強きよう硬こうに主張するフロリアン。しかしその姿は逆に、真実を訴えるようなものだ──と、あまりにもぎくしゃくした会見の様子に、遠えん慮りよなくズキズキと痛む胃をそっと撫なでながら、落ち着いて考える。

　もしそんな事実がないのなら、頑かたくなな態度に出る必要はない。隠そうとするからこそ、このように振る舞うのだということは、以前の偽にせダイヤの事件の時によくわかっていた。

　彼は、主の政敵たるヴィルベルトに付け入られる隙すきを恐れているのだろう。いや……もしかすると、主の政敵というよりは、彼自身の政敵といった方がよいだろうか。

　どう見ても、エリオールが積極的に政治に携たずさわっているようには思えない──失礼ながら。侯爵は、手紙に関する話すら、何も知らないのかもしれない。執事と客人とのやり取りなどまるで他ひ人と事ごとに、彼はおもむろに、クッキーに手を伸ばしている。

「栄はえあるヘングステンベルク家には、そのような詐欺師からの接触など、決して」

「聞き苦しいぞ、執事殿」

　そこで声を発したのは、ウルリケ皇女だった。それまで腕組みをして黙っていた彼女だったが、今や眉み間けんに皺しわを寄せ、不ふ機き嫌げんそうに指で腕を叩いている。

「噓をつくのもたいがいにしたらどうだ？　余よの勘かんは、発言が『噓だ』と告げている」

「なっ、勘ですと!?　失礼ながら、そのようなものはなんの証拠にも……！」

「ふん。証拠もなく、我らが噓をついていると主張する点では、そなたも同じではないか。それに余は──噓をつく者は許さぬ」

「くっ……！」

　凍いてつくような冷たい視線を受け、フロリアンは軽く怯ひるむ。一方その隣となりのエリオールは、心配そうな眼まな差ざしで、自分の執事とウルリケとを交こう互ごに見ていた。

（……このまま傍ぼう観かんしているわけにはいきません！）

「あの、フロリアンさん」

　緊きん迫ぱくした状況に胃が拒否反応を示す中、グリゼルダは勇気を振り絞り、口を開く。

「あなたのご懸け念ねんもごもっともです。警戒されるお気持ちはよくわかります。ですが」

　横から見つめるヴィルベルトが、例の『温かく見守る』ニヤニヤした笑みを浮かべているのを感じながらも、努つとめてそれは無視して続ける。

「公爵殿下が、確証のない行動は取らない方だということは、きっとあなたもご存ぞん知じのはず。つまりこの件に関しても、証拠を得たうえで行動なさっているのでしょう」

　だからきっと、フロリアンがどれだけ言い張っても無駄なことなのだ。

「それに私たちは、侯爵閣下を貶おとしめようと行動しているわけではありません。ひとえに、帝国を騒がす事件を解決せんがために、閣下のご助力をお願いしているだけなのです」

　グリゼルダがそう告げると、フロリアンは一いつ瞬しゆん、虚きよを衝つかれたような表情を浮かべ、次にまた毅き然ぜんとした態度に戻ると、答えた。

「では、畏おそれながら──それではなぜ、他国の王族たるあなた様が、帝国の事件に関わっておいでなのですか？　もしやエルヴェティア王国でも、同じようなことが？」

「いいえ、そういうわけではありません。ただ……その」

「余が同じ事件に巻き込まれたからだ」

　他の人間なら言いづらいだろうことを、極めてさらりと、ウルリケは言った。

「弟を騙かたる者から届けられた手紙に騙だまされてな。下げ手しゆ人にんを突き止めるため、つい先日もある事件を解決した、友人である王女殿下にご出しゆつ馬ばを願ったというわけだ」

　彼女はふん、と声を漏らす。

「どうだ、余の『恥』を明かしてやったぞ。これで対等であろう、執事殿？　いい加減、不ふ毛もうな応対はやめることだな」

「……………………」

　フロリアンは、しばらく黙りこくる。次ついで長く息を吐はくと、おもむろに述べた。

「承知しました。申し訳ございません、エリオール様」

　彼が頭を下げると、それまで不安げだった主人は、一転してにっこり笑った。

「うむぅ？　よくわからないが……わたしは、皆が楽しく話ができればよいと思うぞ～」

「はっ、なるほど！　いがみ合いをやめ、ここは皆の安あん寧ねいのために働くべき……それこそが真に貴とうとき者の務めであると！　そう仰おつしやるのですね、エリオール様!!」

「ふーむぅ…………」

　捲まくし立てるフロリアンの言葉に対し、エリオールはまるでそれを懸命に理解しようとしているかのように首を傾かしげ、口をへの字に結むすんだ。

「………う～む……。よくわから」

「わからずともよいのです。獅し子しは、己の強さの所以ゆえんを知らぬものなのですから！」

　感動に打ち震えた後、瞬時に表情を硬く切り替え、執事はこちらに向き直る。

「──仕方がありません、真実をお伝えしましょう。それが我が主の意い向こうですゆえ！」

「急にキリッとされても、こっちが反応に困るぜ。ねえ兄上？」

「静かに」

　尻を抓つねられたアンドレアスが、後ろで小さく飛び跳はねた音が聞こえた。




「一週間前、皆様が仰る通りの文面の手紙が、当家に届いておりました。一億マルカを、九日後……つまり明後日あさつてまでに用意し、指定された場所に持ってこい、と」

「請求される金額は、どこも同じのようだな」

「おぉ～……そんな恐おそろしい手紙が、わたしのところに、来ていたとはなぁ」

　冷静に感想を述べるウルリケの前で、エリオールはぶるりと身を震わせる。

「怖い、怖い。フロリアンがいてくれなければ、どうなっていただろうか～……」

「あなた様の御おん身みは、必ずお守りいたしますとも！」

　雷を怖がる子どもを宥なだめるように優しく、執事は主に微笑みかける。

「侯爵閣下は、詐欺の手紙のことはご存知なかったのですね？」

　確認のためにグリゼルダが問いかけると、フロリアンは頷く。

「ええ。我が主にお伺うかがいを立てるまでもなく、手紙の内容は騙かたり、詐欺であると判断したため、独断で処分いたしました。……間違いなく、破り捨てたはずなのですが」

「ははは。破り捨てたそれを拾いあげ、わざわざ繫つないだうえで、私の元に届けてくれた奇き特とくな方がいたということですねえ」

　事もなげにそう言うと、ヴィルベルトはひらりと一枚の紙を懐ふところから取り出した。

　一度破られたものを、新たに別の紙に貼り直して復元したような──まさか──

「なっ……!?」

　フロリアンが息を吞む。グリゼルダもまた、驚きよう愕がくに半なかば啞あ然ぜんとしつつ言った。

「公爵殿下！　あなたは……元から持っていたのではないですか、当の手紙を！」

「さっさと出さんか、愚ぐ弟ていが」

　ウルリケの言葉を軽く受け流し、公爵は笑う。

「あっはっは。まあ、奥の手は隠しておくものでしょう。ああ、これを私に届けてくれた方は、もうこのお屋敷にはいませんよ。もう辞めてしまった使用人の誰か……という程度にお思いください。ですから、例えば」

　ヴィルベルトは、壁かべ際ぎわのリナトに目を向けた。

「彼でないことは確かです。ご安心を、ティフィン殿」

「……………………」

　話題が自分に向けられてもなお、リナトは一言も発さない。そういえば、この屋敷に着いてから、彼が何か喋しやべっているところを見たことがない。フロリアンから指示を受けた時も、皆の荷物を運び込んでいる時も、彼は押し黙っていた。

　リナトはヴィルベルトに視線を向け、次いで、フロリアンを見やっている。

「おや？　あなたはずいぶん寡か黙もくなようですねえ、リナト君……でしたか？　いや、リナトというのは上の名前でしょう。姓せいはなんというのです？」

「……………………」

　探りでも入れるように、ヴィルベルトはリナトに問いかける。だが青年はなおも一言も発さず、表情にも、感情らしいものは一切浮かべない。いや──

（はっ!?）

　その時リナトの目に、不意に、何かに怯おびえたような色が走るのが見えた。もしかすると、ヴィルベルトの密偵は彼なのだろうか？　一瞬そう考え、グリゼルダは内心で否定する。

　リナトが協力者だとしても、公爵にはそれを明かす理由がない。

　でも、それならなぜ、リナトは怯えた目つきを──？

「……リナトは、言葉を発さぬのです」

　こちらの疑ぎ念ねんにとうに気づいていたらしい執事がすかさず言った。

「彼は最近になって雇やとった使用人ですが、もとより私は疑っておりません。裏切るような者ではないからこそ、当家に迎えたのですから」

　──え？　どこか、今のフロリアンの言葉に違い和わ感かんを覚える。

　しかしその正体を探るよりも早く、彼は続けて述べた。

「公爵殿下、それより、お話ししなければならないことがあるはずですが！」

「ああ、そうでしたね。いやあすみません、王女殿下の侍じ従じゆう武ぶ官かんの騎き士し殿も、なかなか寡黙なのですがね。彼より喋らない人間というのは初めて見たもので、つい」

　からからと快かい活かつに笑い、ヴィルベルトは追及をやめた。後ろでサイモンが、むっとした顔をしているのは、見なくてもわかる。

　公爵の言葉は取り合わず、フロリアンは静かに言った。

「話を戻しますが……我が主のご意向もありますし、このまま公爵殿下にお帰りいただいて、当家の『恥』を吹ふい聴ちようされても困ります」

「ふふ、私はそのようなことはしませんよ？」

「万が一、の話でございます！」

　執事は軽く咳せき払ばらいし、告げた。

「ご協力はいたします。ただし、その手紙をお貸しするのみです。当家から手伝いの者をお出しすることや、我が主をその調査とやらに巻き込むことだけは、ご遠えん慮りよ願います」

「なんとまあ、ティフィン殿。それは寂さびしゅうございますねえ」

　モルデカイが口をはさんだ。

「ここにいらっしゃるのは公爵殿下、さらに隣りん国ごくの王女殿下と、泣く子も黙る騎士団長様でございますよ？」

「……ふん」

　皮肉とも事実ともつかないことを言うモルデカイに、ウルリケは不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。拳が届かない位置だからか、眼鏡めがねの従じゆう者しやはなおも続けて述べる。

「これだけの方々が直じき々じきにお出ましになっているのに、しかもこれほど広こう大だいな館をお持ちだというのに、侯爵閣下はまさか、手紙しかお貸ししないと仰おおせなのでしょうか？」

「キルシュガイスト殿！　この件に関して、あなたに発言権は……」

「なぁ～、フロリアン」

　執事の言葉を遮さえぎったのは、今度はエリオールだった。彼は無む垢くなる赤子そのものといった表情で、ふにゃりと首を傾げる。──どうやら、首を傾げるのが癖くせのようだ。

「フロリアン……お前は、公爵殿下たちに、すぐお帰りいただくつもりなのか～？」

「エリオール様!?　し、しかし」

「それはぁ……そうしないと、駄目なのか～？」

　グリゼルダは、目を疑った。

　海の色をしたエリオールの瞳ひとみに、じわりと涙が浮かんだ、ような気がしたからだ。もちろん、それを見たフロリアンはたまったものではない。

「こ、困った。今すぐ抱きしめたい」

「何か言ったか？」

「いっ、いいえ皇女殿下！　何も」

　ぶんぶんと頭を振ると、執事はまたも毅然とした表情に戻って言った。

「仕方がありません。遠えん来らいの賓ひん客かくにそのままお帰りいただいたとあっては、ヘングステンベルク家の名な折おれ。このフロリアン、責任を持って、グリゼルダ王女殿下をおもてなしいたします。……もちろん、公爵殿下御ご一いつ行こうも」

「ご厚こう意い、感謝いたします」

「あっはっは。付け加え感がすさまじいですが、まあ、ありがたい話ですね。また帝都に戻るのは面倒でしたし、それに、ここにいる方が色々とやりやすいですから」

　真ま面じ目めに礼を言うグリゼルダと対照的に、ヴィルベルトは意い味み深しんな言げんを吐いた。

「……くれぐれも、妙な気は起こしなさいませんよう！」

「もちろんご安心ください、ティフィン殿。少なくともこのお屋敷には、私の配下は仕込んでいませんから。今日のところはね」

「っ……！」

　いちいち挑ちよう発はつ的てきなヴィルベルトの言葉に、あからさまにフロリアンは苛いら立だつ。もちろん公爵はわざと言っているのだし、それに忠ちゆう烈れつなる執事がまんまと乗せられているという光景も、他人事のように思えずに、胃がしくしくと痛んだ。

　無論フロリアンの言動も、ヴィルベルトやウルリケにあまりにも無ぶ礼れいなのだけれども……彼にそう振る舞わせている原因たるエリオールは、お客が泊まるということが嬉しいのか、普段から笑えんでいるらしき顔をさらに緩ゆるめて、にこにこしている。

　おそらく──確かくたる証拠はないが、この侯爵家は、すべてフロリアンが取り仕切ることで成り立っているのではないだろうか。ウルリケが語っていた、エリオールが公爵の敵てき手しゆであるという話もきっと、祖父の代から受け継ついだ地じ盤ばんと、フロリアンを筆ひつ頭とうとした優秀な人材の働きがあってこそのこと、なのだろう。

　そうするとヴィルベルトとエリオールの帝てい位い争いは、ひとえに、両者の持つ特質のうち、どちらが帝位を得るに相応ふさわしいか、という点に集約される。

　やんごとなき生まれと、策さく謀ぼうを用いずとも皆に愛される人望。それもまた、皇帝の資質といえるだろう。そしてその資質を、ヴィルベルトは警戒しているのだろうか。しかしそれだけでは、何か足りないような……。

　……これ以上考えても詮せん無ないことだ。王族として為なすべきなのは、隣国の帝位争いの勝者となるのが誰なのかを、見届けることだけなのだから。

　一方で、エリオールが純粋で穏やかな人柄だということには、ほっとする思いがある。

　権けん謀ぼう術じゆつ数すうが渦うず巻まくミトラス帝国に、エリオールのような高位の貴族がいるとは思わなかった。

　──ともかく。こうして侯爵（というよりフロリアン）の協力を得られることになった以上、グリゼルダの、そしてヴィルベルトの「囮おとり作戦」の成功の可能性もずいぶんあがった。後は綿めん密みつに策を練ねれば、必ず犯人を捕らえられるはずだ。

（もちろん、公爵殿下が何を考えておいでなのかも、見極めなければいけませんが……）

　気を引き締めると共に、僅わずかに、唇を嚙かんだ。




「失礼しまーす。……ねえ姫様、なんかおれたち、妙なところに来ちゃいましたね！」

　客間、といっても、祖国の広間と同じくらいの広さがある部屋に入りざまに、アンドレアスはため息を漏らした。グリゼルダはといえば、侍じ女じよたちの手で一通り支度や着替えを終え、ソファーに座って休んでいたところだ。

「おれ、この家の人、なんとなく苦手ですよ。それに……あの公爵と同じ意見なのもムカつくけど、リナトって人も変ですよね！　おれ、兄上より喋しやべらない人、初めて見たよ」

　そこへちょうど、サイモンもやってきた。

　グリゼルダの返事を受けて部屋に入った彼は、こちらへ歩み寄ってから、ぼそりと言う。

「……。俺が無口なのではない。アンドレアス、お前が多弁なだけだ」

「えっ、もしかして無口って言われたの、気にしてたの？」

「そんなわけがあるか」

　兄の返答に、ぷぷっと笑いを漏らしながら「だよねえ」と応じる。と、アンドレアスは手近にある小さな椅い子すに腰かけた。

「ふう。それにしても、変な人ばっかりいるし、ここまで移動してばっかりだったし、さすがのおれもくたびれたよ…………あ痛っ！」

　サイモンが、弟の頭を素早くぺしんと叩く。

「この程度でへばるな。修しゆう道どう騎き士したる者が」

「痛ーいっ！　兄上がぶったー！」

「許可なく勝手に座ることも許されない」

「サ、サイモン、そんなにきつく叱しからなくても。あなたたちはずっと立ってばかりだったのですから、好きに休んでくださいね」

「……。いえ、立つことも任務のうちですから」

「兄上がぶったー！　兄上がぶったー！　立つのも任務なんて聞いたことないやい！」

「黙れ、アンドレアス。お祖じ父い様に言いつけるぞ」

「……」

　脅おどし（？）を受けて、アンドレアスはぴたりと泣くのをやめた。

　それを見届けると、サイモンはくるりと主人に向き直る。

「ところで姫様。ウルリケ皇女がおいでに」

「まあ、皇女殿下が？　それでは、お通ししてください」

「御ぎよ意い」

　騎士は静かに一礼すると、おもむろに扉に近づき、開く。

「今日は取り次ぎを頼たのんだぞ。なにせ、姫君の部屋だからな」

　どこか嬉しそうな様子で立つウルリケに席を勧めながら、こちらも微笑む。

「ふふ、何を仰います、皇女殿下。あなたこそ、姫君ではありませんか」

「まあな」

　軽く答えると、彼女はつかつかとやってきた。慌てて椅子から立ちあがったアンドレアスに、うむ、と頷くと、女公はソファーに座りつつ、口を開く。

「弟からの伝達だ。二時間後に、ここの二階にある図書室まで来てほしいとのことだぞ」

「二時間後に図書室、ですね」

　そう繰り返した後、既すでにこの屋敷の間取りを熟じゆく知ちしているらしいヴィルベルトのことを考え、少し苦笑する。フロリアンにとって、彼はさぞかしやり辛い相手だろう。

「わかりました。お知らせくださりありがとうございます」

「構わぬ。本来ならあいつの従者がやるべき仕事だが、余も暇だったのでな……あっ」

　なぜかウルリケは声を潜ひそめた。

「ちなみに、二人きりにはなれんぞ。なぜなら余も呼び出されたからな。残念だったか？」

「なっ、何がですか!?」

　突然の問いかけにどぎまぎするグリゼルダ、またもむっとした表情を見せる騎士たちの前で、女公ははてと訝いぶかしむ。

「む？　せっかくの婚前旅行なのだから、二人きりになりたいと思うのではないか？」

「こっ、……婚前旅行ではありませんよ。私と公爵殿下とは、その、将来を約束したような仲ではないのですから」

　またこんなことを言われると、心臓が妙みようにどきどきしてしまう。

　真っ赤になりそうな顔を扇あおいで答えても、なおもウルリケは訝しげにしている。

「そうなのか？　ふうむ、いや、あなたの言ではそうだったな。難しいものだ」

「……あのぉー……皇女殿下は、恋愛に興味がある、んですか？」

「うむ、そうだぞ少年。よくわかったな」

　と、アンドレアスの問いに対し、ウルリケはおもむろに両の拳を掲かかげて語る。

「実は余は結婚というものに興味があるのだ。だから王女殿下、あなたに会うこともかねてより期待していた。今回知ち己きを得たことは、まさに僥ぎよう倖こうと言えるだろうな」

「わ、私にですか？　なぜでしょう」

　弟と結婚しそうな人物だからという理由……なはずはない。

　それでもなぜかどきどきする胸を押さえて聞いてみると、皇女はあっさりと答えた。

「あなたの国はダイヤの産出地だとか。そして巷ちまたでは、ダイヤの指輪を婚約の証あかしに贈るのが流は行やっていると聞いた」

「ええ、確かにその通りですね。昔からエルヴェティアでは、ダイヤはお守りとされていましたが……最近では他国の貴族の方々の間でも、大切な人を守ってほしいという願いを込めて、ダイヤの指輪を贈る習慣ができつつあるとか」

　お陰でダイヤの売れ行きもよいというのは、祖国にとっても嬉しい話だ。

「うむ。ゆえに王女殿下、あなたにお願いすれば、よいダイヤを見み繕つくろってもらうことも可能だろう？　無む論ろん、代金は払う。大ぶりの石があったら、余に連絡してほしいのだ」

　注文を持ちかけるウルリケに、微笑んで首しゆ肯こうした。

「ええ、喜んで！　よいものがあれば、すぐにご連絡いたしましょう。ですが皇女殿下は……もしや、それをどなたかにプレゼントなさるのですか？」

「とりあえず指輪を作っておいて、相手は後で探そうと思う」

　合ごう理り的てきな答えが返ってきた。

「ぶっ！」

　噴き出したアンドレアスだったが、皇女の一いち瞥べつで表情を変える。

「いえ、なんにもおかしくないと思いますヨ？」

「微妙に片かた言ことなのが気になるが、よし。まあともかく、そういうことだ。いい加減に身を固めよと、周囲がうるさくてな……まったく、面倒なものだ」

「皇女殿下のように綺麗な方なら、きっとすぐによいお相手が見つかりますよ」

　グリゼルダは本心から言った。

「ふっ、世せ辞じ……ではないのか。こそばゆいものだな」

　にこりと笑うと、ウルリケは席を立つ。

「邪魔したな、王女殿下。二時間後、またお会いしよう」

　言うなり彼女は、部屋を去っていった。あの颯さつ爽そうとした佇まいと、堂々たる振る舞い──本当に、今まで周りにいなかったタイプの人だ。

　そう思い、そして先ほどの言葉を思い出して、また少し赤せき面めんした。

　結婚──そういえば、今まで自分の結婚のことなど、まったく考えてこなかった気がする。一国の王女たる者、いずれはどこかの国に嫁とつぐことになるのかもしれないと、漠ばく然ぜんと考えたことはあった。これまでは、日々の執しつ務むに追われていたせいもあって、縁えん談だんらしい縁談など一度も来たことはない。

　けれど、いずれは誰かと──ぼんやり想像すると、なぜかヴィルベルトの姿が浮かんできて、慌ててそれを打ち消す。どうして最近、彼のことばかり考えているのだろう。

（公爵殿下の意い向こうを気にしすぎているせいでしょうか。いけない、しっかりしないと）

「あの分じゃあ、指輪作ってもしばらくは簞笥たんすの肥こやしになりそーだね」

「言うな、アンドレアス。真実でも、発言してはならない時がある」

「ちょ……それ、兄上の方がキツいこと言ってるじゃんか！」

　騎士たちが交わす賑やかな会話も、今は、耳に届かなかった。







　それから二時間後、指示通り図書室に行ったグリゼルダは、ヴィルベルト、ウルリケ、モルデカイの三人と共に、作戦を練った。

　手紙にて指定されていた場所は、この邸宅から馬で一時間ほどの距離にある森。その奥の、落雷で折れた大木まで金を持って来い、とのこと。

「森なら、兵を伏ふすにいくらでも場所がある。捕らえるなど、造ぞう作さもないことだろうな」

　ウルリケの言葉通り、相手の不ふ意いを衝つくことができれば、すぐに犯人を逮捕できそうだ。後はその人物を取り調べれば、事件の全ぜん容ようも摑つかめるだろう。

「犯行の手口から考えて、相手は単独ではないでしょう。ですが集団だとしても、構成員を調べることでわかることも多いはず」

「トカゲの尻尾しつぽ切りをされなければ、でございますがね」

　こちらの言葉に嫌味な返事をしながらも、モルデカイも同意している。

「では、ひとまずこの計画でいくことにしましょう。誰にもばらしてはいけませんよ？」

　冗談めかして言うヴィルベルトに、軽く頷いた。

　思考を巡めぐらせるほど、胃がしくしくと痛みはじめる。しかし固まりつつある計画には、不安な点は今のところ見当たらない。つまり──

（この分では、本当に、私がいなくともこの事件は容易に解決しそうですね）

　そう思うと、腑ふに落ちない。なぜヴィルベルトが調査に巻き込んできたのか、これではいつまでもわからないままだ。テーブルの真向かいに座った彼の瞳を覗いてみても、その答えはまったく見えない。

「どうかしましたか、王女殿下？」

　こちらの視線に気づいたヴィルベルトが、穏やかに微笑んだ。

「何か思いついたのなら、遠えん慮りよなく教えてくださいね」

「！　……い、いえ」

　声をかけられると、途と端たんに気恥ずかしい気持ちになってしまう。きっと、皇女殿下との会話から、あんなことを思い浮かべてしまったせいだ。頭を振って、視線を逸らした。

「すみません、なんでも。いえ、何か気づいたことがあったら、またお伝えしますから」

「そうですか？　じっと見つめられるものだから、緊張してしまいましたよ」

「……！」

　本当に？　そう思うと、何か甘あま酸ずっぱいような気持ちが胸の中にぼんやりと広がる。

　けれど、そんなわけはない、とすぐにまた否定した。いつもの軽口に決まっている。

　最近、こうしてヴィルベルトの冗談を真に受けてしまうことが多い。……気をつけないと。そう思いつつ、ぼんやり上気した顔を正面に向き直らせることもできずに、ふと、近くの窓の外に目をやる。

（あっ……）

　そこには、エリオールがいた。広大な侯爵邸には、それに見合った広大な庭園があるが、どうやら彼はそこを散歩するのが趣味のようだ。

　しかし今はもう日が沈しずみはじめ、徐じよ々じよに暗くなっていく頃ころ合あいである。こんな時間に、彼は何をするのだろう。散歩にしては、もう遅すぎるような気がするけれど──

　そう思い、ついエリオールの姿を目で追うと、彼はやがて、庭園に設もうけられた白いベンチに座り、ただじっと空を見あげはじめた。西向きではないので、沈み行く太陽は見えない。それでも、空の色が徐々に青から紫、橙だいだいへと変わる様子を眺めることはできる。

　徐々に暮れゆく日。ともすれば、何かしらの寂せき寥りよう感かんに襲われそうな風景だ。

　少なくともグリゼルダは毎日黄たそ昏がれ時どきになると、その日一日にできた仕事とできなかった仕事のことを考え、微び妙みようにお腹なかが痛くなる……今もそうなりつつある。

　けれどもエリオールは寂しそうでも、ましてや虚きよ無む的てきでもなかった。ただ、初めて見るものに心動かされた赤子のように、ただじっと、空を眺めていた。

　侯爵は、毎日何を考えているのだろう。ふと、そんなことを思った。ヴィルベルトとはまた違う意味で、グリゼルダと別の道を歩んでいる人物──そう感じたからだ。

　この疑問に対する答えの一いつ端たんが明かされたのは、翌日になってのことだった。







「うう……はぁ。よかった……」

　翌日、朝食をとった後のこと。客間に戻ったグリゼルダは、本国からの連絡に目を通し、ほっと息をついた。

　管理しているカルナ鉱山のことだけでなく、国内の変化や出来事については、できる限り知っておきたい。だから、定期的に早はや馬うまを用もちいて報告を受けるようにしているのだ。

　しかしどうやら、今のところ問題らしい問題は起こっていない。先月から始まった新しい鉱こう脈みやくの採さい掘くつも、計画通り順調に進んでいるようである。

　グリゼルダは、自分の右手中指に嵌はめたブルーダイヤの指輪を見つめ、そっとそれを左手で覆おおうと、心の中で女神に感謝の祈りを捧ささげた。と────

「姫様。少しよろしいでしょうか」

　扉の外から聞こえるサイモンの声。返事をすると、部屋に入った侍従武官は普段と同じく険しい面持ちで、静かに述べた。

「……。姫様に、誘さそいが来ております」

「誘い？　どなたからでしょう」

「侯爵閣下です。よろしければ、歓かん談だんにお付き合いいただけないか、とのことです」

「そうですか。侯爵閣下から……」

　しばし黙もつ考こうした。囮作戦の決行は明日であり、現在ヴィルベルトやウルリケたちは、一時帝都に戻っている。というのも、伏ふく兵へいに、公爵の配下だけでなく、ウルリケの配下、すなわち赤誠騎士団をも動員することになったからだ。

　ヴィルベルトへの疑いを晴らすための作戦に、彼に疑いをかけている本人であるウルリケ自身が手を貸すのはよく考えるとおかしな気もするが、心強いことに違いはない。

　ともかくそういうわけで、今のところこちらには、為すべきことは特になかった。

（侯爵閣下との歓談……もし粗そ相そうなどあれば、国際問題になってしまいそうですね）

　そう思うと胃壁がぴりぴりする。しかし、徐々に痛みが増していくわけではない──つまり、『胃痛警けい報ほう』ではない。それに、せっかくの誘いを無む下げにすることもできない。

「わかりました……では、ご一緒いたしましょう」

　アンドレアスは周辺を巡じゆん視し中のため、サイモンと二人で、彼が待つという庭に下りる。




「おぉ～、王女殿下ぁ。おいでくださるとは、光栄でございます。おかけください～」

「おはようございます、侯爵閣下。見事なお庭ですね」

　エリオールが歓談の場に選んだのは、庭園の一角にある、小さな薔薇園。

　ちょうど季節とあって、一面に様々な薔薇が花開いている。鮮やかな花弁の色が視界を彩いろどり、優ゆう雅がな芳ほう香こうが辺りを満たしていた。薔薇園の真ん中には小さなテーブルと椅子が数脚置かれ、テーブルの上には、銀製のティーセットが並べられている。

　どうやら今はここに、執事のフロリアンはいないようだ。エリオールに促され、サイモンの引いた椅子に腰かけると、グリゼルダは礼を述べた。

「お誘いいただきありがとうございます。エルヴェティアには薔薇はあまり咲かないものですから、この花々の美しさがとても新鮮です」

「おぉ、それはそれは～。誉めてくださって、ありがとうございますぅ。わたしはよくわからないのですが、フロリアンが気を遣つかって、ここを綺麗にしてくれているようですね～。それに、リナトも……」

　のんびりと語りつつ、エリオールは、後方の薔薇の茂しげみの傍かたわらに視線を向けている。

　同じくそこに目をやれば、身体のほぼ半分を茂みに隠すような形で、リナトが立っていた。そんなところに立っているとは、気づかなかった。

「なぁリナト、そんなところに立っていないで、わたしたちと、一緒にお茶を飲まないか～？」

「……………………」

　主人からの問いかけに、眼帯の青年は首を横に振って答えた。

「そうか～。おぉ、わかったぞぉ。フロリアンに仕事を任まかされているのだな～？」

「……………………」

　リナトはこくり、と頷く。その手には、高枝を切るための柄えの長い鋏はさみが握られていた。彼はそれを握ったまま、こちらへ一瞬視線を移す。

　──また怯えた目だ。

　こちらの目を覗き込むような、それでいて、理解を拒きよ絶ぜつするかのような眼差し。彼の焦こげ茶色の瞳は、何を見ているというのだろう？　もしかして、こちらに原因が……と省かえりみても、理由は判はん然ぜんとしない。そして考えている間に、リナトは視線を外して一礼し、ゆっくりと茂みから庭の奥へと移動してしまった。

「……なるほど、リナトさんは庭師でもいらっしゃるのですね」

　当たり障りのないことを言えば、エリオールはうんうんと頷いた。

「えぇ、わたしには、よくわからないですが、そのようです～。他にもフロリアンは、色んな仕事を色んな人々に与えて、監かん督とくしていますよぉ」

　エリオールはおっとりと語った。侯爵家が、執事の忠ちゆう勤きんで成り立っているのではという推すい測そくが、当たっていたことになる。

「あははぁ。わたしが、愚おろか者であるばかりに、フロリアンも気の毒なことだな～……」

「えっ？」

　エリオールの口から出た重たい言葉に、一瞬耳を疑う。

　しかし、言葉の重さとは裏腹に、彼は屈くつ託たくのない笑顔を浮かべているままだ。

「わたしは、何もわからないのですよ～。だから、あなたのように、賢かしこい方が羨うらやましいのです～。わたしが、することといえば、散歩や読書くらいで……それ以外も、できればいいのですが、フロリアンは、自分に任せていればいいと言う。不思議ですね～」

「そ、そうなのですか……」

　エリオールは、つまり、自分を無能力だと言っていることになる。この場にモルデカイがいれば、「その通りでございますね」などと言っていたことだろう。けれど──

「私は……その、おかしな言い方になってしまうかもしれませんが」

　前置きをしつつ、グリゼルダは述べる。

「毎日ゆっくり過ごされながら、領りよう邦ほうを立派に治めておられる侯爵閣下は、優すぐれた方だと思います。私の場合は、優秀な人々に支えてもらいながらも、あくせくするばかりで。今このお屋敷にいて、やっと少し、心休まる思いがしているところなのですから」

「ははぁ～、なるほどぉ。王女殿下は、頑張り屋でいらっしゃるのですねぇ～」

「が、頑張り屋……そうなのでしょうか。ありがとうございます」

　邪じや気きのない笑顔で言われると、少し照れくさい。無む我が夢む中ちゆうに執しつ務むに励はげむばかりで、自分が『頑張っている』などと考えたこともなかったけれど、不思議と嬉しい言葉だった。邪気のない人に言われるからこそ、胸に響くものがあるのかもしれない。

　そう思ううちに、エリオールはお茶のセットに目を向けていた。

「あぁ～、これは失礼を。どうぞ、お茶をお召しあがりください～」

「では、遠慮なく」

　のんびりした動きで注がれたお茶を、口に運ぶ。すっきりとしたほのかな苦み、ほのかなリンゴのような香り。グリゼルダの好きな、ハーブティーだ。

「まあ、美お味いしい。私、このお茶が一番好きなのです」

「それはよかったぁ～。よくわからないのですが、たしかこのお茶は、エルヴェティアのものだと……前に、フロリアンが、言っていたように思います～」

「お気き遣づかい、感謝します」

　久しぶりの故こ郷きようの味。だからこそ、心に沁しみるほど美味しいのだろう。

　それに加え、エリオールの微笑みは、なんというか、人の心を解ほぐす力があるように思える。それが血筋の高貴さによるものなのか、侯爵の才能と呼べるものなのか、それはわからない。けれど、フロリアンが彼に心しん酔すいするのは、ひょっとしたらこの笑顔が原因の一つなのかもしれない。
















　そんなことを考えながら、ふと、エリオールの隣りん席せきに視線を移す。そこには、一冊の革張りの本──最初に会った時、彼が持っていた本が置かれていた。

「侯爵閣下は、読書が好きだと仰いましたね」

「おぉ～、よくぞ聞いてくださった。ええ、特にこれがわたしの好きな本なのです～。魔物が出てきたり、魔法が出てきたりといった、わかりやすくて、面白いものです～」

　文字通り子どものように目をキラキラさせながら、彼は語った。

「明るい庭で、陽ひ射ざしを受けながらぁ、ゆっくりと、こういった本を読むのは楽しいものです～。ただ、フロリアンは時々わたしを叱るのですが……」

「それはまた、なぜですか？」

「どうせなら難むずかしいものも読むべきだとぉ……わたしになら、もっと難しいものも、読めるはずだとか……帝てい王おう学がくがどうとか、彼は言うのですよぉ」

　わからない、と言うように首を傾げながら、エリオールはカップを口に運んだ。

　やはりフロリアンは、エリオールを皇帝の座に即つかせようとしている。しかしその想いは、主に届いてはいないのだろうか。詮せん索さくなど、過ぎたことだけれど──

　グリゼルダが、そんなことを考えていると。

「まったく、あの娘にも困ったものだ…………はっ、あなた方は!!」

「おぉ～、噂うわさをすれば、フロリアンではないかぁ～」

　何事か呟きながらやってきたフロリアンは、王女と騎士の姿すがたに非常に驚おどろいた様子だ。

「驚かせて、すまないなぁ～。一人では寂しいので、王女殿下を、お呼びしたのだよ～」

「エリオール様っ……異国の姫君との友ゆう誼ぎを深めることを、お一人でお考えになられるとは！　その叡えい智ち、いずれこの大陸中に轟とどろきましょう!!」

　しばしそうやって感動してから、フロリアンはすっと姿勢を正し、お辞じ儀ぎした。

「失礼をいたしました、王女殿下。どうぞごゆっくりとお過ごしくださいませ」

「ええ、フロリアンさん。お陰さまで、楽しく過ごしております」

「ところでぇ、フロリアン。さっきは、何か怒っていたのか～？」

　主人が問いかけると、執事は困ったように笑ってから、静かに述べる。

「恥ずかしながら、先ほどメイドの一人の服装が乱れていたもので。厳げん重じゆうに注意しておいたのですよ」

　ボタンを留とめていないとか、スカートの裾すそが短かった、というような理由だろうか。

「服に埃ほこりがついていたのです」

「えっ」

　思わずあげてしまいそうになった声を、慌てて押しとどめる。するとフロリアンはこちらの驚きよう愕がくに気づいている様子で、己の前髪をすっと斜ななめに搔かき直すと、こう述べた。

「他の家ならばいざ知らず、この栄えあるヘングステンベルク家で、服装に埃がついたままお仕えするなど言ごん語ご道どう断だんっ!!　それが、私の定さだめた当家の方針なのです」

「な、なるほど」

　こちらが頷くと、フロリアンは少しだけ得意げな顔になった。

「全身全霊にてお仕え申しあげることが、私の使命なのです！　この身はすべて、侯爵閣下に捧ささげると誓ったもの。先代の侯爵閣下に命を救われた時から、私は……はっ」

　言いすぎた、と思ったのだろう。

「……いえ。執事ごときが語りすぎまして、申し訳ございません」

　フロリアンは口を閉ざし、もう一度礼をした。けれど、これで納得できた気がする。

　今聞こえた、「命を救われた」という言葉……それが、彼の忠ちゆう義ぎの理由なのだろう。恩人の遺い児じであるからこそ全身全霊で仕えるし、恩人が果たせなかった『夢』だからこそ、遺児にそれを叶えさせようと──帝位に就けようとしているのだ。

　それはある意味では自分に似ていると、グリゼルダは思った。父祖の代から託たくされた鉱山と民の安寧を守り、己のすべてを懸かけて次じ代だいへ繫つなぐ。その責任に応じてのしかかる重じゆう圧あつを知るだけに、フロリアンの忠義は輝いて見えた。

「おお～っ、そうだぁ！」

　と──それまで執事をぼうっと眺めていたエリオールが、軽く手を叩き明るく言う。

「そういえば～王女殿下ぁ、あなたは、なんの事件を解決したのでしょうか～？」

「？　なんのお話ですか？」

「あなたがぁ、その～、何かの事件を解決したのだと、昨日、女公殿下が仰っていたような～。あれはぁ、なんだったのでしょう？」

「ああ、そのお話ですね」

　確かにウルリケは、グリゼルダを「先月も事件を解決した」人物と紹介していた。

　──先月の偽にせダイヤ事件のあらましは、既すでに公おおやけになっている。別に問題はないだろう。そう判断し、エリオールに問いかける。

「よろしければ、お話しいたしましょうか。少し、長くなるかもしれませんが」

「ううむぅ、わたしに、理解できるかどうか、わからないですが～」

「エリオール様、異国の事件に興味を持たれるとは……その探たん究きゆう心しん、それでこそ高貴なるお方！　あなた様ならば、きっと深くご理解なさいましょう!!」

　執事の応援に促うながされ、それまで首を傾げていたエリオールは向き直り、話を聞く姿勢になる。そういうわけで、グリゼルダは語った。イガルクの陰いん謀ぼうが引き起こした事件──ヴィルベルトと出会い、巻き込まれた、偽ダイヤに端たんを発はつする事件。

　その全ぜん貌ぼうを、問題のないところだけ。




　語りながら思ったのは、エリオールは、他者を動かすのがとても上手だということだ。

　例えば、話の中でもっと聞きたい箇か所しよ、知りたいところが出てくると、エリオールは言葉でそう告げることなく、態度でそれを示す。するとこちらもつい、彼が見せる屈くつ託たくのない笑顔にも促うながされ、その望みに従したがうのだ。

　それはフロリアンも同じで、エリオールは例えばお茶のお代わりが欲しいとか、寒いから何か持ってきてくれとか、そういった何かを要求する言葉を発することなく、執事にすべて察させる。フロリアンは喜んで新たなお茶を出し、膝ひざ掛かけを用意した。

　そう──思い返せばここに来た時も、エリオールは涙目になることで執事の心を動かしていた。彼が望みをはっきりと口にするのを聞いたことは、一度もない。きっとグリゼルダをここへ呼ぶ時も、彼が直接指し示じを出したわけではないのだろう。もしかすると、そうして「他者を動かす」ことが、侯爵の才能なのではないだろうか。

　何かを要求するということは、ある意味で、自分の意思を示すことだ。そして他の誰かが望むものを自分も望んだ時、そこに争いが生まれる。

　逆に言うと、何も要求しなければ己の意思を隠すことができるため、誰とも衝しよう突とつしない、平へい穏おんで守られた生活が保障される。エリオールには、己のすべてを察してくれる家か人じんがいる。だからこそ、「要求しない」生活を送ることができるのだ。

　ヴィルベルトが危険視しているのは、エリオールのその能力なのだろうか？　けれども、こちらの話を聞いて無邪気に驚いたり喜んだりしている彼の幼おさな子ごのようなあどけなさが偽にせ物ものだとは、とても思えなかった。

　ちなみにもう一つ、執事がヴィルベルトを相当嫌っていることもよくわかった。話が公爵に及およぶたびに、侯爵の後ろに立つフロリアンの眉間に、深い皺しわが刻きざまれていたからだ。




「そういうわけで、私と公爵殿下とは、地下の廃はい坑こうに落とされてしまったのです」

　語りは、佳か境きように入っていた。イガルクの間かん諜ちようにして暗殺術の使い手であったセールイの仕掛けた爆薬によって、屋敷の床が抜け、グリゼルダとヴィルベルトは落下してしまった。そしてそこで、セールイと最後の対決をしたのである。

「彼は……恐ろしい人物でした。護ご衛えいの皆ともはぐれ、私と公爵殿下は危うい目に遭あいましたが、最後は」

　脳裏を、撃たれて斃たおれたセールイの姿が過よぎる。

「……なんとか、助かったのです」

「おお、おぉ～！　それはよかったぁ！　いやぁ、助かったからこそ、あなたはここにいるのだなぁ～」

　ひとしきり手を叩いてから、エリオールは、のんびりと微笑む。

「それにしてもぉ、王女殿下。あなたは、公爵殿下のことを、とても上手に、お話しになられますねぇ～」

「えっ、そうでしたか？」

「公爵殿下が、どれだけ綺き麗れいで頭のよい方か、あなたのお話で、よくわかりましたよぉ」

　そう言って、侯爵はにこにこと笑う。

「そ、そんなに殿下のことばかり、お話してしまったでしょうか……」

　事件のことだけ、簡かん潔けつに話すつもりだったのに。

（公爵殿下のご活かつ躍やくを重要視するあまり、つい、多く語ってしまったのでしょうか）

　今後支し障しようをきたさないよう、もし癖になっているなら直さなくては。赤く染まってしまう頰ほおを気にする間に、にこにこ笑っていたエリオールは、やがて、はたと首を傾げる。

「ふ～む……？　うむぅ、しかし、どうもわからない。あなたは、そのセールイという男の手からぁ、一体……どのようにして逃のがれたのでしょう～？」

「！　そ、それは……」

　また、あの時の光景を思い出す。操あやつる鉄てつ糸しと銃じゆうでヴィルベルトを負傷させ、命を狙うセールイに抗こうする手段として、一計を案じ、それを実行した。けれども、命のやり取りの瀬せ戸と際ぎわとなってもなお、グリゼルダには銃の引き金が引けなかった。

　だから──だから、そんな私に代わって。

「公爵殿下が、銃を。それで、私たちは助かったのです」

「ほぉ～…………」

　エリオールは、ぶるりと身を震わせながら感かん嘆たんした。──その時。

　ガシャン!!　金属が地面に乱雑に落とされる、けたたましい音が響ひびく。

「なっ……」

「おおぅ～、びっくりした～」

「何事です、騒々しい!!」

　驚く主君たちの姿を見て、お茶会を乱す不ふ埒らち者ものを罰ばつしようとフロリアンは厳きびしい目つきで視線を巡めぐらす。だが、その音の主は。

「……リナト。あなたでしたか」

　いつの間にか茂みの傍に戻ってきていた、リナトだった。彼が先ほど持っていた鋏が、短く刈られた草の上に落ちている。先ほどここから離れたと思っていたのに、いつの間に戻っていたのだろう。不思議に思う間に、フロリアンは静かにリナトに歩み寄る。

「リナト、ここはもういいです。屋敷に戻りなさい」

「……………………」

　青年は、こくりと機械的に頷いた。そして再び、あの怯えた眼差しをさっとこちらに向けてから──ゆっくりとまた、向こうへ消えていく。

「申し訳ございません。お騒さわがせしました」

　フロリアンは、ぺこりと主君に、そしてグリゼルダに謝罪した。

「おぉ～、いいのだ、フロリアン。わたしもよく、物を落とすからな～」

「他者の過あやまちにもご寛かん大だいなうえ、自らの身になぞらえてお考えになられるとは……そのご深しん慮りよ、いずれは世界の民が知るところとなりましょう!!」

　またもフロリアンは、大おお袈げ裟さにエリオールを誉めちぎっている。

　けれどもグリゼルダは、それに耳を傾けてはいなかった。

　胸の中にまたも生まれた違和感が、無視できないほど、大きくなるのを感じたからだ。

　やはり、この邸宅は──何か、おかしい。







「サイモン。先ほどのフロリアンさんの様子、どう思いましたか？」

　昼、お茶会を終えた後。自室に戻ったグリゼルダは、一番に、侍従武官に問いかけた。

「……。先ほど、と仰いますのは」

「リナトさんが、鋏を落とした時のことです。私はあの時……いえ、ここに来た時から、少しおかしいと思っていたことがあるのですが」

「失礼しまーす……あっ、なになに、なんですか姫様!?　おれにも教えて！」

　部屋に入ってきたアンドレアスも交まじえて、グリゼルダは語った。

「つまり、フロリアンさんはリナトさんにだけ、妙みようにその……甘い、というか、庇かばうような言動をしていると思うのです」

「へ？」

　きょとんとするアンドレアスと、無言ながらも訝しげなサイモンに、続けて述べる。

「このお屋敷の応おう接せつ間まに通していただいた後、公爵殿下がリナトさんに対して探りを入れるようなことを仰ったでしょう。まるで、彼が内通しているかのようなことを」

「ああ、そういえば言ってましたよね」

「あの時フロリアンさんは、リナトさんのことを『もとより疑ってなどいない』と言っていました。この場合、『もとより』というのは、少し奇き妙みようではないでしょうか」

「……。確かに。最近雇い入れた者に対するには、あまりに信頼が深すぎるかと」

「ええ、その通りです」

　しくしくと痛みはじめた胃を撫なでながら、さらに続ける。

「それに加え最もおかしいと思ったのが、私が先月の事件について話していた際さいの、フロリアンさんの態度です。彼は、服に埃がついていることでメイドを叱るほど厳げん格かくな性格のはず。それなのに」

「姫様との歓談の最中、物音を立てた使用人に、怒りを見せなかった。庇っていた……」

「えーっ！　それって、依え怙こ贔ひい屓きってやつじゃあないですか！」

「そうです、アンドレアス。ですからやはり、フロリアンさんは、リナトさんには甘いと言えると思うのです」

　それだけのことなら、このお屋敷内の話だ。グリゼルダたちに口を出す資格はない。

　しかし──確証は持てないことだけれど。

「私は、このことが……何か、詐欺の事件にも関わっているような……」

　胃壁も、きりきりとした徐々に強まる痛みをもって、異常をこちらに教えている。

　単なる心配性だと言われるかもしれない。けれど、ここは落ち着いて考えなければ。

　顎あごに手を置き、ゆっくりと事件の概がい要ようと、ここに来てからのことを思い出した。

　帝国内を騒がせる事件。狙われるのは貴族だけ。犯人は、貴族の親族関係のことを熟じゆく知ちしている。しかも、事件の公の調査が遅れていることを鑑かんがみてもなお、自分の身元を秘したまま手紙を送りつけるだけの能力を持っている。

　そしてエリオールは、ヴィルベルトの敵てき手しゆと目される地位ながら、自ら愚か者だと言っていた。実際、彼は政治などに興味があるようには思えない。そして彼に心酔し、帝位に即かせんとする忠実な執事。彼が庇う使用人。その、怯えたような眼差し──

「……！」

　はたと視線をあげた。桶おけの水を撒まいたように、疑ぎ念ねんが胸の中に弾け散る。

　その手が、思わず胸に──今も変わらず掛けていた、ヴィルベルトから貰った首飾りに触れる。もしこの考えが当たっていたなら、作戦が今のままでは危ない。

　森に人員を配置し、取り押さえるというのでは足りない。いや、おそらく逃げられてしまう。そうなってしまったら警戒され、もう二度と同じ手は使えない！

「サイモン、アンドレアス」

　緊きん張ちように高鳴りはじめた胸を押さえながら、騎士たちに問う。

「公爵殿下がいつお戻りになるか、知っていますか」

「あいつなら、さっき戻ってましたよ。帝都に行って、すぐ帰ってきたみたいですね」

「それはよかった……！」

　座っていたソファーから立ちあがると、ふうと息を吐く。

　判断が正しいか、不安に思う気持ちはある。けれども、どんなに小さな可能性でも、それが皆の『害』となるものならば取り除く。それこそが、最も重要だ。

「公爵殿下に、取り次つぎをお願いします。気づいたことがあるので、後ほどあの図書室で、またお話しさせてくださいと」

「御ぎよ意い」

　サイモンは、風のような速さで部屋を出ていく。

「あの、姫様……どうかしたんですか？」

「ええ。明日の作戦のことで、一つ気づいたことがあるのです。ですが」

　一度そこで言葉を区切り、思い出す。「思いついたことがあればなんでも言ってくれ」と述べていた、ヴィルベルトのことを。

「……公爵殿下も、同じことに気づいておいでかもしれませんね」

　ほのかに笑みながら、グリゼルダは言った。







　──その翌日、一億マルカ受け渡しの日。指定された時刻まで、あと数時間という頃。

「よし！　準備万ばん端たん、調ととのったようだな、王女殿下！」

「は、はい……そうですね」

　馬車に乗るためにエントランスにやって来たグリゼルダは、ウルリケ皇女の姿に少々面めん食くらう。彼女は深しん紅くの鎧よろい、それも身体に合わせて作られたのだろう細身の特注品を身に纏まとい、腰には長剣と柄えの長い戦せん槌ついをぶら下げている。つまり、完全武装だ。背後には、同じように赤い鎧を纏った男たち──赤誠騎士団の騎士たちを引き連れている。

「むっ？　あなたはいつもの姿でよいのか。なんなら、鎧の予よ備びをお貸ししてもよいが」

「い、いえ……大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

「まったくもう、姉上。犯人の確保は、姉上や私や王女殿下の配下で行うのですから、そうはしゃがないでくださいよ。恥ずかしいなあ」

　グリゼルダと同じく普段の衣装を纏っているヴィルベルトが言うと、ウルリケはむっとした表情になる。

「意い気き込ごみと言え。お前こそそんな軽けい装そうで、恥ずかしい怪け我がなど負おっても知らんぞ」

「いいんですよ、私は。なんせ、これから起きることをすべて知っているのですから」

　自信ありげに嘯うそぶくと、ヴィルベルトはこちらを向いた。

「ね、王女殿下？」

「え……」

　不意に向けられた微笑みに、また胸が苦しくなる。その笑みが、おどけた言葉と裏腹に、穏やかなものを宿している気がしたからだろうか。

　──穏やかな笑みだからといって、どうして胸が痛くなるのだろう。

「は、はい。いえ……すべてとはいえませんが、予測は立てましたからね」

「ん？　ん？　なんだ？　以い心しん伝でん心しんというものなのか」

　つい俯うつむいてしまったグリゼルダと、平然としている弟を、ウルリケは交こう互ごに見つめている。そしてヴィルベルトは、普段の笑みに戻ると、やってきたモルデカイを見やった。

「殿下。馬車の用意ができてございますよ」

「姫様ーっ！　こっちも準備ができましたー！」

　サイモンとアンドレアスたちもやってくる。いよいよ、森へ移動する時が来たのだ。

「うぅむ、よくわからないがぁ、よいお知らせを、待っていますよ～」

「……せいぜい、お気をつけていってらっしゃいませ」

　手を振るエリオールと、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔のフロリアンに見送られ出しゆつ立たつする。

（うまくいくでしょうか。いえ、大丈夫。そう信じていましょう）

　できる限りのことはした。後は、神の加護を祈るしかない。揺れる馬車の中、グリゼルダは目を閉じ、静かに女神に祈りを捧げる。

　そして目を開いた、その時に────馬車が、止まった。







　二時間後、侯爵邸。

「…………！」

　──その人物は、焦あせっていた。

　早く、早くここを離れなくては。でなければ、望みを叶えることができない。

　もつれそうになる足を必死に動かし、彼は住み慣れた館を離れようともがく。

　どうしてこうなってしまったのか、何かの冗談のようにしか思えない。

　しかし、今は逃げなくては。遠く、奴らの目の届かないところまで────

「……。待て。どこへ行くつもりだ」

　あと少しで、広い庭園の外に出られるという時。大きな影が、その行く手を遮さえぎった。







「ふん、つまらん」

　その頃──森の中、雷で折れた大樹の傍そば。

　茂みの中から顔だけ出したウルリケが、ぽつりと呟く。

「こちらに来れば、一いち網もう打だ尽じんにしてやったものを……」

「姫様、いえ団長。やはり、公爵殿下の仰っていた通りのようですね」

「そうだな。まあ、こうなるような予感はしていたが」

　と、彼女は傍かたわらの腹ふく心しんに言う。

「こんな時に勘が当たるとはな。王女殿下はともかく、ヴィルベルトの奴め……作戦の変更など、もっと早くに伝達してくれればよかったものを。これでは、本当に余が恥ずかしいはしゃぎ者のようではないか」

　つまらなそうに鼻を鳴らすウルリケ。その目の前、大樹の下には、一億マルカの代わりに石を詰つめた袋が置かれている。そして、それを受け取りにくる者は誰もいない。

　──では、囮作戦は失敗したのか？　いや、そうではない。なぜなら──




「……!?」

「なぜここにいるのか、という顔をしていますねえ」

　赤毛の騎士に捕らえられた彼の元に、いくつもの影が近づいてくる。

　その中の一人は、おどけた口調、にやけた口元でありながら、限りなく冷れい徹てつな、まるで蜘く蛛もの巣にかかった虫を見るような目つきで彼を見つつ、ゆっくり歩み寄ってくる。

「じっくり教えてあげますよ。くだらない企たくらみに加か担たんした者がどんな目に遭あうかということも含めてね。ですが、その前に一つ、私がいいことを教えて差しあげましょうか」

　漆しつ黒こくの美しい髪を揺らしたその人物は、彼を下か瞰かんし、こう言い放った。

「『作戦』というものはね。幾いく重えにも施ほどこしてあるからこそ、意味を成すのですよ。わかりましたか──リナト君？」

「くっ…………!!」

　見下すヴィルベルトを睨ねめあげるのは、右目のみ。

　眼帯を着けた青年、リナトは────悔しげに、唸うなった。
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　──リナトをグリゼルダたちが捕らえる前日。

　サイモンに取り次ぎを頼んだグリゼルダは、ヴィルベルトと二人きりで、図書室で会っていた。察知した、『最悪』の事じ態たいへの対策を取るために。




「どうしたのですか、王女殿下。私を呼び出されるなんて、何かあったんですか？」

「公こう爵しやく殿下！　……突然すみません」

　いつもながらの飄ひよう々ひようとした態度のヴィルベルトが席に着くと、同じく椅子に腰を下ろしたグリゼルダは急いで伝えた。

「どうしてもお伝えしたいことがあるのです。先ほど気づいたことなのですが……」

　今から告げようとする言葉には、確証がない。そう思うと、一瞬躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　でも、ヴィルベルトなら────

（公爵殿下になら、きっと……お伝えしても、大丈夫でしょう）

　仮にこれから言うことが誤あやまっていたとしても、彼ならば、訂てい正せいしてくれるに違いない。己を奮ふるい立たせ、続ける。

「この事件……ここ侯こう爵しやく邸ていに、内ない通つう者しやか、犯人そのものがいるのではないでしょうか？」

「ほう？」

　途端にぱっと目を輝かせ、ヴィルベルトは懐ふところから革袋を取り出した。

「これはこれは、なかなか大だい胆たんな推理ですね。一体どうして、そう思われたのです？」

　グミベアを口に放り込みつつ、興味深そうに問いかける彼に、答える。

「理由は二点あります。第一に、ここが犯人にとって都合のよい場所であること。第二に……これは確証のないことですが、このお屋敷の人間関係から」

「順に聞かせてください。あ、たくさん喋ると喉が渇かわくでしょう。よかったらどうぞ」

　どこに持っていたのだろうか、公爵は茶色の小こ瓶びん──帝国製の胃薬が入っている瓶をすっと取り出すと、こちらに勧めてきた。緊張で微妙に痛む胃の調子を、察してくれたかのようだ。そう思うと、嬉しさ以上に、胸の中が温かくなる。

「あ、ありがとうございます……」

　薬を少し口に含んでから、落ち着いて述べる。

「まず、第一の点です。事件の調査を始めた当初から、公爵殿下も私も、犯人はある程度貴族社会に通じていると判断していました。貴族の親族関係を把は握あくし、成り済まして手紙を送りつけることができなければ、そもそも事件を起こせないからです」

「ええ、そうでしたね」

「ですがよくよく考えてみれば、重要な点はもう一つあります。それは、手紙を送る犯人自身が、身元を隠さなくてはならない点です。当然のことですが、犯人は自分の居場所や正体を暴あばかれてはならない……一方で、貴族の情報を握っていなければならない」

「なるほど、その通りですね」

　もう一つグミベアを口に放り込むと、ヴィルベルトはにんまりと笑った。

「あなたが言いたいのはこういうことでしょう。犯人は情報が多く集まりながら、同時に誰の目にもつかない場所にいる必要がある。しかも……身を隠すために、犯人は手紙を送る相手をある程度絞っている。つまり、『騙だまされやすい人物』に送るようにね」

「……はい。ですからそういう意味でも、貴族の内情に詳くわしくなければなりません」

　　滞とどこおりなく語るヴィルベルトに、既すでに同じ結論に辿り着いていたのかと思いつつ、頷うなずく。

　詐欺を仕掛けようとして、逆に正体を探られてしまっては、犯人にとって元も子もない。だからそういう危険は、事前に極力避けているはずだ。今回、ヴィルベルトとグリゼルダが調査に乗り出す事態に発展したのは、ウルリケが不仲である弟に返へん済さいを直接要求するという、犯人にとって想定外の出来事があったからこそなのである。

「ただ、そのことだけでは、犯人がミトラスの人物か、それとも貴族の元に潜入している他国の人物なのか判断できません。けれど一方で、この侯爵邸が犯人にとって、いわば居心地のいい場所であることは確かなのです。なぜなら」

「侯爵が『暗あん愚ぐ』だから──ですか？」

「えっ……!?」

　ヴィルベルトの言葉に、思わず目を見開く。彼の声こわ音ねには、エリオールに対する嫌悪や、侮ぶ蔑べつの感情は籠こもっていなかった。けれども、自分の敵てき手しゆとされる人物に対しての評価が唐突に飛び出したことに、やはり、少し驚いてしまう。

「あはは、そんなにびっくりしないでください。大丈夫、侯爵は聞き耳なんて立ててはいませんよ」

「い、いえ！　そういうことではないのです」

　冗談めかして言うヴィルベルトの態度は、普段と何も変わらない。だからこそ、エリオールに対して彼が本心ではどう思っているのかが、余計にわからなくなってしまう。

「公爵殿下、あなたは侯爵閣下のことをどのように」

　つい問いかけようとして──

「い、いえ。なんでもありません」

　やめた。それは今、この場で聞くべきではないように思えたからだ。

「おや、いいのですか？　なんでも聞いてくださいよ」

「大丈夫です、すみません、話を逸そらしてしまいました。続けますが……犯人にとって、侯爵閣下の館やかたは、身を隠すのに好都合です。閣下は名門の大貴族でありながら、家人や周囲の出来事に、あまり興味を持たれない方ですから」

　ここでなら貴族に関する情報を簡単に集められるし、大貴族のもとにいれば、仮に何か疑われるようなことになっても、大っぴらな追及はされづらい。

　何より、主であるエリオールから疑いの目を向けられることもなさそうだ。

「もしも犯人がこの侯爵邸にいるとするなら、その人の誤算は、あなたをここに呼んでしまったことです。つまり、侯爵閣下にも成り済ましの手紙を送ったことですね」

「ふふ……おや、王女殿下」

　ヴィルベルトが三つ目のグミを口に入れつつ、小首を傾かしげる。

「ではなぜ、犯人はわざわざ侯爵に手紙を送ったのでしょうか？　自分の居場所がばれるようなことは、しないのが賢けん明めいなのでしょう」

「……もう答えを知っていて、また私を試していらっしゃるのですね」

　苦笑してから、答えを述べる。

「それこそ、居場所を隠すためです。今後、仮に事件の調査が行われた時、真っ先に狙われそうな侯爵閣下のもとに手紙が届いていないとなると、不自然ですから」

「ふふふ、奇き遇ぐうですね。私も、そんなことじゃないかな～と思っていたのですよ」

　にんまりしながら、彼は髪かみを搔かきあげた。

「それで、王女殿下……今までのことが、第一の点ですよね？　ではあなたの仰おつしやる第二の点、人間関係というのは、どのようなことですか」

「はい。それは……先ほど、侯爵閣下とフロリアンさん、そしてリナトさんの様子を見ていて思ったことなのですが」

　こちらの発言に合わせて、ヴィルベルトの目が若じやつ干かん鋭くなる。

　やはり、侯爵閣下のことを気にしているのだろうか。そう思いつつ、話を続ける。

「フロリアンさんは、リナトさんを庇いすぎだと思います。侯爵閣下に対する献けん身しんと忠節ほど、明らかな態度ではありませんが」

　執事と家か僕ぼくという以上の、何か深い繫つながりのようなものを、二人に感じる。

「ですから私は、その……フロリアンさんとリナトさんが……うぐっ」

　あまり確証のないことを言うのは好きではない。人に疑いがかかるような事柄なら、なおさらだ。けれど、ヴィルベルトには話すと決めたのだから──一気に残っていた胃薬を飲み干すと、続けた。

「共通の秘密を持つ間柄なのではないかと、そう思うのです。……証拠もなく二人を疑うことはできませんが、しかし、いざという時のための保険はあるべきだと思います。ですから、明日の作戦は……」

「ふふっ……はは、あはははは！」

　言い終わらないうちに、ヴィルベルトが声を出して笑う。普段の人を食ったような笑みではなく、心底愉ゆ快かいに思って笑っているように、グリゼルダには見えた。

「わかりましたよ、皆まで言わないでください。あなたもそうお考えなのでしたら」

　彼の目が、不意に、例の怜れい悧りな光を帯おびたものに変化する。

「私にも、考えがありますから」

「は、はい」

　こちらが頷くと、ヴィルベルトはいつもの表情に戻って微笑ほほえんだ。そしてゆっくりと諸もろ手てを広げ、告げる。

「では、こうしましょう。明日、私と王女殿下は、姉上とその配下の騎士たちを伴って一度屋敷の外に出る。そこで、姉上たちにだけ例の森に向かってもらいましょう。私たちは、そのままここに密かに戻ります」

　それで、侯爵邸で何も起こらなければそれでよし──きっとウルリケと彼女の率いる赤誠騎士団は、単独でも犯人の確保ができるだろう。

「そして、王女殿下……もしもこの屋敷で何か異変が起きたり、あるいは誰かが逃げ出そうとしたりするなら、その時は、私たちの出番です」

「はい。内通者としては、邪じや魔まな外部の人間である私たちがいなくなった隙すきを衝ついて事を起こそうとするはず。好こう機きは、明日にしかありません」

　こちらの返答に、公爵はもう一度、にっこりと笑った。

「それにしても、よくおわかりになられましたねえ」

「何を仰います。私がいなくとも、あなたは既に気づかれていたはずです……」

　そうまで言って、脳のう裏りに過よぎるものがあり、はっと彼に問いかける。

「もしかしてあなたは、事件の調査自体で、私を試しておいでなのですか？　私が事件の真相に辿り着けるかどうかを……」

「いやいや、まさか」

　ヴィルベルトは片方の手を軽く横に振りつつ、もう片方の手でグミベアを摘つまむ。

「あなたが賢いということは、先月の事件でもうとっくに知っていますよ。ただね」

　一瞬そこで言葉を区切ると、彼は言った。

「私も、不安になることがあるのですよ。自分の考えが、正しいのかどうか」

「え？」

　一瞬、耳を疑った。今まで聞いたことのない、ヴィルベルトから漏もれた弱よわ音ね。

　これまでに見てきた公爵殿下の姿は、いつだって堂々と、そして飄ひよう々ひようとしていて、どんな時でも、まるで何も恐れてなどいないかのようだった。でも本当は彼も、時に不安を抱えていたというのだろうか。常に心配事に囚とらわれて、胃を痛めている自分と同じで。

　気持ちを推おし量はかろうと視線を向けても、伏し目がちなヴィルベルトの表情は、影があるようでもあり、ふざけているようでもあり──戸惑っている間に、彼は続ける。

「ですからね、王女殿下。私はあなたが気づいてくれたことに、感謝しているのですよ……とても」

　目は伏せたまま、彼はテーブルの上に置いていた革袋を手に取ると、ゆっくりと立ちあがる。そのまま、静かにこちらに歩み寄ってきた。そして────

「ねえ。ご褒ほう美び、あげましょうか」

　ヴィルベルトは身を屈かがめ、顔を近づけ、そう囁ささやいた。僅わずかに掠かすれた、甘い声。

「え……えっ!?」

　どきん、と心臓が跳はねあがり、頭が真っ白になって、頓とん狂きような、意味を成さない言葉しか出てこない。それもそのはず、だってヴィルベルトの声こわ音ねが耳に届いただけで、その息が掠めただけで、こんなにも、頰ほおが熱くなってしまっているのだから。

（お、落ち着かなくては。ご褒美？　それは一体……いえ、そ、それよりも胸が……胸が、苦しい……）

　眼前の、こんなにも間ま近ぢかな彼の顔に、穏やかな優しい微笑みに、心臓が壊れそうなほどに高鳴っている。

　どうしてこうなってしまったのか──自分のことなのに、まったくわからないなんて。

「あっ、あ、あの」

　しどろもどろになりながらも、なんとか言葉を紡つむぎ出だした。

「あのっ、あの、公爵殿下……そっ、それはどういう」

　慌てる唇くちびるに、柔らかいものが押し当てられた。

「……!!」

　もしかして──一瞬、そんな淡い期待とも恐れともつかない想いで、胸の内が一杯になる、が。

「はい、グミベア！」

　押し当てられていたのは、赤いグミベアだった。

「……え？」

「私が好きなラズベリー味の最後の一個、あげますよ。一個くらい食べても、消化に悪くないでしょう？」

「え、あっ……」
















　ぽかんとして、目を下に向け、ヴィルベルトの言葉が本当だとわかると──一いち抹まつの寂さびしさが、隙すき間ま風かぜのように心を吹き抜けた。けれどそれを気にする間もなく、戻ってきた冷静さが、心臓の鼓動を鎮しずめていく。またからかわれたのだろうか。いや──

（私がまた、おかしな風に反応してしまっただけですね。殿下が、私に、そんな……）

　考えるだけで途と端たんに恥ずかしくなってしまう単語を、頭を振りつつ思い浮かべる。

（……キスなんて、するはずがないのに。ああ、私はなんてはしたないことを）

「あ、ありがとうございます。いただきますね」

　グリゼルダは唇に当てられている菓子を受け取ると、口に含ふくんだ。

「どうです？　美お味いしいですか」

「思っていたよりも固いのですね……でも、甘くて美味しいです」

「それはよかった」

　ヴィルベルトは身を離し、ドアに近づく。

「では、後は私にお任せを。あなたは、あなたの騎士たちへの説明をお願いしますね」

「わ、わかりました」

　急に真面目な話に戻られてしまっては、調子が狂ってしまう。グリゼルダが首肯すると、公爵はもう一度穏おだやかな微笑みを浮かべ、部屋を去っていったのだった。







　──そして、今。読みが当たった。

　自分の、そしてヴィルベルトの考えが誤ってはいなかったことを知ってもなお、グリゼルダは、胸騒ぎと胃痛を覚えずにはいられなかった。

　侯爵邸の庭園の、外がい構こう柵さくの程近く。目の前にはヴィルベルトと、懐から細ほそ縄なわを取り出すサイモンが立っている。そして地面には、蹲うずくまるリナトがいた。公爵が一歩前に踏み出ると、彼はびくりと身を震わせる。

「さてさて、話が前後しましたがね。あなたは一体、どうしてこんな時に、勝手にここを飛び出そうとなんてしていたんです？　しかも門ではなく、よりにもよって──」

　冷たい光を帯びたままの目で、ヴィルベルトは柵に目をやる。

　そこには、梯はし子ごがかけられていた。

「わざわざあんなものまで用意して。まるで、逃げ出そうとでもしていたみたいに」

　聞いているこちらまで慄りつ然ぜんとするほどに、公爵の言葉は、凄すご味みに満ちている。

　一方でリナトは、無言のままだった。

「…………」

「おっと失礼、あなたは答えられないのでしたね。でも大丈夫。代わりにあなたのお部屋が、たっぷり喋しやべってくれるでしょうよ。そう、特に──最近帝国を脅かしていた、詐欺事件に関することなどをね」

　そう言って、ヴィルベルトはちらりと後方を見やる。すぐ後ろに立つグリゼルダの背には、アンドレアスやモルデカイをはじめ、ヴィルベルトの配下や、エルヴェティア王国からついてきた修しゆう道どう騎き士したちが並んでいる。

　そして、ヴィルベルトの視線の先には────

「リ、リナト…………」

「……………………！」

　思いがけない出来事に困こん惑わくした様子のエリオールと、その傍かたわらで険けわしい表情をしているフロリアンがいた。彼らの姿を認めたリナトは、目を皿のように大きく見開いている。

　薄く笑みを浮かべながら、ヴィルベルトはエリオールたちに問う。

「すみませんが、リナト君の部屋を調べる許可をいただけますか？　きっと色々と、面白いものが見つかるでしょうから」

「ええ、構いません」

　　主あるじに代わって、厳げん格かくな口調でフロリアンが答える。

「疑わしい者が相手なのです。公爵殿下のお好きになさればよろしいかと……」

「おやおやおや、ティフィン殿。ずいぶんと他ひ人と事ごとのように仰るのでございますねえ」

　揶や揄ゆするようにモルデカイが言う。

「家か人じんが疑いをかけられたなら、その上に立つ者も疑われるのは当然では？　そもそもあなたは、このリナト君をかなり買っておられた様子ではございませんか」

　言われても、フロリアンは表情を微み塵じんも動かさず、ただ黙っている。

　グリゼルダは、おもむろに口を開いた。

「つまり……彼に疑いをかける場合、あなたの部屋にも調査が入ることになるかと思います。フロリアンさん、構いませんか？」

「無論です。どうぞ、ご自由になさってくださいませ」

　またも彼は、至って冷静に答えた。

「確かに……使用人の本性を見抜けなかったという点では、私にも責任があります。ですが、出ない埃ほこりを出そうといくら叩いても無駄ということもありますよ」

　額にかかる前髪を斜めに払うと、フロリアンは口を閉ざす。

「……………………」

　その言葉を聞くと、かつての主の姿から目を逸らし、リナトはそのまま俯いた。

　────おかしい。

　先ほどからじわじわと痛みを増している腹部をさすりつつ、グリゼルダは思う。

　明らかにおかしい。フロリアンは、ずっとリナトに寛かん大だいな態度を取っていたはずだ。

　このことから、仮に執事とリナトのどちらかが事件に関わっていた場合、二人は結けつ託たくしているか、少なくとも庇い合う関係だろうと思っていた。

　だがリナトが詐欺への関与を疑われている今も、フロリアンにはまったく動揺がない。

　不測の事態に対しても冷静であるべし、ということなのかもしれない。しかしそうだとしても、ここまで態度を変えずに、かつ冷淡に保っていられるものなのだろうか？

　あるいは、フロリアンがまったく事件と無関係なのだとしたら、彼は許されざる失しつ態たいを演じた家か僕ぼくに対して、一気に態度を硬こう化かさせただけなのだろうか。

　いや、それもおかしい。かの執しつ事じは、亡き先代侯爵の遺志に従い、今も侯爵家に全身全霊で仕えている身。そんな忠義を重んじる性格の人物が、目をかけていた者に対して、こうまで唐突に突き放した態度に出られるとは思えない。少なくとも、動どう揺ようするはずだ。──何かがおかしい。どこか、見落としていることがある気がする。

　けれどもその正体を、看かん破ぱできない。

「……。ひとまず、お前の身柄は拘束させてもらう」

　縄を持ったサイモンが静かに告げると、リナトは騎士を、そしてヴィルベルトの方を見上げる。その目つきは、強い敵意と──どこか悲ひ愴そうな決意に満ちたものに見えた。

　──今までの、怯えた目とは違う！　グリゼルダが戦せん慄りつした、その時。

「…………!!」

　リナトは瞬時に立ちあがり、地面を蹴った！

　そのまま彼は、梯子の掛けられた柵に向かって駆け出す。

「ああっ！　あいつ、逃げるつもりかよ!!」

　アンドレアスが声をあげ、慌てて長銃を構える、が────

「諦あきらめろ」

　短く告げると共に、瞬時に、サイモンがリナトとの距離を詰め、前に立ち塞ふさがる。

　なおも突破しようとする彼の腕を、騎士の手が素早く捕とらえ──

「…………ぐっ!!」

　次の瞬間、リナトの身体は地面に叩き伏せられていた。青年の右腕を背中側に捻ひねりあげたサイモンは、もがく左腕を己の膝ひざで押さえつけ、怒りの籠こもった声音で言う。

「逃げようとしても、もはや無む駄だだ。お前の企たくらみは、姫様に打ち砕かれたのだから」

「おや、私の働きはナシですか？」

　冗談めかすヴィルベルトをサイモンは一いつ顧こだにせず、そのままリナトに縄をかける。

「おぉ、リナト、そんなぁ……こんなことに、なってしまうなんて……信じられない」

　連行されていくリナトを、エリオールは悲しそうに見送る。

「エリオール様。どうか……お気を落とされませんよう」

　フロリアンは主人の震える肩にそっと手を置くと、宥なだめるように優しく言った。

　その姿は、今までのものはまるで変わらないように思えた。







　その後のことを結論から言えば、リナトは詐さ欺ぎに関与していた。

　というよりも、彼こそが、この事件を起こしていたといってよい。

　屋敷の使用人部屋──リナトは一室を宛あてがわれていたのだが、そこに隠されていた書類や資料、偽造された便びん箋せんや印いん璽じはすべて、これまでに詐欺事件に遭あったと噂うわさされる貴族に関係するものだった。無論、ウルリケに使われたものもある。

　そして見つかった地図類や交わされた文書の内容から、リナトに加か担たんしていた、いわば詐欺集団の構成員たちも、次々と捕らえられていった。

　彼らは首しゆ魁かいであるリナトが逮捕されたことは知らず、ただ侯爵からの金の受け取りは「なし」になったという連絡だけを受けて、エースリングに潜せん伏ぷくしていた。そこを、一いつ斉せい検けん挙きよしたとのことである。

　集めた金の運搬や隠いん匿とく、情報収集、文書の偽造や筆ひつ跡せきの模も倣ほうなど、様々な役をこなすため雇われていた一味の数は、およそ三十人ほど。

　それらすべてが捕らえられたということで、事件はひとまず終しゆう息そくした。

　ちなみに──フロリアンの部屋からは、何も発見されなかった。さらにリナトの部屋からも彼との繫がりを示すものは見つからず、最終的にフロリアンは「事件とは無関係だった」と公おおやけに認められることになった。

　しかしそう伝えられた時の彼の表情は、疑いが晴れたという安あん堵どでも、嫌けん疑ぎに対する怒りでもなく、当然のことだというような、淡々としたものだったという。

「帝国の貴族に、あまつさえ我が主へ恩を仇あだで返そうとした不届き者です。厳げん正せいな裁さばきが下されることを、期待しておりますよ」

　極めて冷淡な口調でフロリアンがそう言うのを、グリゼルダは確かに聞いた。強がり──いや、そうではない。微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく、彼はそう言い放っていた。

　さらに、フロリアンとリナトの直接の主人であるエリオールについては、そもそも執とり調べ自体が行われなかった。大貴族であるという理由以上に、侯爵家を取り仕切っていたのが、彼ではなく執事であることは、証明するまでもなく明らかだったからだ。

　つまり、自らの邸内に咎とが人にんがいたという最悪の事態に至ってもなお、エリオールは結局のところ、安全な場所に身を置いていたということになる。

　単なる偶然だろうか。それとも────？

　当初の憔しよう悴すいからだいぶ回復し、今日ものんびりと庭を散さん策さくするエリオールの姿からは、作さく為いの気配などまったく感じ取られない。けれども、つい考えてしまうのだ。エリオールが本物の『暗愚』なら、ヴィルベルトは果たして、ああまで警戒するだろうか、と。







「……うむ、あっぱれ!!」

　リナトの逮捕から数日後。

　弟とグリゼルダから説明を受けたウルリケは、腕組みしつつ、得とく心しんした様子で頷いた。

「細かいことは置いておくとして、ともかくこれでお前の言い分が正しかったことが証明されたというわけだな、愚ぐ弟てい」

「ええ。つまり、姉上がまんまと騙されていただけだったということも、明らかになったわけです」

「ふん……まあ、その通りだな。こうなってしまった以上、否定も言い逃れもせぬ」

　腕組みを解とくと、ウルリケはふっと笑った。そしてヴィルベルトに正面から向き直ると──深く、頭を下げる。

「疑って悪かった。お前の実力、真に認めよう」

　　潔いさぎよく、ウルリケは言う。そして姉の謝罪を、これはからかうこともなく、ヴィルベルトは真面目な顔で静かに聞いていた。

　余計な自尊心に邪魔されることなく、こうして謝罪できる廉れん直ちよくな姿こそ、ウルリケの持つ誇りであり、武人として拠よって立つべき高潔さなのだろう。

「今後もし余よの力が必要になれば、すぐに呼べ。それをもって、お前への償つぐないを果たそう」

「勿体ないお言葉です。お力をお借りしたい時があれば、遠えん慮りよなく頼らせていただきますよ……姉上のご機嫌を損ねない範囲で、ね」

　ヴィルベルトは、口の端はしを吊りあげた。これで、彼の目的の一つ──姉の力を掌しよう握あくすることは、果たされたといえる。

（今回も、公爵殿下の思いのままになった、ということですね）

　権勢を得るための、ヴィルベルトの悪魔的手腕には、毎回舌を巻いてしまう。

「……だがな！」

　とそこで、女公は鋭するどい目つきで頭をあげた。

「お前がこうして余の謝罪を受けられたのは、ひとえにグリゼルダ王女殿下のお陰かげなのだ。そのことをゆめ忘れるな。後で、きちんと礼を申し述べるのだぞ」

「いえ皇女殿下、私は何も……」

「わかっていますよ、姉上。そんなに心配なさらないでください」

　こちらの言葉を遮ったヴィルベルトの視線が、向けられる。

「今回のことのお礼は、後で、たっぷりとさせていただきますから。……ね、王女殿下？」

　含みがあるかのように言うと、彼は意い味み深しんに笑った。

　どこか嫣えん然ぜんとしながらも、穏おだやかな──例の笑み。

「えっ？」

　それを見た途端、また心臓が跳ねあがる。どうしても、あの笑顔は、苦手だ。

「い、いえ！　ですから、お礼をしていただくほどのことは何も、していませんよ」

「なぁに、遠慮はやめてくれ！　あなたの働きは見事なものだったではないか。こたびの作戦変更も、あなたからの指示があってのことと聞いているぞ」

　ウルリケが、信頼の籠こもった目で明めい朗ろうに言う。

「弟はまあ、吝け嗇ちではないと思うが……もしくだらないものを礼に寄よ越こすようであれば、余に言ってくれ。その時は礼儀を教えてやろう」

「おや、怖い怖い。姉上の拳げん骨こつは痛そうですからねえ、気をつけないと」

　ひらひらと手を振りながら言うヴィルベルトの様子は、普段と何も変わらない。

　──やっぱり、こちらが変に意識しすぎているだけに違いない。改めて、そう思った。

「ところでだな。余はそろそろ、ドンケル領りように戻ろうと思う」

「えっ、お帰りになられるのですか？」

　急な言葉に驚けば、ウルリケは平然として頷き、炒いったコーヒー豆を口に含ふくむ。

「まあ、いつまでも自領を空あけているわけにはいかぬからな……。それでヴィルベルト、お前はどうするつもりだ？」

「私は、今しばらくここに残るつもりですよ。侯爵の許可もいただいていますしね」

　普段のおどけた態度のままで、ヴィルベルトは語る。

「リナトや一味の身柄は官かん憲けんに引き渡しましたが、彼らは未だこの領邦内で取り調べを受けています。数日したら、帝都まで護ご送そうされるそうですが」

　帝国の広範囲に被害をもたらした犯罪は、帝都で裁さばかれることになっている。

「その際に、一緒について行こうかと。まだ何があるかわかりませんし……侯爵のことも心配ですから、ね」

「ふん。そんなことを言っておいて、犯人逮捕の立役者として華々しく凱がい旋せんする魂こん胆たんなのだろう？　お前は本当に狡こすっからいな。そんなだから、愚弟と呼ぶのだ」

「お誉めに与あずかり、何よりですよ」

「よく言うわ」

　にたりと弟が笑むと、ウルリケも不敵な笑みを浮かべた。

「ところで王女殿下、あなたはどうなさるのだ？」

「私は……」

　ちらりとヴィルベルトに目を向けると、彼はひょこっと首を傾げてみせた。

　とぼけてみせるようなその動きに小さく微笑ほほえみ、グリゼルダは答える。

「私も公爵殿下と同じく、しばらくとどまらせていただこうと思います。まだ……」

　脳裏に、フロリアンの不可解な言動と──未だ謎多き、エリオールが過よぎった。

「まだ、気になることが残っているものですから」

「なるほどな。ではどうか、弟を頼む。あなたがいてくだされば、心強いゆえな」

　言うと、おもむろにウルリケは片方の手を挙あげる。

「では、世話になったな。二人とも、元気に過ごしてくれよ」

「こちらこそ、色々と本当にありがとうございました！　お知り合いになれたこと、心から光栄に思っております」

　お辞儀をすると、皇女もまた返礼する。

「こちらこそ、だ。また会える日を楽しみにしているぞ……さらばだ！」

　こうして、ウルリケ皇女と赤せき誠せい騎き士し団だんとは、ドンケルへと引ひき揚あげていった。




　しかし──問題が起こったのは、それからのことだった。




「く、口を割らないって!?」

　アンドレアスの言葉に、報告を読みあげていたサイモンが首しゆ肯こうした。

　ウルリケが去った翌日。グリゼルダは侯爵邸の客室にて、サイモンが伝え聞いた取り調べの報告を聞いていた。

　そしてそこで知ったのは、閉へい塞そくした状況──リナトが一向に口を割らないこと、彼の仲間たちも同様であること、そしてそのせいで、貴族たちが騙だまし取られた大金の在あり処かがわからないことだった。

　詐欺集団の拠点はすでに捜そう索さくされているのだが、そこに金はなかった。かといって、使われてしまった形けい跡せきもない。金の行方ゆくえがわからなくては、全ぜん容ようが明らかになったとはいえない。

　そもそも、自白だけで有罪と決まるわけではなくとも、本人たちの供きよう述じゆつがなければ、彼らは罪を認めていないことになる。

「……。リナトを診しん察さつした医師の話によると」

　サイモンは、落ち着いた口調で語った。

「彼には、言葉を発することができない身体上の理由は存在しないとのこと」

「つまり、『喋しやべろうと思えば喋れる』ってことなの？」

「精神的なショックなどが原因で、話すことができなくなってしまう人もいますから、一いち概がいにそうだとは言い切れませんが……」

　顎あごに手をやり、グリゼルダは呟いた。

「リナトさんは、自分の意思で言葉を発さないのでしょうか？　フロリアンさんの以前の言葉では、まるで話すことができない理由があるかのようでしたが」

「ずっと黙ってれば、自分が潔けつ白ぱくだってことになって、全部うまくいくとでも思ってるんじゃあないですか？　悪いことしたくせにずるいぜ、そんなの!!」

「……。ここはエルヴェティアではない。ミトラス帝国の官憲ともなれば、最終的に、拷ごう問もんも辞さないかもしれない」

「うえっ!?」

　飛び出した恐ろしい言葉に、アンドレアスはぶるりと震えた。

「ご、拷問……うう、そういやおれ、聞いたことあるなあ。なんか、手足を縄なわで縛って馬に引っ張らせたり、真しん鍮ちゆう製せいの像の中に突っ込んで、外から火で炙あぶったりするんでしょ」

「アンドレアス、それは古代の処刑法ではないですか！　ご、拷問ではないでしょう」

　聞くだに痛そうな、ストレスだらけの言葉に胃がうずきだす。だがそれ以上に深刻な面持ちで、アンドレアスはこちらに問うた。

「でも姫様、なんていうか……面倒くさくなったら、そんな感じにしちゃう奴もいるんじゃないですか？　いくら調べても吐かない、ってなったら……罪を全部着せて、細かいことはわかんないまま、偶然死んじゃったことにすればさ……」

　ミトラス帝国は、厳格な法の下もとに治められている。しかし組織というものは、巨大であればあるほど末端が腐くさっていくもの。ミトラスの官憲の悪い噂は聞いたことがないが、しかし、彼らのすべてが全まつたき正義感を持つとは限らない。

「そ、それは……！」

「妙なことを言うな」

　サイモンの拳が、すかさず弟の頭に振り下ろされた。

「い、痛っ!!　あ、兄上がぶったー!!」

「お前の発言で、姫様にご迷惑がかかったらどうする」

「それは嫌だけどさー!!」

「サ、サイモン、大丈夫ですよ。……ですが……」

　もし最悪を考こう慮りよするならば、アンドレアスが指摘した恐れは充分にある。

　そして真実が明かされないままになってしまっては、人道上の問題があるうえに──グリゼルダにとっても、疑問が解決されないことになってしまう。

　フロリアンのこと、そしてエリオールのことだ。

　かの執事は、果たして、本当にこの事件に何も関係がないのか？　そして、エリオールは本当に『暗愚』なのか？

　それらが明かされる鍵は、リナトにあると思う──のだけれども。

「私が……私が直接、フロリアンさんに聞いてみれば」

　言いかけて、グリゼルダは────

「い、痛たたたたっ!!」

　激しい胃痛に、思わず声をあげた。

「ひっ、姫様大丈夫ですか!?」

「胃薬を」

「あ、ありがとう……」

　甘い薬が胃の痛みを和やわらげ、ほっと息をつく。フロリアンに話を聞ければと思ったけれども、そうしたければまず、その主であるエリオールの許可を得なければならない。

　しかし官憲でもない外国人の、しかも王族が、事件にそこまで介かい入にゆうしてよいものだろうか。無礼とみなされ、祖国に迷惑がかかるかもしれない──そう思うと、胃がたまらなく痛くなったのだ。

　これまではウルリケによって、ヴィルベルトの助言者としての立場が保障されていた。けれども今、彼女は既にこの地を去っており、しかも一応事件は終わった形である。

（後でもし大問題に発展してしまえば……国の安あん寧ねいが、メルヒオールが……！）

　心配性といえばその通りだが、取り越し苦労だと笑えるほど、楽観的な状況ではない。

　グリゼルダは、どうしても、具体的な行動を取れずにいた。







　そして、その晩のことである。

「……あら？」

　コンコン、と軽くドアが叩かれる音に、祖国からの報告書に目を通していたグリゼルダは誰すい何かの声をあげる。

「どなたでしょうか？」

「だーれでしょうか？」

　歌うように変な節ふしをつけているが、そのよく通る、柔らかな声を聞けばすぐわかる。

「……公爵殿下。こんな夜よ更ふけに、一体どんなご用件ですか？」

　扉越しに問いかけると、ヴィルベルトは楽しそうに答えた。

「いやあ、実はちょっと眠れなくてですね。せっかくあなたが同じ屋根の下においでなのですから、よかったら一いつ緒しよに遊びませんか？　チェスで」

「チェス？」

　二人で遊ぶボードゲームだ。グリゼルダも昔、亡なき父に教えてもらって以来、弟や家臣たちと指さしたものだ。最近は多た忙ぼうのせいもあって、ほとんど遊べていないけれど。

「ねっ、お願いしますよ。私、前から王女殿下と指してみたかったのです。騎士殿には、もう許可を取ってありますから」

　護衛のために廊ろう下かに控えているサイモンには、もう話が通してあるらしい。だからこそ、公爵はそこに立っているのだろう。

「そうですね……」

　考えてみると──ここで了解すれば、ヴィルベルトが部屋に入ってくることになる。部屋で彼と二人きりになるのは、これが初めてではないけれど、その光景を想像すると、なぜかとても恥ずかしい気分になった。しかし、ここで帰ってもらう理由はない。

「ええ、か、構いませんよ。どうぞ」

「では、失礼します」

　部屋に踏み入ったヴィルベルトは、果たして、手にチェスのセットを持っている。こちらと目が合い、彼はにんまりと笑った。その背後には、サイモンが立っている。

「……。何かあれば、大声を」

　騎士は腰にぶら下げた長ちよう剣けんの柄えに手をやりつつ、怒れる鬼神のごとき表情で言った。

「あ、ありがとう、サイモン」

「ははは。あなたの剣が振り下ろされるようなことには、ならないと思いますよ？」

　振り返ったヴィルベルトが笑顔のままに言うと、サイモンは眉み間けんに深い皺しわを刻みつつ、静かに扉を閉めた。

「さてさて、じゃあさっそくやりましょうか。ルールはご存ぞん知じでしょう？」

「ええ。ですが、最近指していないものですから、お楽しみいただけるかどうか……」

「楽しめますとも。あなたとなら、きっとね」

　おどけた調子で言う公爵の何気ない言葉にも、なんだかどきりと反応してしまう。けれども彼が、本当にただ単にチェスをするためだけに自分の元を訪おとずれるはずがないことは、招き入れる前からよく承知していた。きっと、今の閉へい塞そくした状況について、何か話しておきたいことがあるのだろう。

　でも、そう思いつつも、普段はすっかり忘れていた遊ゆう戯ぎができるというのは、それだけでも単純に胸が躍おどる。相手がヴィルベルトなら、なおさら──

（そう、公爵殿下のような方と指せるからこそ、こんなにわくわくするのでしょうね）

　椅子に腰かけたグリゼルダがそんなことを思っている間に、同じく席に着いたヴィルベルトはミニテーブルにチェス盤ばんを置き、駒こまを並べ、白と黒のポーンを手に取った。

「さて、ここはきちんとトスで決めましょうか」

　彼は両手を後ろに回すと、それぞれの手に一個ずつ、先ほどのポーンを隠し持った。そしてその手を、前に突き出す。

「右と左、どっちがいいですか？」

「では、左を」

　ヴィルベルトが諸もろ手てを開く。左には、白のポーンが握にぎられていた。

「おや、すごい。白だからあなたが先手ですよ。ラッキーですねえ」

「幸さい先さきがよいようですね。無駄にしないようにしないと」

　グリゼルダは、白のキングの上に指を滑すべらせた。象ぞう牙げで作られているらしい駒は、ランプの灯あかりをぼんやりと跳ね返している。

「では、よろしくお願いします」

　挨拶をしてから、勝負が始まった。両者とも、まずはポーンを前に出していく。

「そういえば、公爵殿下。この勝負、もしかして何か賭かけたりなどは……」

「いえいえ、それはしませんよ。賭けチェスも悪くないとは思いますが、何かを賭けて勝負をするというのは、普段からやっているでしょう。王女殿下も」

　ナイトの駒を動かしながら、ヴィルベルトは言った。

「余よ暇かというのは、普段と違うことをするからこそ余暇なのだとは思いませんか？　たまには、特に何も得ないけれども、失うものも何もない遊びをしたくなるのですよ」

「仰おつしやる通りですね」

　実にヴィルベルトらしい言い方に頰ほおを緩ゆるめながら、グリゼルダもナイトを前に出す。

「ですが公爵殿下は、チェスもお強そうに見えますが」

「おや、まだほぼ定じよう石せきどおりにしか指していないのに、そう思わせてしまいましたか？　私の指し筋も罪作りですねえ」

「いえ、そうではなくて！」

　おどけながらナイトをさらに動かす公爵に応じ、盤の中央にポーンを進めつつ、続ける。

「なんというか……あなたのことですから、なんによらず先読みはすべてお得意なのだろうと思ったのです。実際、お強いのでしょう？」

「さあて、どうでしょうねえ。最近の私は専もつぱらモルデカイとしか指しませんから、自分の実力を客観的に量はかれないのです」

　もう一つのナイトをクイーンの前に出しながら、ヴィルベルトはとぼけている。

「まあ、どんな相手にでもおおむね勝つのですがね」

「……やはり、お強いのではないですか」

　ビショップを動かしてから、小さく笑う。

「では公爵殿下は、何かコツのようなものはご存ぞん知じでしょうか。私も昔、本を読んで研究したことはあるのですが、結局よくわからなくて」

「そうですねえ。まあ、私も人に語れるほどの腕ではありませんが……」

　こちらのポーンの一つをポーンで取ってから、彼はにやりと笑った。

「『敵の立場で考える』──これが、大切ではないですか」

「…………！」

　ヴィルベルトの鳶とび色いろの瞳ひとみが、含みのある視線でこちらを見ている。

　これは──なるほど。彼はチェスのことだけを言っているのではない。

「いよいよ本題というわけですね」

「おや、なんのことだか」

　先ほどヴィルベルトが動かしたポーンをビショップで取りながら、知らず知らず表情を硬かたくするグリゼルダに、彼は小さく笑った。

「ですが王女殿下がお望みだというなら、今度の事件に絡からめて考えてみましょうか。あなたは、こたびの事件の犯人──そう、リナト君ですがね……彼は何を求めて、事件を起こしたのだと思われますか？」

「何を求めて……？」

　呟く間に、ヴィルベルトはポーンを前に進めている。

　それを見ながら、グリゼルダは顎あごに手をやり、静かに思考を巡めぐらせた。

　単純に考えれば、求めるものは『金きん銭せん』に決まっている。しかし、当然のことだけれども──悪事で金銭を稼ぐにしても、やり方は「貴族相手の詐欺」のほかに色々あるのだ。

　貴族相手の詐欺、しかも文書の偽造による身分の詐さ称しようも含めると、今回の彼らの犯罪は、極きよつ刑けいも免まぬかれないような重罪である。得られるのは巨額の金とはいえ、一国の高位の貴族たちを敵に回し、命を危険に曝さらすことに釣り合うとは思えない。

　しかも彼らは、得た財で何かを購入した形けい跡せきがない。ということは、先を読めない刹せつ那な主義者が『遊ぶ金が欲しくて』犯罪に手を染めたのではない。すると──

「ミトラス帝国の貴族に害を成すこと。そして、自分が使用する以外の目的で金銭を得ること。この二つでしょうか」

　ナイトを動かしつつ答えると、ヴィルベルトは満足そうに笑う。

「ふふふ、そうでしょうね。そして王女殿下、そうすると、敵の姿が見えてきませんか」

「それは……」

「我が国の貴族に打撃を与え、しかもそれで金を得られれば、一いつ石せき二に鳥ちようの存在がいるでしょう」

　ポーンを取って次の手を指すヴィルベルト。思わず、目を見開いた。

「……！　イガルク帝国──そういうことですか？」

「そうなのではないでしょうか？」

　彼は事もなげに言ってのけ、いつもの革袋からグミベアを取り出すと、ぱくりと口に放り込む。一方のグリゼルダは、背中に嫌な汗が伝つたうのを感じた。

　イガルク帝国──ミトラス、そしてそれと盟めいを組むエルヴェティアの、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵国家。かの国がまた、陰いん謀ぼうを巡らせているというのだろうか。

「むしゃむしゃ、おっと、質問に質問で返してしまいましたね。ですが、ミトラスの体面を傷つけると同時に財を得られるとしたら……かの大国にとっては、美お味いしい話でしょう」

　そこまで言って、彼は目でこちらに次の手を促うながす。手が止まってしまっていたことに気付き、慌てて次を指した。

「……では殿下は、犯人とイガルク帝国に、繫つながりがあるとお考えなのですね」

「リナト君の身元を、官憲が調べたらしいのですがね」

　ヴィルベルトが、ビショップを前線に押し出す。

「彼がミトラスのどこの出身で、どうやってこのエースリング領りようにやってきたのか、結局わからなかった……というより、身元を証明するものがどこにもなかったのですよ。たいていは、教会を調べれば出しゆつ生せいの記録があるはずなのですが、それも含めてね」

「ますます、怪しいですね」

　そうまで言って、しばし黙もつ考こうした。黒のビショップが、敵陣の真ん中からこちらを睨にらみ据すえている。ぼんやりすればすぐ負けてしまう厄やつ介かいな局きよく面めんを迎えつつあるけれども、もっと重要なのは────

「そんな怪しい人をフロリアンさんはなぜ雇い、庇かばい、そして今になって、ああまで冷淡に突き放しているのでしょう。まるで……まるで、人が変わったかのように」

「さあて、ねえ。それがわからないのですよ。正直なことを言えば、私もね」

　ひとまずポーンをさらに前に押し出したこちらの動きに合わせて、ヴィルベルトはキングを盤の端はしに寄せながら答えた。それに対し、考えながら呟く。

「もしリナトさん……彼がイガルクから来たのだとしたら……そしてフロリアンさんに彼との繫がりがあるのだとしたら……もしかすると、二人ともイガルクと……？」

　さらに、エリオールもイガルクと通じていたとしたら、取り返しがつかない事態になる。根こん拠きよのない憶測を重ねても意味はないが、しかし、これは看かん過かできない可能性だ。大貴族が、敵国と繫がっている疑惑など。

　前回の事件の時は、セールイは明らかにイガルクからの刺し客かくであったにもかかわらず、当のイガルクは我関せずを貫いた。かの国は、表立った衝しよう突とつは回避しつつ、水面下での戦いを続けようというのだろうか。そして──

「イガルクが関わっているなら、この事件、是ぜが非ひでも解決しなくてはなりませんね」

　そう考えると、自然と、唇に歯が食い込む。

　イガルクに付け入る隙すきを与えるようなことだけは、あってはならない。

　その隙が、民の安あん寧ねいを奪われるきっかけに変へん化かするに違いないのだから。

「ええ、その通りですね」

　意気込むこちらを見やるヴィルベルトは、いつもと変わらぬ様子である。

「イガルクは……まあ、あの国の内情は閉ざされていてよくわかりませんが」

　グリゼルダがさらに前に動かしたポーンをナイトで取りつつ、彼は続ける。

「どうやら昔から、貴族の地位を金で買える国らしいですね。地位が欲しいからどんなことをしてでも金を手に入れるというような、そういうどうしようもない人を生みやすい土ど壌じようが、元がん来らいあるようですよ」

「……荒れているのでしょうね、国内が」

「ええ、そうでしょうね……おっと」

　こちらが斜め前に出したクイーンに、ヴィルベルトが反応する。

「意地が悪いですねえ。ポーンかナイト、どちらか選ばないといけないではないですか」

　クイーンは、縦・横・斜めのどの方向にでも、任意のマスまで移動できる。今その駒が、黒のポーンとナイトを両方取れる位置にいた。盤上に向けていた視線を上げると、ヴィルベルトはにやりと笑った。まるで、面白いものを見ているような目だ。

「意外ですねえ。あなたの指し筋がここまで攻撃的だとは、ちっとも思いませんでした」

「いえ……あなた相手に防ぼう御ぎよに回っても、無駄だろうと思っただけです」

「それはそれは。高評価をいただいているようで、ありがたいことですね」

　黒髪を搔きあげると、彼はナイトを動かす。だからグリゼルダは容よう赦しやなくクイーンでポーンを取った。そうすると──

「おやおや」

　おどけた調子ながら、公爵は呆れたように肩を竦すくめた。

「今度はナイトとビショップ二つと、それにルークが狙われていますか。あーあ、あなたのクイーンを放っておいたら、前線がずたずたにされてしまいますね」

「こうなることくらい、あなたはもうずっと前から読んでいたはずですよ」

　当然そうなのだろう、と思いつつ言うと、ヴィルベルトはふふと笑った。

「本当に、あなたはよく私を誉めてくれますね。嬉しいですけど……」

　と、彼はナイトを守る方向に駒を動かした。

「クイーンを動き回らせて敵と戦うなんて頼もしいこと、普段からやってくださればいいのに」

「……えっ？」

　思わずきょとんとしてしまうと、ヴィルベルトは、念を押すように続けた。

「あなたはあなたの持っている宝を、もっと有効に使うべきですよ？　王女殿下」

　彼は盤上の白のクイーンを指す。

「と、この駒が言っています」

「そ、それは……」

　これは、チェスの話ではない。今回の事件に関する話だ。そしてグリゼルダの持つ『宝』──それは、清せい廉れんさと理性なのだと、以前、ヴィルベルトは言っていた。

　もしかして、彼は最初から知っていたのだろうか。グリゼルダが抱えている、フロリアンとエリオールに対する疑ぎ念ねん、そしてそれを明かすことに対する逡しゆん巡じゆんを。そして、その背を押すために、ここへやってきたのだろうか。いや、きっと、そうなのだろう。

　心の中を覗かれたような気がして、驚きと喜びがない交まぜになったような感情に、胸は高鳴る。けれど手を止め、努つとめて冷静な声で答えた。

「……あなたの仰ることにも、一理あります。ですが世の中はチェス盤ではありませんし、人は盤上の駒ではありません」

　ヴィルベルトが指していたクイーンの駒を見ながら、続けた。

「チェスでは決まりきったことしか起こりませんし、駒で駒を取っても、そこに恨みが生まれるわけではない。ですが、人間同士ではそうはいきません。私は……私が、軽はずみな行動を取るわけには」

「ええ、ごもっともですね。でも革新的な考えは、得えてして現状を否定するものですよ」

　ヴィルベルトはグミベアの頭を齧かじると、にっと笑った。

「自ら枷かせを嵌はめていては、何者も偉い大だいになどなれない……敵陣の奥深くに達したポーンでなければ、昇格できないのと一緒ですね。つまり、あなたはもっと自信を持つべきではないのかなーと、白のクイーンは言うわけです」

「…………ありがとうございます」

　ひとまず礼を述べたものの、知らず、気落ちした声こわ音ねしか出ない。

　確かに、国の安寧を保つためには、確証がなくとも己の信念に従い、危険に飛び込む必要もあるだろう。とりわけ詐欺事件がイガルクと関わっている可能性が強まった今こそ、そうした決意が求められるのかもしれない。

　けれど一国の王女たる者の軽けい挙きよは、それこそ、「駒を取られてしまった」どころではない影響を生んでしまう。

　それ以前に、こんなにすぐに胃を痛めてしまうのに、自ら危地に飛び込むなんて。そう思うと、それまで平静を保っていた胃壁が、ぎりりと悲鳴をあげるのを感じた。

（ああ……私は言い訳をしているだけなのでしょうね）

　胃の痛みに、それを思い知らされる。自分はただ単に、恐れているだけなのだ。怖がることを、正当化しているだけだ。

「……公爵殿下は、ナイトを重視なさっているのですね」

　浮かんだ悲観的な思考から逃れるように、チェスの話題に戻した。するとヴィルベルトはにっこりと笑って、自分の黒のナイト二つの、馬を模もしてある頭を撫なでる。

「ええ、今回の作戦の要かなめはこの騎士たちですからね。二つあるとはいっても、代わりがいるわけではありませんから」

「そうですね。チェスは、取った駒を使えるわけではありませんから、代わりは……」

　と──そこまで口にして。

「はっ…………！」

　我知らず、声をあげてしまう。

「おや？　そんなに目を大きく見開いて、どうかなさいましたか？」

「い、いえ……」

　革袋からまた新たに一粒のグミを取り出そうとしていた手を止めて、ヴィルベルトは問いかける。けれどグリゼルダは、突とつ如じよ閃ひらめいた己の考えに驚きよう愕がくし、その一方で戦せん慄りつしていた。──二つあるといっても、代わりはいない。二つ？　……代わり？

　これまでに侯爵邸で見聞きしたものが、様々な光景が、頭の中に浮かんで、渦うずを成していく。最初は決して混ざることのなかったそれらが、今は、自然と一つの形に溶け合っていくのを感じた。そしてそのことは、この推論が正しいことを示していた──たとえ、今は確たる証拠がなかったとしても！

「いえ……確証を得たければ、侯爵閣下とお話ししなくては……」

「おやおや、ヘングステンベルク侯がどうかしたので？」

「公爵殿下！」

　暇だからか、グミベアでピラミッドを作りはじめているヴィルベルトに向き直り、正面から、落ち着いて語りかける。
















「……せっかくのお誘いでしたのに、手を止めて申し訳ありません。ですが、どうしても今、お伺いしたいことがあるのです」

「なんですか？　スリーサイズ以外なら教えて差しあげますよ」

　こちらは深刻なのに、この人はいつも茶化す。なんだかそれに勇気づけられたように感じながら、おもむろに、こう問いかけた。

「あなたは以前、侯爵閣下のことを『暗愚』だと仰っていましたね。そのお言葉は、本当なのですか」

「……なぜ、それを今お尋ねになる？」

　彼の目が──例の、有無を言わさぬ怜れい悧りな光を帯びたものに変わる。

　思わず、少し怯ひるんだ。これはミトラス帝国の次期皇帝争いに関わる質問だ。ヴィルベルトがもう一つの顔になっても仕方がない。けれど──同じ彼は、先ほどこうも言っていた。自身の宝を、有効に使うべきだと。

　グリゼルダは白のクイーンを一いち瞥べつし、それから口を開く。

「あなたのお言葉で、気づいたことがあるのです。未だ単なる憶測にすぎませんが、しかし、侯爵閣下にお尋ねすれば確証を得られるかもしれません。ですからその前に……閣下のお人柄について、あなたのご意見を聞かせていただきたいのです」

「そうですか。いえ、あなたならきっと、そう考えてくれると思っていましたよ」

　未いまだ冷たい目のままで、けれどもヴィルベルトは薄く微笑んだ。

「ですが王女殿下、先日の私の答えはもちろん、本当ですよ。エリオール殿は『暗愚』です……それも、とびっきりの、ね」

「とびっきりの、とは？」

「彼は単なる暗愚ではなく、自らそうなっているということですよ。しかもそれでいて、無能だからと謗そしられたり、排はい斥せきされたりはしない。チェスのキングは、自ら前線には立たないが、ゲームになくてはならない存在ですよね。それと同じです」

「…………！」

　驚愕と共に、確信した。ヴィルベルトと自分は、考えていることが一緒だ。

「公爵殿下！　つまりエリオール様は『何もしない』ことで、自分を守っていると……」

「彼の保身の才能は、私の遙はるか上を行く」

　ついにきっぱりと、公爵は口にする。

「何もしない、できないと言いながら、自分の望み通りに他者を動かす……それほど強いことはない。どんな時でも、周りが勝手に動いて自分を守ってくれるのですから」

「そうですね。私も閣下とお話しした時、同じことを思いました」

　以前感じ取った、エリオールの才能。ヴィルベルトの言葉が正しければ、それは単なる才能ではなく、意い図と的てきに行使される能力でもあるわけだ。何も望まなければ、何も意思を表明しなければ、責任は生じない。それと同時に彼は、侯爵家の象徴として不可欠な存在。ただそこに君くん臨りんしているだけで、周囲は満たされる。

「王女殿下。あなたは、侯爵に何かを聞きにいくと仰っていましたね」

「……え、ええ……いえ」

　曖昧な返事が、口を衝ついて出た。

「そうするべきだと、思っておりますが」

「だったら、そうするべきですねえ」

　喋りながら片方の手でグミベアのピラミッドを作りつづけていたヴィルベルトが、ついに頂点に最後のグミを乗せる。

「言ったでしょう、私もたまに、自分の判断が正しいかどうか不安になると」

　以前の、図書室での会話のことだ。

「ええ。……そう仰っていましたね」

「あれもね、本当なのですよ。だってそうでしょう、一人の人間が考え出せることには限界がある。だからこそ、私はね、あなたに会えてよかったと思っているんです」

「えっ」

　突然の意外な言葉に、またどきりと心臓が高鳴る。小さくとも温かい光が胸の内に生まれるような、不ふ思し議ぎな感覚に戸と惑まどっていると、ヴィルベルトは穏やかな、宥なだめるような、優しい微笑みを浮かべた。

「それにこの前も、あの廃坑で言ったじゃないですか。あなたには、正しい道を歩もうという決意がある。かつての私は忘れていましたが、それはとても、尊とうといものなのですよ。あなた自身は、気づいていないでしょうけど」

「公爵殿下……！」

　セールイに傷つけられ倒れたヴィルベルトが、グリゼルダの頰を撫でながら、語ったあの時の言葉。てっきり、冗談なのだと思ってしまっていたけれど──

「あなたは、険しくも正しい道を歩んでいる。そして、その道を歩むあなただからこそ、気づくこともあると──そう」

　彼の目が、ひときわ柔らかく細められる。

「そういう風に、あなたのことを、私は信用しているんですよ。……ふふ、いつぞやあなたが言ってくれたことの、受け売りになってしまいましたね」

「…………あ……」

　信用──そう、確かに以前、偽にせダイヤ事件の舞台ともなったヴィーゼ領の海で、グリゼルダはヴィルベルトに「信用している」と告げた。競争相手として、とその時は言った気がするけれども──それでも。他ならぬヴィルベルトから、同じ言葉を伝えられることが、こんなにも胸の内を温かく照らす光になるなんて、思ってもみなかった。

「あ、ありがとうございます」

　彼の甘く、優しい微笑みを、それ以上直視できない。つい目を伏せてしまうが、それでも──胸の中に灯ともった光は、確かにまだ、そこにとどまっていた。

　そう、ヴィルベルトは知りたいのだ。エリオールもまた、イガルクと関わりがあるのか。それ以上に、グリゼルダが侯爵の気質をどう判断するのか。そして次期皇帝の器うつわとして、両者のどちらを選ぶのか──知りたいからこそ、彼はグリゼルダを事件に巻き込み、帝国内に招き入れたのだろう。

　ヴィルベルトは今、背中を優しく押してくれた。これもまた彼の策さく略りやくなのかもしれない。でも、たとえ、その本心がどこにあったとしても。

（押してくれたというだけで……信用していると言ってくださっただけで、充分です）

　七歳で受け継いだ右手のブルーダイヤの指輪と──いつの間にか欠かさず着けるようになっていた、ヴィルベルトに貰ったエメラルドの首飾りを、順々に見やる。

「公爵殿下、わかりました！」

　今度はきっぱりと、面おもてをあげて答えた。

「私、明日、侯爵閣下にお会いします。そして私の考えが正しいのか、侯爵閣下はどうお考えなのか……確かめてこようと、そう思います」

　ヴィルベルトに会ってから、自分は少し、強くなっている気がする。

　そう思うと、胸がどんどん、温かいもので満たされていくのを感じた。

「おや、素晴らしい。頑張ってくださいね、私はあなたの活躍を『温かく見守って』いますから。ふふふふ」

「うぐっ!?」

　穏やかな顔のまま、公爵がいつもの台詞せりふを放った途と端たん、胃痛が再発する。せっかく消えていたのに──これは、彼の言葉に対するトラウマ的な何かなのだろうか。

「う、い、痛たたた……」

「おやおや、大丈夫ですか？　胃薬飲んでます？」

「の、飲んではいますが…………！」

　せっかく少し強くなれたと思っていたのに、まだまだこの痛みからは逃れられないらしい。もちろん、そんなすぐに成長できたら、誰も苦労はしないのだろうけれど。

　グリゼルダがしばし蹲っていると、ヴィルベルトは無言で立ちあがり、近くに歩み寄ってきた。そして、しゃがみ込んだ彼の右手が──静かに、姫君の頭に乗せられる。

「えっ!?」

　そのまま彼の手は、静かに頭を撫でた。突然の感触に一瞬混乱し、そして一気に言葉が出なくなる。まるで幼おさな子ごのように撫でられると、かつての両親との記憶が甦よみがえるようで、どこか懐かしくて──でも、その時とは明らかに違う、全身を駆け巡る甘い痛みのようなもので、指の先までじわりと痺しびれる。──やはり、言葉が出ない。

「あ、あの」

「ねえ、王女殿下」

　こちらの言葉を遮って、ヴィルベルトは眼前で、まるで睦むつ言ごとのように囁ささやいた。

「それでは……胃が痛くなくなるとっておきのいいこと、教えて差しあげましょうか」

「え、あ、そっ、それは……」

　と、グリゼルダは先日の出来事を思い出す──唇に押し当てられた、グミの感触を。

「わかりました、またグミベアでしょう！　確かに美お味いしかったですが、もう結構……」

「いいえ、そうではありません。もっともっと、イイことですよ」

「えぇっ……!?」

　耳元で囁かれた言葉は、ひどく艶つやっぽく響く。

　吐息が触れるだけでも甘く痺れてしまうのに、そんなことを言わないでほしい。呼吸するのさえ苦しくなって、単なる返事だって、もうできなくなってしまう。

　頰が熱い。恥ずかしくて、もう、目を伏せてしまいそうだ。

「ふふふ、興味津しん々しんですね、王女殿下」

　ヴィルベルトはじっと、グリゼルダの橄欖石ペリドツト色の瞳を覗き込んだ。

　そして頭を撫でていた手を離し──おもむろに──

「ここ」

　と、普段のおどけた調子で、チェスの盤上を指す。

「王女殿下、あなた、この次の手で、ここのポーンを前に出すつもりだったでしょう」

「え？」

（チェスの話？）

　いきなり現実、というかいつもの調子に戻されて、雰ふん囲い気きの違いに悪酔いしそうになりながらも、とりあえず、言い当てられた予測に頷く。

「あーあ、それじゃあ駄目ですよ。言ったでしょう、私のナイトは作戦の要かなめだって。ここのポーンが空けた穴から一気に突破されたら、あなたのキングはさようならでしたよ」

「………………」

「一度攻めたら、攻め続けないと。これ、チェスの鉄則です」

　知らず知らず、むっとした顔でヴィルベルトを見やると、彼はぷっと噴き出した。

「あっははは、そんなに怒らないでください。これでまた今度続きから指す時に、あなたが有利になるでしょう。だからこれがとっておきのイイこと、ですよ」

「こっ、公爵殿下！　あなたは……!!」

　私のことをからかって遊んでいるのでしょう！　と、叫びだしたい気持ちをぐっとこらえ、頭を振った。ああ、もう！　またからかわれてしまった！

「わかりました、ご忠告ありがとうございます。いえ、今度続きからということは……もうお部屋に戻られるのですか？」

「ええ、そうですよ。だってもう、かなり遅くなってしまいましたからね」

　懐かい中ちゆう時計を指すヴィルベルト。時刻は既に真夜中だ。

　彼は慌ただしくチェスを片づけはじめた。棋き譜ふを取らなくても平気らしい。

「明日は大仕事でしょう、無理して起きていてはいけませんよ。それでは、王女殿下」

　ヴィルベルトはドアに近づくと、軽く手を振った。

「おやすみなさ……おっと」

　開けた扉のすぐ近くに、すさまじい形相のサイモンが腕組みして立っていることに気づいた彼は、しかしまったく動じなかった。

「あはは、あなたもおやすみなさい、騎士殿。ではでは～」

　そのままヴィルベルトは、こちらの挨拶も聞かぬうちに、廊下の向こうに去っていく。

「……。姫様、ご無事でしたか」

「え、ええサイモン。大丈夫ですよ」

　サイモンは安心したように僅かに口の端はしをあげた。そして一礼し、扉を閉める。

「…………」

　部屋にたった一人になって、グリゼルダは、そっと公爵の手が触れた自分の頭に触ってみる。そこには未だ、彼の温ぬくもりが残っているように思えた。いや、彼に灯してもらった光は──今も、確かに温かく、胸の内で輝いている。

「明日は必ず、侯爵閣下にお会いしましょう」

　そう独ひとりごちても、もう、胃の痛みが激しくなることはなかった。







「私が同席してはならないと、そう仰おおせなのですか？　王女殿下！」

「いえ、少しの間で結構ですので、席を外していただけないかと……」

　翌日。以前と変わらず薔ば薇ら園えんで読書をしているエリオールとの会見を取りつけようと、グリゼルダは、フロリアンと対たい峙じしていた。こちらの申し出に、彼は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。

「失礼ながら……私は当家の執しつ事じとして、エリオール様の御おん身みを常にお守りせねばならない立場です。お二人のみでお話しいただくというのは」

「二人のみではありません。私に仕える騎士たちが、護衛についています」

　　促うながすと、フロリアンは、こちらの背後に立つサイモンとアンドレアスに目を向けた。

「大丈夫ですよー、執事さん。おれたち、清せい貧ひん・貞てい潔けつ・献けん身しんの修道騎士ですから……まあおれは見習いだけど。とにかく、信用してくださいよ！」

「…………」

　明るく声をかけるアンドレアスと無言のままに睨むサイモンに、しかし怯ひるんだ様子もなく、フロリアンはなおも主張する。

「ですが、いかに聖職者でいらっしゃるといえどお二人は異国の方。やはり……」

「あら、それはおかしいですね。フロリアンさん」

　努めて声を張り、言った。

「あなたは以前、私が侯爵閣下と二人で歓かん談だんさせていただいた時は、咎とがめ立だてされなかったではありませんか。悪人も捕まったのに、今さら何をお気になさると？」

「……」

　執事は、同意はするけれども納得はしていない、といった表情で口を閉ざした。しかし、同意してくれるだけで充分──うまくいった。少し、安あん堵どする。

　こういった物言いは、ヴィルベルトの得え手てとするところで、グリゼルダは不慣れだ。だからこれまでなら、きっと胃壁が引きつって、蹲っていたことだろう。けれど今は、痛みが生まれても、それは柔らかく打ち消されていた。なぜだろう──昨夜の、ヴィルベルトの後押しのお陰だろうか。

　そう思いつつ、向こうの椅子に座っているエリオールに、視線を向ける。

「侯爵閣下は、それでよろしいでしょうか？　私と少し、お話していただけませんか」

「うむぅ？　ふむ……そうですねぇ、わたしは……」

　質問をかけられた彼は、ゆっくりと首を傾げる。

「よく、わかりませんね～。でも、フロリアンがいいというなら、大丈夫ですよぉ」

　やはり。そう思うと、緊張で動どう悸きが早まる。やはりエリオールは、自分の意思を言わない。どうしたいのか意見を求められた時、彼は必ず「わからない」と発言する。

「……承知いたしました」

　ややあってから、フロリアンは深く一礼した。

「それではエリオール様、王女殿下、どうぞごゆっくりなさってください。茶さ菓かなどご用意させますが、何かありましたら、お声をおかけくださいませ」

　頭を下げたまま、執事は語る。

「わかりました。よろしくお願いします」

　そう返答すれば、彼はおもむろに面をあげ────

「……！」

　戦せん慄りつする。その目つきは、こちらの目を覗き込むような、暗いものだった。

　自分の仮説が、しかも最悪を考こう慮りよしたものが、当たってしまっているのではという恐怖。思わずたじろぎそうになるものの、堪こらえ、平静を装い、軽く礼を返す。

　すると執事は、静かに薔薇園から去っていった。

「兄上、いっ、今の……」

「しっ。黙れ、アンドレアス」

　弟を制止すると、サイモンは主人に向き直った。

「それでは、姫様。どうぞ、お気をつけて」

「あっ、その、おれたち、ちゃんと見守ってますからね！」

「ありがとう、サイモン、アンドレアス。私は大丈夫です」

　ぐっと拳を握り、深呼吸し、大きく頷いた。

「私には、女神様のご加護と──それに、あなたたちがついていてくれますからね」

「おぉ？　どうなされたのです～、王女殿下？」

　向こうにいたエリオールが、ひょこひょことこちらに近づいてきた。

「お茶が、冷めてしまいますよぉ。騎士殿たちは、ご同席、なさらないのだろうか～？」

「いえ……実は彼らには、外から警護をしてもらおうと思っておりまして。わざわざすみません、私は頂ちよう戴だいいたしますね」

「おぉ～、それはよかった～。王女殿下のお話は、面白いですからねぇ～」

　エリオールは再び、安あん穏のんとした椅子へ戻っていく。グリゼルダは騎士たちに目配せした後、彼の背を追って薔薇園の椅子に座った。そして騎士たちは、こちらからは見えない位置まで退しりぞく。

　舞台は調った。いよいよグリゼルダと、侯爵閣下との「対決」の始まりだ。




「今日は、侯爵閣下に質問があって参りました」

　勧められたお茶のカップを手にしたグリゼルダは、単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出した。

「おぉ？　質問……ですか～？」

　それまでふーふーと、カップの中のハーブティーを吹いて冷ましていたエリオールは、きょとんと首を傾げた。

「なんでしょう～、王女殿下？　わたしにも、答えられるような、質問でしょうかぁ」

「ええ、きっと答えていただけると思います。フロリアンさんに関することですから」

　緊張に激しく波打つ心臓を、上からそっと押さえつける。動じてはいけない。そう思うと、胃い壁へきが呼こ応おうして痛みそうになる。でも、ふと指先に触れた、首飾りの鎖くさりが──ヴィルベルトから貰った昨晩の言葉が、勇気をくれるように思えた。

　一方でエリオールは、さらに大きく首を傾げている。

「フロリアン……？　ふむぅ、そうですかぁ。それで、どのようなことですか～？」

「ええ」

　湯気を立てているハーブティーを含み、渇いた口内を潤うるおすと、続けた。

「侯爵閣下は、最近のフロリアンさんの様子について、どう思われますか？」

「最近のぉ？　どうでしょう～。別に、いつもと変わりは、ないですが～」

「そうですか？　私には、どうもおかしなように思われるのです」

　真剣にそう告げれば、エリオールは困り顔になる。

「お、おかしい？　王女殿下、それはどういう、意味なのでしょうか～？　なんだか、恐ろしいです～。怖い、怖い……」

　エリオールは、小動物のようにふるふると震えた。たいていの人間、というより以前のグリゼルダなら、罪悪感を抱いて、質問を中止していたことだろう。

　──しかし、今は違う。暗に「質問をやめてほしい」と要よう請せいしているメッセージに、敢あえて気づかぬふりをして、怯えるエリオールにさらに問いかけた。

「これまでフロリアンさんは、リナトさんを庇ってはいませんでしたか？　それなのに、彼が逮捕された今、なぜ突然に、突き放した態度を取っておられるのでしょう」

「そ、そうなのですか～？　うむぅ、わたしには、全然わからないです～……」

　エリオールは、困り果てたといった様子で、諸もろ手てにカップを包み込み、俯く。

「うぅ。すみません～、王女殿下。わたしには、何も、わかりません。一体あなたが、何を、気にしておいでなのかぁ……」

「侯爵閣下！」

　少し語気を強め、軽く身を乗り出して言う。

「あなたはよろしいのですか？　フロリアンさんが、あなたの元に戻ってこなくても」

「えぇっ……？」

「私の考えが正しければ……遠からず、そうなります。フロリアンさんは遠くへ行って、もう二度とここには帰ってこられません。侯爵閣下は、あなたのことを昔から慈いつくしんでくれた彼がいなくなっても、構わないのですか？」

「それはぁ…………」

　エリオールはカップを置き、顔をあげた。その表情は変わらず、可愛らしくも締しまりはなく、いじらしい。彼の海色の瞳に、じんわりと涙が滲にじむ。たとえ忠ちゆう烈れつなる執事でなくとも、涙を拭ってあげたくなるような、可か憐れんな姿だ。

　しかしグリゼルダは、動じない。拳を固く握り、侯爵の次の言葉を待つ。

「…………」

　けれどもそのまま、エリオールはしばし押し黙る。──それはそうだろう。ここで「構わない」と答えようと、「嫌だ」と答えようと、彼は自分の意思を伝えることになる。それは、保身の道から外れた行いだ。

「わ……わかりません～」

「わからないのですか？　ご自分のお気持ちが」

「えぇ……わ、わかりません。うぅ……ぐすっ。こんな話を、まだ、続けなくてはいけませんか～？　わたしは、もしかして、あなたを怒らせてしまったのでしょうかぁ……」

「いいえ、とんでもない。ですが、続けてほしくないと仰おおせなら」

　さすがにキリキリと強まってきた胃痛を堪こらえつつ、気を奮ふるい立たせて言った。彼の望みを、察したりなどしない。エリオールの『言葉』を引き出さなくては！

「そう、はっきりと口に出してください、閣下。でなければ私は、どうしたらよいかわかりません」

「……！」

　エリオールが──初めて、大きく目を見開いた。そしてグリゼルダは、はっきりと目撃する。今、一瞬、常に湛えられていた彼の笑みが消えた。ついに、侯爵は確信したようだ。本性が探られているということを。

　やはり、エリオールの保身は、意図的なものなのだ。この人も、かつてヴィルベルトが言ったような、ミトラス帝国の貴族──謀ぼう略りやくに生きる『鴉からすの子』。そういうことだったのだ。そう意識すると、まるですさまじい殺気を受けたように寒さむ気け立だつ。

　エリオールの笑顔に癒いやされる心地がしていたかつてを思い出しても、裏切られたという気持ちはない。ただ、そうだったのかと受じゆ容ようするばかりだ。

　──だからこそ、ここからが正念場だ。

　もしエリオールに敵国との繫がりがあるなら、余計な事実に気づいたグリゼルダに、危害を加えるかもしれない。無論、そうならないように、騎士たちを周囲に配置している。サイモンとアンドレアスだけでなく、他の騎士たちもだ。だから万一の事態には備えてあるが──果たしてエリオールは、どう出るつもりだろう。

「ふうぅ～……あぁ、王女殿下」

　いつもの『暗愚』な侯爵の表情で、エリオールは、長くため息をついた。

「あなたは、とても賢い方だと、思っていたのですが～……どうして、わかっていただけないのでしょうかぁ。困ったなぁ、困ったなぁ……」

「閣下がお考えをはっきり口にされるまで、私は絶対に質問をやめません」

「おぉ～、それでは……」

　エリオールは、ふんわりとした笑顔になって言った。

「もしかして、敢えてわからず屋に、なっておられるのですかぁ？　うふふ……前にも言いましたがぁ、そうまでなさるなんて、本当に～、頑張り屋でいらっしゃるなぁ……」

　もう一度、うふふ、と笑ってから、彼はおもむろに続ける。

「今もぉ、胃が痛くて、たまらないのでしょうに～。本当に、頑張り屋なことですねぇ～」

「なっ……!?」

　不意の発言に、つい声をあげて驚く。彼ののんびりした雰囲気は、何一つ変わっていない。それなのに今、こちらの状態を正確に言い当てられてしまった。

「うふふふ～、そんなに、驚かれるとは、思わなかったですよぉ。でも、やはり王女殿下ぁ、あなたは賢かしこいですね～。こういうことができるのはぁ……公爵殿下くらいだとぉ、思っていたのになぁ～」

　和なごやかで、ゆっくりとした口調も、穏やかでにこにこした赤あか子ごのような微笑みも、何一つ変わってはいない。けれども、確実にエリオールは態度を変えている。

　本当の言葉で、話しはじめているのだ。

「……誉めていただき、ありがとうございます」

　緊張で震えはじめた手を、テーブルの下に隠す。大丈夫、間違ったことはしていない。落ち着いて、話さなければ。今こそ、清廉さと理性という宝を、使う時なのだから。

　ヴィルベルトの言葉が胸に浮かぶと、自然と、胃の痛みが薄れていく。

「私は今回、どうしても閣下のご意見を伺いたくて──それでここまで参ったのです。ですからどうか、あなたご自身はどうお考えか、聞かせてください」

「おぉ～、なるほどぉ。でも、わたし自身の考え？　そうですかぁ……」

　ふむぅ、と声を出し、エリオールはしばらく、何か考えるように首を傾げる。

「うふふふふ。今までぇ、こんな風に聞かれたことがなかったものでぇ、なんと答えればいいのやら～。でもぉ、そうです、ねぇ～……」

　エリオールは、カップをテーブルに置く。

　次いで、組んだ手の指をしばらく動かした後──ゆっくりと、こう述べた。

「リナトがぁ……彼が、イガルクの人間だということを、フロリアンは、きっと、知っていたのではないでしょうか～」

「っ！」

　思わず椅子から浮きそうになってしまった腰を、慌てて座ざ面めんに据すえる。

　彼のどこが──暗愚だというのだ。

「か、閣下！　あなたはもしや、最初からすべてを知って……」

「わたしはぁ、フロリアンを、昔から、信じています～。だから、彼が、リナトを連れてきた時も、変だとはぁ、思いませんでした～」

　ゆっくりとした喋り方は変えないものの、彼は、自発的に語った。

「でもぉ、どうやら、フロリアンとリナトには、特別な関係が、あったみたいですね～。わたしは、彼らが、イガルクの言葉で喋っているのを、聞いたことがあります～。そしてリナトが、よからぬことを……いえ、詐欺を働いていた時もぉ、フロリアンは、それを止めなかったですねぇ。というより、手伝いをしていたと思います～」

「……！」

　固かた唾ずを吞んで、エリオールの言葉を聞いていたけれど──今の証言は、決定的だ。

「わたしはぁ、フロリアンのすることを、黙って見ていました～。でも、そうこうするうちにぃ、あなたがたが、やってきて……うふふ」

　エリオールは、静かにカップを手に取り、おもむろに傾け、中身を飲み干した。

「リナトが捕まってぇ、フロリアンがぁ、ああなってしまったのです～」

「やはり閣下は、すべてご存知だったのですね。それとも……」

「怖い顔をしないでください～。わたしは、詐欺に、手を貸してなんていませんよ～」

　彼はくすくす笑う。

「当然でしょう～？　だって、わたしは、哀れな『暗愚』なのだから～。幼い時から、近くにいるフロリアンでさえぇ、わたしのことは、守るべき者としか、思っていないのだから～……うふふ……リナトはわたしなどぉ、気にかけていませんでしたよ～」

「それに、積せつ極きよく的てきに陰いん謀ぼうに手を貸すことは、あなたの主義に反する。そうですね？」

「さぁ、それはどうでしょうねぇ。よく、わからない、です」

　明らかに含ふくみを持った風に言いつつも、エリオールは前と変わらぬ、可愛らしい動きで首を傾けてみせた。

「なんでも、自分でやってみせるのではなく～、周りの人に動いてもらう方がぁ……その方が、誰の謀ぼう略りやくにも、嵌はめられずに済むとぉ、昔よく、父が言っていましたがぁ」

　現皇帝との争いに敗れた、エリオールの父の言葉だ。きっと先代侯爵は、自らの轍てつを踏まないようにと教えたに違いない。それを彼の息子は、完璧に成なし遂とげているわけだ。

「……そうなのですね。ですが閣下、結局あなたは最初から、すべてご存知だったということに違いはありませんね？　なぜ、黙っておいでだったのです」

　責めたりするつもりはない。けれども、もし自分なら──大切な人が詐欺に手を染めるようなことがあれば、きっと止めるだろう。そう思ってしまう。

「うふふ～、王女殿下。誰もが、あなたと同じだと思っては、いけませんよ～」

　またもこちらの心を読む洞どう察さつ力で、彼はにこやかに答える。

「ほらぁ……わたしは、誰だったでしょう？　わたしは、公爵殿下の政敵でぇ、つまり、帝位を、狙わなければならない身なのですよぉ」

　──『ならない』と、エリオールは義務のように語った。

「そうなるとぉ、わたしは、彼と同じ道をみんなに、示すわけにはいきません～。あの方の、やり方にはぁ、ついていけない人々の、支持を集めるからこそぉ、別の候こう補ほたりうるのですから～。だから……」

　まったく表情を変えないまま、続ける。

「今の、皇帝陛下と同じくぅ、反イガルクを掲かかげる公爵殿下に、対抗するためには～……国内の、潜せん在ざい的てきな親しんイガルク派に近づく必要がありますよね」

　唐突に、妙に理知的に、エリオールは言った。

「な…………っ!?」

「うふふ～。それがぁ、いちばん、確実な方法ですから。そうでしょう～？」

　普段の口調に戻り、平然と語られる言葉を、信じられない気持ちで聞く。

　エリオールは、詐欺事件の黒幕ではない。でも、親イガルク派になるつもりがある。そして、リナトとフロリアンはイガルクの人間である。すると────

「あなたは……まさか」

　震える唇から、言葉を絞り出す。

「まさか、最初から、わざと──わざと、リナトさんたちの好きにさせていたのですか？」

「ふむぅ～、違う、とは言えませんね～。もしリナトたちが、成功したならぁ、わたしはきっと、イガルクに縁えんの深い、人間になっていたでしょうから～」

「そんな……それでは、もしあなたが帝位を得たら！」

「もちろん、イガルクと講こう和わしますよ～。そう、王女殿下ぁ」

　と、ここでエリオールは、こちらに向かって手を差し伸べる。

「わたしばかり、質問にお答えしていてもぉ、なんとなくつまらない。そうでしょう～？」

「……ええ。そうかもしれませんね」

　ここにきても、彼は「質問に答えろ」とは言わない。ともあれ、グリゼルダは頷いた。

「わかりました。ご質問があれば、どうぞ」

「うふふ～、では、王女殿下ぁ。あなたは、どうして、頑張っているのですか～？」

「え？　それは……」

　正面からエリオールを見み据すえ、はっきりと答える。

「それは、民の平へい穏おんのためです。だからこそ私は、あなたのお考えには賛成できません」

「どうしてです～？」

「イガルクとの講和、それ自体は素晴らしいことです。けれどもあなたが親イガルク派なら、きっとあなたは講和の前に、私たちの国との同盟を破は棄きされるでしょう」

　今、エルヴェティアが小国とはいえ独立していられるのは、ミトラスとの同盟あってこそ。そしてその同盟は、反イガルクのための連合なのだ。

「あなたのお祖じ父い様の代に結ばれた盟約の下もとで、エルヴェティアは独立を保ち、繁栄してきました。もし盟がなくなれば、我が国はきっと」

「ミトラスと、イガルクの間でぇ、二つに分かれることになります～。それをもってぇ、講和が、成されることでしょうね～」

　冷酷な言葉を、ひどく穏やかに、エリオールは言った。その態度に、胸の内に、かっと熱いものが込みあげてくる。

「……！　ならば、私がご意見に賛同できないのは、当然わかっていただけるはずです」

「なぜぇ？」

　侯爵は、ゆっくりと首を傾げた。

「どうしてそうまで、抗あらがう必要があるのです～？　王女殿下ぁ」

「え……？」

　虚きよを衝つかれ、グリゼルダが戸惑うと、エリオールはうふふと小さな声を立てて笑った。

「あなたがぁ、胃を痛めてまで、闘っているのはぁ、同盟を維い持じしようとしているから、でしょう～？　ですがもしぃ、わたしが選んだ道を、採とってくださるなら、わたしはあなたとぉ、あなたの民に、ずっと変わらない、平和を約束しますよ～？」

「な、何を……」

「簡単です～。独立を、諦めさえすれば、いいのですよ～」

　エリオールが帝位に即ついたなら、グリゼルダはエルヴェティア王国の消滅と引き換えに、永遠の安あん寧ねいを手に入れられるだろうと──もう一度手を差し伸べて、彼は言った。

「もちろん～、国王陛下やぁ、あなたの大切な騎士たちや、民の命を、傷つけることもしません～。ただあなたは、祖国の今のあり方をぉ、諦めればよいのです～。ただそれだけで、すべてを解決することができるんですよ～？　もう、胃も痛くなくなります～」

「侯爵閣下……」

　差し伸べられた手を、じっと見つめる。この手を取ったなら、まずグリゼルダは、事件から退しりぞくことになる。するとこれ以上の調査は打ち切られ、詐欺で集まった金は──エリオールの口ぶりから考えて、まだイガルクに渡っていない巨額のそれは、北へ送られるだろう。そしてイガルクはきっとその対価、そしてエリオールが帝位に就いた時に得られる「エルヴェティア王国の半分」の対価として、彼の支し援えんを行う。

　──いくらヴィルベルトが有能だとて、一国の支援を受け続ける政敵に対抗できるかどうか？　それから先は、事態を傍ぼう観かんしていればいいのだ。

　そして永遠に、諦めていればいい。エリオールは、そう囁ささやいているのだ。

「……さぁ～、どうなさいます～？」

　侯爵は、再び問いかけた。

「あなたはぁ、ヴィルベルト殿下とわたしとぉ、どちらを選んでくださるのでしょう～」

「私は…………」

　グリゼルダは──深く息をついた。胸の中に灯る温かな光は、今も変わらない。

　不思議と、胃の痛みはもう消えている。それくらい強固に、心が定さだまっていた。自分の決断が、間違ってなどいないという確信。ヴィルベルトに背を押されて心に生まれたそれが、不安や心配を吹き飛ばした。

「私は、諦めません」

「そうですかぁ……」

「そう……決して諦めません。私は、あなたにはならない」

「えっ!?」

　驚きの声を発するのは──今度は、エリオールの方だった。

　グリゼルダは、彼の海の色をした目をしっかりと見据えながら、静かに述べる。

「あなたは私に、諦めるべきと仰る。けれど、諦めているのはあなたの方ですよ、閣下」

「どういうことです……？」

「あなたの心が、わかったような気がするのです」

　告げると、エリオールの瞳は、さらに動どう揺ようを浮かべる。それを見て──靄もやにかかったかのように読み取れずにいた彼の心の奥を、やっと、目まの当たりにしたように思った。

「あなたは、ご自分の身を安全な場所に置くことに関しては、誰にも劣おとりません。公爵殿下も、そう仰っていました。一見するとそれは、己の保身を図りつつ帝位を狙うという態度の顕あらわれのように思えるでしょう」

　けれども。

「あなたは先ほど、帝位を狙わなければならない、と仰った。ご自身の意思で帝位を狙っているのではないとしたら、あなたにそうさせているのは──先代の皇帝陛下の血筋を慕う人々や、亡きお父様や、とりわけ、フロリアンさんなのでしょう？」

「……！」

　エリオールの笑顔に、影が生まれた。しかし、構わずに続ける。

「フロリアンさんは、あなたのお父様に命を救われた、と仰った。さらにあなたに亡きお父様の姿を見て、同じ夢を叶えようとしている。けれどあなたは、本当はそこまでの熱意を持っていない──だからこそ、『暗愚』でいられる。あなた自身の才さい覚かくを、洞どう察さつ力を、保身という名の沼に沈めていても平気でいられるのです」

「…………」

「そしてあなたは、フロリアンさんに本心を伝えることを諦めている。それは、彼に対する優しさでもあります。あなたがお父様と同じ夢を抱いていないと知ったなら、彼はきっと、衝しよう撃げきを受けるでしょうから。あなたは、そんな彼の姿を見たくない」

　野心を持っているわけではない。しかし自らにすがる人々を、とりわけフロリアンを見捨てたくはない。そして、その葛かつ藤とうを解消することを、諦めている。

　それがエリオールの本心──押し殺した『望み』だ。

「けれどもその諦めが、今、フロリアンさんを苦しめているのです。あなたが立ちあがれば、きっと彼を救うことができる……けれど、あなたは自分が取るべき道がわからないふりをしている。今までと同じように何もせずに諦めて、知らぬふりをしている」

　グリゼルダは今、熱弁を振るう己について、不安な気持ちなど欠片かけらもなかった。

　あるのはただ、自分が語ることへの確信だけだ。

「私は諦めません。どんなに険しい道でも、それが正しいのなら、歩み続けることこそが大切なのだと……そう思うからです。それに無論、私の大切な祖国を二に分ぶんする企くわだてに加担することも、できません。私は」

　きっぱりと言い放つ。

「ヴィルベルト・フォン・レイベンブロイ殿下の帝位を望みます」

「…………」

　しばらく、エリオールは黙っていた。そしておもむろに、口を開いた。

「おぉ～、王女殿下。あなたは……」

　にこり、と彼は赤子のように破は顔がんした。

「あなたは、賢いだけではなく、不思議な方なのですね～。わたしの心を、明かされるなんて……うふふ、そんなこと……もう、絶対に起こらないと思っていたのですが～」

　そう語ると、エリオールは、ゆっくりと頭を振る。

「ねぇ、王女殿下。わたしはもう、あなたに勝てそうにないですね～。なにせ、わたしの本心を、知られてしまって……しかも、怒られてしまったのだから」

「いっ、いえ、怒ったつもりなどでは！　ですがしかし、それでは、侯爵閣下……」

「……うふふ～。もう、あなたには逆らったりしませんよ。すぐには、無理でしょうけれど……少しだけぇ、諦めるのは、やめてみますよ～。わたし自身のことは、いい。でも、フロリアン……彼のことは」

　エリオールは、目を閉じた。

「彼のことは……やっぱり、諦めるわけには、いきませんから……ね～」

「侯爵閣下……！」

　それは、彼が初めて見せた、彼自身の意思だった。

「ありがとうございます！　これできっと、事件を本当に終わらせることができます」

「ふふっ。お礼を言わないといけないのは、わたしの方ですよ～……そうでしょ？」

　のんびりと、けれども今までよりもはっきりと、エリオールは告げた。




　そして──

「……公爵殿下ぁ」

　その日の夜。居きよ室しつにいた、ヴィルベルトの元を訪れたのは────

「！　あなたは」

　珍しく、僅わずかに驚いた様子を見せながら、彼は相手の名を呼んだ。

「ヘングステンベルク侯爵……こんな夜更けに、一体なんのご用です？　あなたが庭園と食堂以外にいらっしゃるなんて、珍しいじゃないですか」

　相手の思惑を探ろうとしている公爵の目は、にこやかながら懐かい疑ぎ的てきだ。

「警戒されているのですね～。うふふ、無理もないことです～」

　　儚はかなげな佇まいに、柔らかな微笑みのエリオールの、普段からは考えられない返答に、ヴィルベルトは怪け訝げんな面持ちになる。しかし──

「ご心配なく、公爵殿下」

　同じく部屋にやってきたグリゼルダは、そう告げた。

「閣下も、私たちを手伝ってくださるそうですから」

「ほう……あなたが？」

　瞬時に事態を察さつ知ちしたらしい、ヴィルベルトが問いかけると、エリオールはゆっくりと頷いた。

「ふふ、そうですよ～。わたしは、もう、王女殿下に、頭があがらないのです～」

「…………」

　その時にヴィルベルトが見せた表情を、グリゼルダは、おそらく一生忘れない。

　公爵は、普段のおどけた雰囲気は崩すことなく、けれどもまるで驚いた猫のように目を丸くして、エリオールを見ていた。次ついで彼はそのまま、こちらに視線を送る。

「まさか、ここまでやってくださるなんて……あはは、思ってもみませんでした」

「でも、閣下とお話ができたのは、あなたがいてくださったからなのですよ」

　あの時、痛みに屈したり、臆おくしたりせずに済んだのは──

「私が今こうしていられるのは、あなたが背を押してくださったから──あなたが、私のことを信用していると、そう仰ったから、なのですよ」

　はっきりと、正直に感謝を伝える。

　どことなくそれは恥ずかしくて、でも……とても大切なことのように思えた。

「…………そうですか。それはよかった」

　ヴィルベルトは瞼まぶたを閉じ、嚙みしめるように言う。

「それはとても、素敵なことですね。私があなたの背を押せたなんて、とても……」

　目を開けた彼は、なお笑っていた。それは穏やかな表情の裏に、深い喜びが隠れているような──そんな、とても素晴らしい笑顔だった。見ているこちらも、自然と笑みが零こぼれるような、温かいものだった。







　その次の日の、早朝。

　いつもと同じように、一いち分ぶの隙すきもなく衣服を纏ったフロリアンは、不機嫌な面持ちで、庭園を歩いていた。先ほど用事を済ませ、これから館に戻るつもりだった。

　思えば、つまらないことになったものだ──と、彼は自じ嘲ちようする。最初はもっと、すべてが円えん滑かつに運ぶはずだった。それなのに連中がやってきて面倒くさいことになり、あいつの働きのせいで、余計に面倒くさいことになった。

　苛いら々いらする。もっとも、それを発散する術すべを、彼は持っていない。

　と、その時。朝もやの向こうに見知った──いや、憎らしい人影を見て、彼の表情は激しく歪んだ。その人影は、黒く長い、癖のある髪を風になびかせ、背を向けて立っている。いつもうるさいくらいに控えさせている警護の人間も、今は周りにいない。

　おかしくなったのか？　あんなところで何をしている？

　いや、なんにせよ、これはまたとない好機だ。

　フロリアンは懐ふところに手を入れ、ゆっくりと広げた。その十本の指すべてには細い指輪が嵌まり、指輪からは──鉄てつ糸しが伸びていた。

　あの日知った、大切な人の仇かたき。今こそ、それを討ち果たしてやる……！

　憎ぞう悪おの炎にその身を任せ、フロリアンは駆けた。

　両腕を振るい、仇きゆう敵てき、ヴィルベルトの首に鉄糸を巻きつける──その、刹せつ那なに。

「……っ！」

　鉄糸は、しかし、ヴィルベルトには届かない。近くの茂みに気配を殺して潜んでいた影が飛び出し、己の長剣で糸を搦からめ捕とったからだ。

「……。止まれ。それ以上動くな」

　赤毛の騎士、サイモンは、これ以上なく冷静に警告した。

「姫様から、生かして捕らえろと命ぜられている。これ以上暴れなければ、何もしない」

「黙れっ!!」

　フロリアンは声を荒らげ、もう一度鉄糸を操ろうとする。周囲にはいつの間にか、多数の気配が生まれている。それらはすべて銃を構え、こちらを狙っているようだ。だが、生かして捕らえろとの指示が出ているなら、発砲されることはあるまい。

　ならばこの男さえ突とつ破ぱできれば、今なお余裕こいて背中を向けている、あの公爵を始し末まつすることができる!!

「……。馬鹿な奴だ」

　サイモンは、平坦な口調で言った。フロリアンが、それに応える暇もなく──瞬間、騎士は長剣を真横に投げる。そして！

「ぐふっ……!?」

　気づいた時には、サイモンの膝ひざ頭がしらが、フロリアンの首元にめり込んでいた。

「セールイの腕は、お前よりも数段上だったな」

　着地した修道騎士の言葉が、無む慈じ悲ひに響く。のけぞり、そのまま仰あお向むけに倒れた青年を、サイモンは起きあがらせて拘こう束そくし、後ろ手に縛った。

　そうして、そこでやっと──ヴィルベルトが、フロリアンたちの方を向く。

「やれやれ。まんまと引っ掛かってくれましたねえ、ティフィン殿？」

「ぐっ!!」

　拘束されながらも、憎悪の眼差しでヴィルベルトを睨ねめあげるフロリアン。だが、公爵は構わず、口元に笑みすら浮かべ、地べたを這はう虫を見るかのような目つきでゆっくりと手を伸ばし、フロリアンの髪を摑つかんだ。そしてそのまま強く力を込める、と──

「あっ……!?」

　彼の髪は抜け落ち──いや。留とめていたピンのいくつかが、無理やり外れていく。

　それは髪ではない、鬘かつらだった。鬘の下の本当の髪は、短く切り揃えられている。

「いやあ、すみません。名前を間違えましたね」

　ヴィルベルトは、にやりと笑った。

「残念でした、リナト君。あなたの企たくらみは、全部お見通しですよ」
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「な……ぜだっ……！」

　フロリアン、いや、フロリアンに化ばけていたリナトは、憎にくしみと共に言葉を吐き出す。

　その声こわ音ねは、荒あら々あらしいものの、本物のフロリアンと少しも違たがわぬものだった。

「なぜだ……なぜ……オレがリナトだとわかった!?」

「それはまあ、仕方のないことですよ。ちょっとあからさまでしたからねえ」

　すさまじい憎ぞう悪おを受けても、ヴィルベルトは何食わぬ顔をしている。そして彼は、そのまま横を向いた。

「と言いつつ、気づいたのはこちらの彼女ですけれど。ねえ、王女殿下。最初にあなたがおかしいと気づいたきっかけは、なんだったんです？」

「そ、それは」

　アンドレアスや他の騎き士したちに守られて、一いち部ぶ始し終じゆうを見ていたグリゼルダは、ゆっくりと歩み寄よる。気をしっかり保たもたなければ。本当の意味で、事件を終わらせるために。

「リナトさん。あなたにどのような事じ情じようがあるかはわかりませんが、あなたはフロリアンさんに……つまり、あなたに成り代わって捕らえられ、今取り調べを受けている偽の『リナト』さんに対して、あまりに冷れい淡たんだった。それが、あなたの失敗です」

「失敗、だと!?」

　フロリアンの姿で、リナトは荒々しい言げんを吐はく。

「ざけんなっ！　オレはまだ、何も失敗しちゃいない！　まだ何も……」

　押さえつけられたまま、彼はこちらを睨ねめあげた。

「なんにも、復ふく讐しゆうできていない……!!」

　その目は、こちらの心を見み透すかそうとするようでもあり、同時に、あらゆる理解を拒きよ絶ぜつしようとしている。つまり──怯おびえた目だった。

　そう、リナトとフロリアンは、途中から入れ替わっていた。それはおそらく、あの日──囮おとり作戦をグリゼルダたちが決行した日からだ。髪形と眼帯、リナトの口が普段閉ざされていること、二人の纏まとう雰囲気がまったく異なっていることが、周囲の目をくらませていたけれども、彼らは元来、瓜うり二ふたつの外見と、声音の持ち主。

　その真実に至れたのは、ヴィルベルトの言葉を信じ、直感に従ったからだ。

「リナト君。その目も、雄ゆう弁べんにあなたの正体を語っていましたよ」

　　傍かたわらで、冷ひややかにヴィルベルトは言う。

「にしても、本当にティフィン殿とそっくりですね。他人の空そら似に、ではないでしょう？」

　ゆっくりとしゃがみ込み、彼はリナトに顔を近づける。

「あなたとティフィン殿は、どういう関係なんです？」

「……！」

　問われたリナトは、精一杯の抵抗として、唾つばを吐きかけた。だがヴィルベルトは既に予測していた様子で、首を傾けるだけでそれを避さける。

「ああ……あなた、育ちがずいぶんと悪いみたいですねえ」

　口調は普段のままながら、ヴィルベルトは嫌けん悪おの眼差しでリナトに言った。

「そういうつもりなら、構わない。教えたくないというなら、官かん憲けんに『リナト』として捕まっている本物のティフィン殿に聞くだけのことです」

「フン」

　リナトは鼻を鳴らすと、口の端はしを吊つりあげ、黙って笑っている。不ふ敵てきな姿で、しかも不ふ遜そんだ。真実をすべて知った今、彼のこの姿に、怒りが湧わいてくる。

　──けれど、それに吞まれてはならない。感情を鎮しずめ、グリゼルダは言った。

「フロリアンさんが、きっとあなたを庇かばう。そう思っているのでしょう、リナトさん」

　無言ながら、リナトがこちらを見やる。その視線に負けず、冷静に続ける。

「今までそうだったから、これからも同じだと……そう思っているのですね。あなたたちが入れ替わった理由は、すべて、そこにあるのですから」

「ひ、姫様！」

　　長ちよう銃じゆうを構えて控ひかえているアンドレアスが、傍らでたまらず声をあげた。

「口をはさんでごめんなさい。でも、どういうことなんですか？　おれ、何がなんだか」

「フロリアンさんは……リナトさんを守ろうとしている。要ようは、そういうことですよ」

　アンドレアスに、そして笑みの消えたリナトの双方に対して、静かに答える。

「最初から彼は、リナトさんにずっと協力してきた……そのことは、閣かつ下かが教えてくださいました。私たちの追及に、きっとフロリアンさんの方から、入れ替わりを提案したのでしょう。自分が代わりに捕まり、そのまま互いに正体を明かさないでいれば、本物のリナトさんの命は助かりますから。そして、あなたは」

　視線をまっすぐリナトに向け、告げる。

「あなたは自分を守ろうとしているフロリアンさんを、見殺しにしようとしたわけです」

　しかもその見殺しが、逆に真相をこちらに悟らせてしまう結果に繫つながった。

　完全に入れ替わるつもりなら、リナトは、フロリアンを庇かばうべきだったのだ。

　しかし、彼はそうしなかった。その理由は──それはまだ、判然としない。

「じゃ、じゃあ姫様！　さっきこいつはどうして、公爵を襲おそったりしたんですか」

　なおも困惑した面おも持もちで、アンドレアスは問う。

「そんなことしなけりゃ、まだばれずに済んだかもしれないのに。いや、公爵が一人で立ってたのは、罠わなだったってことはわかるんですけど」

「それは……」

「ねえ、リナト君」

　グリゼルダに代わって、しゃがみ込んだままのヴィルベルトが口を開く。

「あなたのその技は、セールイに習ったものですね？　だから彼を討うった私が憎くて、襲った。そうなのでしょう」

「……」

「あの卑いやしい猟りよう奇き殺人者の弟で子しが、仇かたきを討ち損じて犬いぬ死じに寸前、ということでしょう？」

「…………ッ!!」

　ヴィルベルトの言葉が、挑発だとはわかっているのだろう。

　わかってはいても、突きあげる怒りの奔ほん流りゆうに押し負けた様子で、リナトは叫んだ。

「ああっ……そうだ、そうだよ!!　お前を殺したかったんだよ！　よくも……よくも先生を！　あの人を、殺してくれたな!!」

　──先生。その言葉で、朧おぼろげだったリナトとセールイの関係が、はっきりした。

　エリオールとの最初の歓かん談だん中、セールイの最さい期ごの話をした時に、リナトが鋏はさみを落とした理由。それは、消しよう息そくを絶っていた自分の師し匠しようの命を奪ったのが誰なのか、初めて知った瞬間だったからに相そう違いない。そしてきっと、フロリアンもあの時、リナトの受けた衝撃を知っていた。だから、殊こと更さらに彼を庇ってみせたのだ。

　──あの忌いまわしい事件が残したものが、こんな形に後を引くなんて。そう思うと、気持ちの悪い汗が頰を伝った。

「今までも、何度も殺してやろうと思っていた……忌いま々いましい警備さえなけりゃあ、今頃はお前の首に蛆うじが湧いていたはずだ！」

　セールイとの一件を経て、ヴィルベルトもグリゼルダも警護を厚くしていたが、それが活いきたようだ。リナトの言葉を受けて、公爵は肩を竦すくめた。

「ほう。つまり今までは暗殺できなくてうずうずしていた。だから今日、一人でいる私を見て、餌えさを見つけた野犬のように跳とびついてきた、というわけですか。はっはっは」

　立ちあがり、ヴィルベルトは肩にかかる長く美しい髪かみを払う。

　そして、にわかに冷酷に──思わずこちらも怖おぞ気けが走る眼差しで、こう告げた。

「野犬ごときが、私を出し抜けると思っていたのか？　他人の庇ひ護ごをみすみす溝どぶに捨てる愚か者が。お前には仇など討てない。そうして地べたに這はいつくばっているがいい」

「はっ!!　ふざけるなよ。端はなからあいつの庇護なんか、当てにしてるものか」

　ヴィルベルトの残ざん忍にんな気配に負けぬようにということか、リナトは声を張りあげた。

「ははっ、お前らは知らないだろうがなぁ……あいつもオレの復讐の相手だ！　あいつがオレの代わりになるってんなら、黙って死んでもらうだけだ。今すぐにでもな!!」

「…………？」

　身を捩よじらせて叫ぶ青年を拘束しているサイモンが、僅わずかに訝いぶかしげな顔をする。

　リナトは、それを察知したのか、またも不敵な笑みを浮かべた。

「ああ、そうさ。お前ら、オレがいつまでも邪魔者を野放しにしとくと思うか？　いつ自分の正体をゲロるかわかったもんじゃない奴やつをよお。くくっ……」

　青年は、ほの暗く笑う。

「オレは今『フロリアン』なんだぜ。それに官かん憲けんどもの習性にゃ慣れてる。どんなに真面目ヅラしてやがっても、金で言うこと聞く奴は、どこにでもいるってことだよ!!」

（……！　それは、まさか……）

　こちらが動じたのを察すると、リナトの笑いは、ますます激しいものになった。

「なあ王女様よ、オレがさっきまで、どこに行ってたか教えてやろうか？　あいつがぶち込まれてるとこだよ。連中は喜んで、取り調べは昨日までに縮めてくれたぜ」

　以前、アンドレアスが指し摘てきした通りだ。たとえすべてが明らかにならなかったとしても、罪の一切を『リナト』に負おわせてしまえば、事件は解決したことになる。

「今頃はもう、あいつを乗せた馬車が帝都に向かってる。こんなところでぐだぐだやってるお前らに、止められるか!?　ははっ、できねえだろうなあ!!」

「まっ、まずいよ姫様！　今すぐなんとかしないと!!」

　アンドレアスが、慌てた様子で言う。サイモンもまた、眉間に皺しわを深く刻んでいた。

　周囲の兵士たちも動揺している。そう、このままでは、フロリアンが帝都に──こちらの手の届かないところに行ってしまう。そうなれば、ここでリナトが逃亡することは叶わないとしても、彼の復讐の一端は果たされてしまう。何より、真実を明らかにすることができない！　しかし──

「……ひ、姫様？」

　アンドレアスが戸と惑まどいの声をあげる。そう、グリゼルダは、動かなかった。不ふ思し議ぎなことに、動かなくてもよい、という確信があった。先ほど生まれた一瞬の動揺は、既に彼方に消え去っている。確かに、グリゼルダ自身は有効な対策を講じてはいない。でも──

「大丈夫です」

　これはチェスではない。だから、自分一人で全部の手を打つ必要はない。

　互いに互いを信用している、そんな「協力者」がここにいる。それは、胸の中を照らす温かい光となる言葉と共に、背を押してくれた人だ。

　視線を向けられたヴィルベルトが、ニヤリと笑った。その時────

「おお、皆！　こんなところに集まっていたのだな」

　そこに届いたのは、聞き覚えのある、ハスキーな女性の声。

「！　その声は……」

「あっ、こ、皇こう女じよ殿下!!」

　驚くグリゼルダ、アンドレアス、そして周囲の人々に鷹おう揚ように手を挙あげて挨拶すると、鎧よろい姿の皇女殿下、ウルリケ・フォン・レイベンブロイは、部下たちを引き連れてゆっくりとこちらに歩み寄ってきた。

　その傍かたわらには、しばらく姿を消していたモルデカイと、彼に連れられ、憔しよう悴すいしきった様子の『リナト』──に変装したフロリアンがいる。彼は、拘束されているリナトの姿を認めると、愕がく然ぜんとした様子で、目を大きく見開いた。同じ髪形と顔立ちの人間が向かい合わせになっているその様は、まるで、鏡を置いたようだった。

「やあやあ、これは姉上」

　いつもの調子に戻ったヴィルベルトは、気安い様子で声をかけた。

「いきなりのご連絡だったというのに、ご苦労さまです。お陰かげで助かりましたよ」

「ふん。いざという時は呼べとは言ったが、まさかこんなに早く余よの力が求められるとは思ってもみなかったぞ。この陰いん険けん男おとこが使いに来た時は、どんな用件かと思ったがな」

　コーヒー豆を、彼女はがりりと嚙かみ砕く。その横で、モルデカイが首を横に振った。

「まったく、僕を皇女様のところへ送るとは、殿下もお人が悪うございます。また眼鏡めがねを新調しなくてはならないかと思いました」

「それはどういう意味だ？　返答次第では、予想が現実になるぞ」

　ウルリケが拳を握ると、モルデカイは眼鏡を押しあげ、そのまま沈黙した。

「……ほら、言ったでしょう、リナト君。私を出し抜こうなんて、思うなと」

　ヴィルベルトは再び、莞かん爾じとした笑みで言った。

「こう見えても私、用意周到なのですよ」

　──よかった。公爵殿下なら、既に手を打っていると思っていた。

　リナトの意を受け出発を早めた護送馬車を、先んじて連絡を取っていた赤せき誠せい騎き士し団だんに足止めさせ、フロリアンを連れ戻してもらったのだ。

「ふっ。官憲の馬車を襲うなど、なかなか新鮮な経験だった。賄わい賂ろを受けていた者は、別の者に捕らえさせておいたゆえ、心配することはない」

　堂々と言い放つと、女じよ公こうは腕を組んだ。

「後は任せたぞヴィルベルト、それに王女殿下。余は顚てん末まつを見届けさせてもらう」

「……はい！」

　感謝を込めて頷うなずいた後、グリゼルダはリナトたちに目を向けた。

　そこではフロリアンが──リナトの姿を見て、震ふるえている。

「あ……あ」

　彼はそのまま、がっくりと跪ひざまずき、頭こうべを垂たれた。

「リナト……お前……捕まってしまったか……」

「……………………」

　問いかける本物に、しかし、リナトは答えない。それまでの憎悪に満ちた雄ゆう弁べんが噓だったかのように、かつて正体を伏せていた時のように、彼は黙りこくっている。

「…………っ」

　嗚お咽えつを漏らし、次いでフロリアンは顔を上げ、ヴィルベルトに訴えた。

「違います……違う！　私がリナトです。私がすべて悪いのです!!　だからどうか、彼を離してください!!」

「それはできませんね、ティフィン殿」

　ヴィルベルトが粛しゆく然ぜんと答える。

「彼は自ら、あなたと身分を入れ替えていたことを告白しました。これ以上あなたが何を言っても、もう言い逃れなどできないと思いますよ？」

「そ、そんな……」

「フロリアンさん、教えてください」

　逸はやる心を抑え、グリゼルダも口を開く。

「あなたとリナトさんの関係を……何があったのかを。そうすれば、お二人とも救われるかもしれません！」

「いいえっ!!」

　かつて執事だった青年は拒絶した。

「それは……できません。たとえリナトも罪を免まぬがれないのだとしても、私は……私たちのことを打ち明けるわけには、参りません」

　おもむろに体勢を変え、地べたに座りながら、彼は俯うつむいた。

「……エリオール様を裏切った私が、今さら何を言っても……もう」

「フロリアンさん……」

　なんと言葉をかけてよいかわからず、押し黙る。

　ヴィルベルトも、感情を込めない佇たたずまいながら、何も言葉を発さない。

　──そう。もしグリゼルダが背中を押されていなければ、ここで、この対話は終わっていたことだろう。フロリアンの堅く閉ざされた口を開く術すべは、グリゼルダも、ヴィルベルトも持っていないのだから。このままリナトたちが帝都に護送され、しかし事実は明らかにならないまま、この事件は終結したのかもしれない。

　しかしもうグリゼルダは、とどまるのをやめていた。心配性であることは変わらなくても、行動を取る前に、臆おくすることはなくなっていた。だから──事態は動いた。

「……フロリアン」

　背の高い兵士たちの後ろで、それまで事の成り行きを眺めていたその人影が前に出てくると、フロリアンだけでなく、リナトですらも、びくりと肩を震ふるわせた。

「あっ……あ、ああ……!?」

「フロリアン、そして、リナト……うふふ。そんなに驚くとは、思わなかったな～」

　赤子のように屈くつ託たくのない笑顔を浮かべ、白しろ薔ば薇らのように繊せん細さいな優美さを湛たたえ、長閑のどかに語る少年のような美青年──エリオールだ。

「エリオール、様っ……！　な、なぜあなたが、このようなところに！」

「どうしてだろうな～？」

　いつものように首を傾げると、侯爵は、青い瞳ひとみに哀しみの色を浮かばせた。

「でもぉ……お前たちの、そんな姿を見たくない。そのことだけは、確かだぞ」

「はっ……！」

　見たくない、という言葉。初めて主人の口から聞いた、要求の言葉。自分の主人が、何かを直接望むことがないということは、よくわかっていたのだろう。フロリアンの唇くちびるが、言葉を紡つむごうとするかのように戦慄わなないた。そして──

「……うっ、う……」

　彼は、静かに嗚お咽えつを漏らしはじめた。

「なぁ～、フロリアン。教えてほしい、のだが……」

　もう一度、エリオールは要求の言葉を口にした。

「お前とリナトは、どういう関係だ？　なぜぇ、こんな、恐ろしい事件を起こした～？」

「そ、それは……！」

「うふふ……。お前たちを放って、読書するふりをしていたわたしがぁ、問える筋ではないのだが～。けれどお前は、わたしになら、教えてくれる……だろう？」

「ふ、ふりを？」

　いつもの侯爵らしからぬ言葉に、フロリアンは一瞬たじろぐ。だが、すぐにそれを振り払った様子で、彼は一度、未いまだ押し黙ったままのリナトを見やると──

「……いえ、承知しました。あなた様のお望みは、なんでも……叶かなえて差しあげます」

「そう言ってくれると、思っていたぞ～」

　エリオールは、にっこりと微笑ほほえむ。それを見て、泣き顔にほんの僅わずかに笑みを零こぼすと、フロリアンは地面に膝をつき、静かに、語りはじめた。

「リナトは……彼は、私の双子の兄です」

　告白が、衝撃を伴ともなって頭に響く。眼帯や髪形で雰囲気を変えてはいたものの、彼らは生来、互いによく似ている間柄だったのだ。──そうなのではないかと、思っていた。

「私たちは七つになるまで、イガルクの貴族の子として生きていました。クレプカヤ侯爵家……それが生家でした。しかし政情不安定なイガルクにおいて、我が家は謀ぼう略りやくに巻き込まれ──燃えあがる屋敷から逃げ出した時に、私たちは生き別れになりました」

　語りながら、フロリアンは震えはじめた。それは恐怖、というわけではないだろう。

　傍らのリナトが、何か言いたげに、唇を嚙みしめているせいだ。

「追っ手から逃れるうちに、私は国境付近の山に入り、夜闇の中で谷に落ちました。そうして一人、ミトラスの領内に流れ着いた私を──死に損ないの私を救ってくださったのが、偶然川沿いを散策されていた先代の侯爵閣下だったのです」

　涙を滲にじませ、青年は語り続けた。

「先代侯爵はその時すでに、政争に敗れ、この地で静かに暮らしておいででした。そして私を、実の子のように大切に育ててくださった。エリオール様がお生まれになってからも、それは変わりませんでした。私は、言葉に尽くせないほどの愛情を受けたのです」

　フロリアンを守り育てることが、帝位争いに敗れた先代侯爵にとって、どのような意味を持っていたのか──それは、今となってはわからない。けれどもフロリアンが感じた愛情は本物だった。だから彼は、エリオールに対しても、忠ちゆう節せつを捧げたのだろう。

「ですが……ですがいつも、気にかかることがありました。たった一人の兄弟である、リナトのことです。彼がどうなったのか──生きているのか、生きているならどうしているのか、常に忘れたことはなく!!」

　血が滲まんばかりに唇を嚙みしめているリナトの姿を見ていられない様子で、目を伏せ、フロリアンは言った。

「リナトが突然目の前に現れた時は、本当に嬉うれしかった。だからこそ……集めた資金で実家を再興し、その暁あかつきにはエリオール様を援助すると……言われた時に……ああ、エリオール様を裏切ることになると、わかっていながら……！」

「うふふ。……そういうことだったのかぁ」

　エリオールは、困ったように笑いながら答えた。

「安心してくれ、フロリアン。お前はぁ……わたしを裏切ってなど、いないよ。裏切っているのはむしろ、わたしの方なのだから……」

　昨日言い当てられた本心を、仄ほのめかすようにエリオールは言った。

「エリオール様？」

　　面おもてをあげたフロリアンは、戸惑いを隠せない様子で問いかける。

「エリオール様、それは一体、どういう」

「ふっ……ざけるなぁぁあっ!!」

　そこで──リナトの叫びが、天を衝ついた。急いで視線を向けてみれば、彼は拘束を受けたまま、激しく身を捩よじらせて双子の兄弟を猜さい疑ぎに満ちた目で睨みつけ、再び叫ぶ。

「ふざけるな！　オレのことを気にかけていただと？　忘れたことはないだと!?　噓をつくなっ!!　ぬくぬく暮くらしていたお前に、オレの気持ちがわかってたまるか!!」

「リナト……」

「オレがどうして生きてきたか、お前にわかるはずがないっ！　お前らもだっ!!」

　再びあの怯えた目で──周囲に対する恐怖の眼差しでこちらを睨み据え、彼は言う。

「燃え盛る家から逃げだして……拾われてからは、独り立ちまでずっと先生に育てられたんだ。薄うす汚ぎたないことも、血なまぐせえことも相当やった。その時、先生から聞いたぞ！　弟はミトラスの侯爵のところで、勝手に幸せになってるってな!!」

「おい、あんた！　勝手なのはどっち……」

「アンドレアス、静かに」

　声をあげようとした少年をそっと制止し、グリゼルダはじっとリナトの話を聞く。

「利用する手段を思いつくまで、時間がかかっちまったがな……オレの知らないところで、オレを忘れて幸せになった奴を見殺しにして……先生を殺した奴に復讐しようとして、失くした幸せを他人の金で買おうとして、何が悪い!!　フロリアン、お前なんか、オレの代わりにとっととくたばりゃあよかったんだよ!!」

「リナト、それは……うっ、う……!!」

　おぞましい怒りの言葉を吐きかけられて、フロリアンは絶望の表情を浮かべる。

　そしてその光景に、エリオールも、アンドレアスも、言葉で割って入れない。爽さわやかな朝の陽光が降り注ぐ庭園に、およそ似つかわしくないむせび泣きだけが響いている。

　その中で、しかしグリゼルダは──ただ一人、黙もつ考こうしていた。

（……私のこの考え。間違っては、いないはず）

　そう思うと、自然と視線がヴィルベルトに向かう。すると彼もまた、こちらを見ていた。その口元は、微笑みを浮かべている。『温かく見守る』例の笑みではなく──穏やかな、信頼の笑み。それを見るだけで、勇気が湧いてくる。そう、ヴィルベルトから貰った胸の内の温かい光は、胃の痛みなど消し飛ばして、勇気を生んだ。

「……リナトさん」

　決けつ然ぜんたる態度で一歩前に出ると、静かに告げる。

「噓をついているのは、あなたの方ですね」

「なんだと…………」

「私にはわかります。あなたは、噓をついている」

「黙れっ!!」

　リナトが吠える。憎しみに猛たけるその語気に、普段なら怯ひるんでしまいそうだ。しかし、今は違う。胸を張り、彼の叫びを搔かき消すほど大きな声で、グリゼルダは言った。

「あなたは、ずっと不可解に思っていたはずです！　どうしてフロリアンさんは自分を庇かばうのか。なぜ入れ替わるなどと申し出て、自分を守ろうとするのか。取り調べを受けている時も、なぜ沈黙を守っているのか。彼が自分勝手に幸福を得て、ぬくぬくと安穏に暮らしていた人間なら、そんな行為をするはずがない、と！」

　涙を止め、フロリアンが面をあげる。だがそれを尻しり目めに、さらに続ける。

「フロリアンさんの姿を見てください。長い髪を切り落とし、己の命を賭としてまで、彼はあなたに成り代わろうとした。それは、ひとえにあなたへの罪悪感のため。あなたのことを忘れていなかった彼の気持ちは、本物なのだということですよ！」

「うるさい……黙れっ!!」

　ついに涙を滲ませながら、リナトが絶叫する。何も聞きたくないというように首を振りたくりながら、彼は感情を吐き出した。

「先生が言っていたんだ、だからこいつがオレを裏切ったのは本当なんだ!!　そうに決まってる！　でないと、オレはもう──」

　何を信じていいのかわからない。だから、信じられないものに縋すがりついてきた。

　ゆえに彼は、怯えた目をしていた。何かを信じて生きている人間が、怖かったから。

「だいたい……てめえはっ、何様のつもりだ!!」

　強烈な敵意で恐れを塗り潰すように、リナトは叫ぶ。

「ふざけるな、何も知らないくせに!!　ミトラス人でも、イガルクの人間でもないてめえが、一体なんの権利があって、偉えらそうに説教垂れて……」

「私はっ!!　エルヴェティア王国の王女です!!」

　リナトの言葉を搔き消し、グリゼルダは言い放つ。

　我ながら不思議なほど、その声音は鋭く、まるで雷らい霆ていのように庭園に響き──リナトだけでなく、サイモンやアンドレアスたちですらも、びくりと身を震わせた。

　その一瞬の沈黙を逃さずに、なおも声を張りあげ、畳たたみかける。

「私の権利も責務も、そこにあります。だから国を脅おびやかす陰いん謀ぼうには、立ち向かわなければなりません。そしてあなたが真に邪悪な人間なのか、それともイガルクに利用されただけなのか、どちらかを見極めなくてはならないのです!!」

「……っ！」

　気け圧おされ、リナトは完全に口を閉ざす。その隙すきに語気を弱め、続きを述べた。

「あなたは、育ててくれたセールイに、大きな恩を感じていることでしょう。ですが先ほど、先生の下で『薄汚い』『血なまぐさい』ことをやった、と言いましたね。つまりあなたは、セールイと為してきたことが悪であると、知っているのではないですか？」

　リナトの怯えた目を正面から受け止めても、恐れなどまったく生まれない。

「悪あく行ぎょうを重ねてきた死者から聞かされた言葉と、今、目の前にいる人間──しかも肉親から向けられている、本物の愛情と。あなたは、どちらを信じるというのです」

「っ……！」

「セールイを信じるのか、フロリアンさんを信じるのか！　どちらがあなたにとって信じるべき対象なのか、選ぶのはあなたです！　さあ、どうするのですか」

「……」

「リナトさん!!」

「…………」

　かつてそうしていたように、リナトは黙ってフロリアンを見た。もはや泣くのをやめ、茫ぼう然ぜんとグリゼルダの言葉を聞いていたフロリアンも、同じく黙ってリナトを見やった。

　そうして、永遠とも思える静せい寂じやくが、辺りを包んだ後────

「………………うっ」

　リナトの双そう眸ぼうから、一筋の涙が零れ落ちる。そのまま彼は、静かに涙を流し続けた。

　まるで、今まで流せなかったものを、一時に解き放ったかのように。

　溜め込んでいた憎悪を、洗い流すかのように──

「…………リナト」

　フロリアンは、双子の兄弟の肩に手を置く。リナトは、それを振り払いはしなかった。
















　こうして──事件は、終結した。北の帝国の陰謀が、成じよう就じゆすることもなく。セールイがそうだったように、誰かが命を落とすこともなく。

　グリゼルダは、思わずふう、と息をついた。これまで意識の外に追いやっていた疲労が、一気に襲いかかってきたようで、足元がふらりと覚おぼ束つかなくなる。

　けれども、倒れずに立っていられる。その理由は、ただ一つ。

「ありがとう、王女殿下」

　いつの間にかすぐ隣に来ていたヴィルベルトが、優しい声でそう言った。

　穏おだやかな微笑みを浮かべている彼に、グリゼルダは──

「……こちらこそ」

　そう答えて、同じく、微笑みを返す。ヴィルベルトがいてくれたから、闘えた。




「……。それで、姫様」

　しばらくして──場を収めるために人々が動きはじめた頃、サイモンが言った。

「これからあの二人は、どうなるのでしょうか。死罪も免れないと思いますが」

「でっ、でもさ、兄上！　リナトは、すごい身勝手な奴だけど……あいつは小さい頃からあのセールイに騙されて、色々、ずっと誤解したまんまだったんでしょ！」

「大丈夫ですよ、サイモン、アンドレアス。見てください、あそこを」

　指す先には、公爵主従とエリオール、縄なわをかけられたフロリアン、リナトがいた。

「……さて、それでは取引しましょうか、侯爵」

　ヴィルベルトは、冷酷な笑みでエリオールに述べた。

「あなたの執しつ事じと従じゅう僕ぼくは、今回、私の姉のみならず、帝国全体に大きな被ひ害がいをもたらしました。イガルクへの送金が、まだだったからよかったようなものの──犯おかした罪の大きさは、彼ら二人の命であっても、到底贖あがなえるものではない」

「うむぅ、えぇ、そのようですね～」

　侯爵は、にこにこした笑顔のままで首しゆ肯こうする。

「エリオール様！　どうか、この者と取引などなさらないでください!!　私の命を差し出せば、それで……!!」

「フロリアン～、馬鹿なことを言ってはいけないぞぉ。お前の命では、足りないと、公爵殿下が仰おつしやっただろう～？」

「エリオール様……！」

　庇護すべき対象と思っていた主人からたしなめるように言われ、フロリアンは驚きと感動がない交ぜになったかのような表情で、俯く。その間に、エリオールは言った。

「公爵殿下、わかっておりますよぉ。この二人の命で、足りないのならぁ、代わりにわたしの未来で償つぐないましょう～。……それでいいだろう？」

（え？）

　ぼそりと、低い声で、エリオールが念を押したようにグリゼルダには聞こえたのだが──しかしヴィルベルトはそれに構わず、冷れい徹てつながらも、どこか愉快そうに笑った。

「ええ。あなたとこんな取引をすることになるとは、思ってもみませんでしたがね……では、この二人を飼い続けるなら、どうか首輪はお忘れなきよう」

「はいぃ、そうしますとも～」

　ぱっと明るい表情で、エリオールは答えた。

「でないと、いつリナトが飛び出していって～、あなたを殺しにいくかわかったものではないですからねぇ～」

「はっはっは。もちろん、そうなったらあなたもお終しまいですけれどね」

　意い味み深しんな会話の後、ヴィルベルトはくるりと踵きびすを返す。

　そして配下の兵士たちの元に、歩いていった。

「……うん？　あれは一体、どういうことだ？」

「うわっ!?　こ、皇女様、いつの間に……」

　知らない間にすぐ近くに来ていたウルリケに、アンドレアスは飛びあがって驚く。

「おお、少年、ご苦労だったな。ところで王女殿下、どういうことなのだ、今の弟と侯爵の会話は……二人は、何をしていたのだ？」

「つまりですね、皇女殿下」

　ほっと安堵の息を漏らした後で、答える。

「侯爵閣下は……帝位争いから、事実上身を引かれたのですよ」

「なにっ!?」

「二人の命を守り、今回の事件の真相を隠す代だい償しようとして、自分の未来すべて──次期皇帝候補としての立場を、公爵殿下に差し出されたわけです」

　つまりエリオールは──もう、葛かつ藤とうから逃れ、諦めるのをやめたのだ。

　これから先、彼はフロリアンにその本心を伝えなければならない。それはまた、きっと波は乱らんを呼ぶことだろう。それでも必ず、今のエリオールならやり遂とげることだろう。

　そして、フロリアンとリナトとが、また一つの家族に戻ることも──たとえ時間がかかっても、なし遂げられるに違いない。

「ほほう、さすがは我が弟。転んでも、ただでは起きぬということだな！」

「あっ、皇女様、公爵のこと誉ほめるんですね!?」

「うむ……いやっ、べ、別に奴を認めたわけではないぞ!?」

　ウルリケとアンドレアスが騒ぐのを、サイモンが弟の頭を叩いて止めようとしている。

　制止したものかどうか迷っている間に、兵士たちに何事か命じた後のヴィルベルトが、こちらにやってくるのに気づいた。

「やあやあ、王女殿下！　お疲れさまです」

「ど、どうかなさいましたか？」

「いえね、帰りの馬車についてなんですが。相談に乗ってもらってもいいですか？」

　ヴィルベルトは、嫣然として笑った。
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　事件のすべてが終しゆう息そくして数日──グリゼルダは、祖国へ向かう馬車にいた。

　あの後すぐに、フロリアンとリナトをエリオール預かりということで引き渡すと、ヴィルベルトとグリゼルダ、そしてウルリケは帝都に戻った。

　あの双子がどういった司し法ほう的てき措そ置ちを受けたのか、グリゼルダはよく知らない。

　二人がなんの罪にも問われない、ということはないだろうけれども──しかし、命は保ほ障しようされるだろう。それが、エリオールとヴィルベルトが交わした取引なのだから。




「わたしはぁ、あなたに感謝しなければ、なりませんね～、王女殿下」

　別れ際ぎわにエリオールは言った。

「どうかぁ、お元気で～。わたしは、あなたの活かつ躍やくをぉ、いつも、祈いのっていますよ～」

「ありがとうございます！　いつかぜひ、エルヴェティアにお越しくださいね」

「うふふ……そうですねぇ。わたしも、この領りよう邦ほうに閉じこもってばかりでは、いけない。いつかきっと……近いうちに、参りますよ～」

　彼はそう告げ、にっこりと笑った。その笑顔は、心からのもののように思えた。

　そして、帝都でウルリケと別れると（彼女はこちらの肩をばんばん叩きながら、「弟を頼む」と言い残した）──即座に帰き途とに就ついたのだった。

　しかしその車中は、ある意味で、非常に居心地が悪かった。




「やっぱりおかしいぜ。なぁーんであんたが、姫様と一緒に乗ってるのさ！」

　馬車に併へい走そうする栗くり毛げの馬に跨またがったアンドレアスが、うんざりしたように言う。同じく馬に乗るサイモンも、これ以上ないほど眉み間けんに皺しわを寄せ、馬車をじっと睨にらんでいた。

「おやおや。修しゆう道どう騎き士しの方々は、何をそんなにお怒いかりなのでしょう？」

　どことなく居心地が悪い、というより気き恥はずかしさに身を縮こまらせているグリゼルダの横で、悠ゆう々ゆうと寛くつろぎながらヴィルベルトは言った。

「ラドラー領はエルヴェティアの隣となりなのだから、途中までご一緒して問題ないでしょう」

「そりゃあ、後ろからついてくるだけなら誰も文句言わないけどさ！　何も姫様の隣に乗らなくったっていいだろ!?」

　抗議する弟に同調するように、サイモンも口を開く。

「……。あなたの従者は、どこに行った」

「モルデカイは帝都で野や暮ぼ用ようを済ませてくれているのですよ。一足先に、私だけ領邦に帰るというわけです」

　ヴィルベルトは、窓から小さく手を出した。指先で、緑色のグミベアを摘つまんでいる。

「ほら、グミあげるから機嫌直してくださいよ」

「いらないよ!!」

「おや、残念。どうして流は行やらないんでしょう、こんなに美お味いしいのに」

　馬車内に手を戻すと、彼は菓か子しを口に放り込み、こちらに声をかけた。

「ねえ、王女殿下はグミいかがです？」

「い、いえ、結けつ構こうです……」

　照れくささから、呻うめくような返事しか漏もらせない。個室に二人きり、というのは今までに何度かあったけれど、馬車で二人きりというのは、また意味合いが別に思える。

「ははは、あなたって本当に奥ゆかしいですねえ。とてもこの前、犯罪者相手に啖たん呵かを切っていたのと同一人物だとは思えませんよ」

「い、いえ」

　ヴィルベルトに顔を向け、なんとか言葉を紡ぎ出す。

「あの時と違って、今は気恥ずかしいというだけです！」

「何が恥ずかしいんです？」

　ヴィルベルトは興きよう味み津しん々しんといった顔で、右手を頰ほおに置き、じっとこちらを見ていた。

「それは……」

　その右手につい視線が向いてしまい、さっと逸そらしてしまう。

「な、なんでもありません！」

　──ヴィルベルトの、大きな手。こうして改めて見ると、なぜか、チェスを指した夜のことを思い出してしまう。頭を撫なでられた温ぬくもりを。与えてもらった勇気のことを。

（なぜでしょう。それは確かに、嬉うれしかったですけど……こんな時に思い出さなくても）

「はっはっは、なんでもないということはないでしょう？」

　愉ゆ快かいそうに彼は笑った。

「先ほどから、私の手ばっかり見ていらっしゃるのですから」

「えっ!?」

　こちらの心など、とっくに露ろ見けんしていたのだろうか。跳はねあがった心臓にどぎまぎしても、ヴィルベルトはそれに構わず、至いたってマイペースにぽんと手を叩いた。

「そうそう、そういえば。『手』で思い出しましたがね、王女殿下」

「なっ……なんですか？」

　真っ赤な顔を扇あおぎつつ返事すれば、彼は座席の背もたれに軽く身を預けて答える。

「今度、ダイヤの婚約指輪を誂あつらえようと思っているんです。だからその時はまた、よろしくお願いしますね」

「ダイヤの……」

　そこまで言われて、はたと思い出す。

「わかりました、皇女殿下がご入り用なのですね？」

　馬車を足止めしてもらったお礼として、ヴィルベルトが代金を肩代わりすることになったのかもしれない。得とく心しんがいったグリゼルダが平静を取り戻すと、しかし、彼は──

「いえいえ、違いますよ」

　ぱたぱたと手を振って、けろりと述べた。

「姉上ではなく、あなたに贈おくるためのものです」

「え────？」

　今、なんて？

「うわっとぉっ!!　兄上落ち着いてぇえ！」

「……!!」

　馬車の外で、手た綱づなを思い切り引っ張られた馬が驚いて嘶いなないているような、さらに棒立ちになっているような気がするけれども、しかし、そちらに気を取られていられない。

「えっ、あ、……あの、殿下」

　震える唇くちびるから、なんとか言葉を紡つむぎ出そうとするグリゼルダを、真ま面じ目めな顔で、ただ黙って、ヴィルベルトはじっと見つめている。そんな目で見ないでほしい。

「そ、そ、それは、どういう……」

　ひどく真剣なその面おも持もちに、胸が高鳴って仕方ない。いつものように冗談めかしてくれれば、まだ平気でいられるのに。そんなにじっと目を覗のぞき込まれてしまうと、何を言えばいいのか、全然わからない。

　言葉を失い、目が潤うるみはじめた頃、ヴィルベルトの唇が、おもむろに動く。

「なーんちゃって」

　にこっ、と彼は破は顔がんした。

「…………え？」

「そんなこと、言うと思ってました？」

　途と端たんにおどけた調子になると、ヴィルベルトはそのままからからと笑う。

「あはは、王女殿下、あなたは実にからかい甲が斐いがあっていいですねえ。おや、お顔が真っ赤になっていきますよ。恥ずかしいのですか？」

「怒っているのです！　冗談にもほどがあるでしょう!!」

「おお、これはこれは」

　いつにない剣けん幕まくで詰め寄るグリゼルダに、ヴィルベルトはわざとらしい驚き顔でまあまあ、と宥なだめた。

「すみません、そんなにお怒りになるとは。自じ戒かい致しますから、気を鎮しずめてくださいよ。せっかくの可か愛わいらしいお顔が台無しじゃあないですか」

「またそういうことを仰って……」

　　釈しやく然ぜんとはしないけれど、悪気がないことは知っている。こちらがふうと息をつくと、彼はまたふっ、と笑い、静かに言った。

「今はまだでも……いずれ必ずということで、ね」

　──真しん摯しな、優しい声。

　頰がまた、ひどく熱くなる。

「っ……い、今、また何か仰いましたか!?」

　またからかわれただけ。そう思っていたのに、彼は、微笑みのまま問いかけてくる。

「おや、私がなんと言ったように聞こえました？」

「えっ!?　そ、それは……」

　つい、視線を彼から逸らしてしまう。

「い、意地の悪いことを……なさいますね」

「おや、それはいつものことでしょう？　それとも、よく聞こえなかったと仰るのなら」

　不意に、ヴィルベルトが身を寄せた。おもむろに顔を近づけ、続きを口にする。

「こうやって、もう一度耳元で囁いてあげましょうか。グリゼルダ」

　耳じ朶だに触れた言葉は──呼ばれた名は、とても、甘く響く。

「っ、い、今……な、名前……!?」

「ふふふふふ。嫌でしたか？」

　からかうようでも、優しい声音のままで問う彼の右腕が、静かに、肩に回される。

　その温もりに、もう、言葉なんて出ない。心がとろとろに溶かされる、その感覚が心地いい。目も合わせられないくらい恥ずかしいけれど、できるなら、いつまでも──

（いつまでも、こうしていたい。そう思えてしまうなんて……もしかして、私……）

　弾はじき出された結論に、また胸がきゅうっと痛くなる。
















「ねえ、グリゼルダ。もしかして、本当に嫌でした？　そうでないのなら、私はもうしばらく、このままでいたいんですがね」

　囁きかけられる言葉に、きちんと返事ができるほど、まだ胸の高鳴りは鎮まらない。

　でも、自分の今の気持ちだけはちゃんと伝えておきたくて、グリゼルダは──肩に置かれたヴィルベルトの手の指先を、自分の左手で、そっと握る。

　そうして二人は、騎士たちが慌てて戻ってくるまで、ずっと、そのままだった。





（終わり）













あとがき






　こんにちは、甲か斐い田だ紫し乃のです。

　お陰さまで、こうして『王女殿下は心配性につき！』の続きを出すことができました。

　まことにありがとうございます。

　前巻と今巻ではタイトルの大部分が変わっているので、このシリーズを一体なんと呼べばいいのか、私にもよくわかりません。でも、やっぱり『はにつき！』でいいんじゃないでしょうか。その部分は変わってないですし。

　ということで、『はにつき！』よろしくお願いします。




　若干のネタバレになってしまいますが、今回の話には、チェスが出てきます。

　私は昔、小学生の時に『鏡の国のアリス』を読んでチェスに興味を持ち、両親に頼んでセットを買ってもらったことがあります。

　一通り動かし方も覚えて、まあそれはよかったのですが、遊ぶ相手がいなかったので、ずっと一人でやってました。それなりに面おも白しろかったです。ええ……噓うそです。

　とにかく一人というのはつまらないものですから、ヴィルベルトもグリゼルダがいてくれて助かっているのだろうと思います。

　この二人のやり取りは、まだまだ書いていきたいです。




　今回も、多くの方々にお世話になりました。

　まち先生、素敵なイラストの数々、本当にありがとうございます!!　相変わらずヴィルベルトはカッコいいし、グリゼルダが超可か愛わいいです（特に五枚目の挿絵）。あと、表紙絵のエリオールがすごく「実力者」って感じで、好きです！

　また、的確な助言をくださった担当編集様をはじめ、出版に関わっていただいた方々に感謝申し上げます。

　この本を手に取ってくださった皆様に、限りない幸せが続きますように。

　あと、宝くじで六億円くらい当たりますように。

　なんでも、宝くじの当選金には所得税がかからないらしいですよ。

　などと言いつつ……ここまで読んでくださって、ありがとうございました！

　よかったら、ブログの方もぜひ、ご覧くださいね。お待ちしております。





甲斐田紫乃
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電子版　ビーズログ文庫



皇おう子じ殿でん下かは画かく策さく中ちゆうにつき！













著者／甲か斐い田だ紫し乃の

イラスト／まち












2013年12月14日電子版ver.1.0発行









発行人　青柳昌行

発行　株式会社KADOKAWA

〒102-8177 東京都千代田区富士見2-13-3

http://www.kadokawa.co.jp

企画・制作　エンターブレイン

デザイン　冨山高延（伸童舎）









(c)2013 Shino KAIDA





本電子書籍はビーズログ文庫『皇子殿下は画策中につき！』（2013年12月26日発行　初刷）を元にして制作しております。









本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート

電話　0570-060-555

（受付時間　土日祝祭日を除く12：00～17：00）















item/image/p000-00-7-1.jpg
S ESPLEL ]
%, JUIRE CRO S 9 T
TUA—LEFBLTOS,

REHEFSR R
R RDCENTET FKIC
BENTLS,

Y

...... % Eﬂﬂi@ﬁ i”'v'é%i'f

H0¢ hafactcc YOO






item/image/p000-00-5-1.jpg
BHEO-HIZEHICH<. T
TITAT7DEL HHM T,
LWDBEBERHTO S,

%}&R&@ﬁ [plsz&!

Character

SNV TA> o
A0
SRSABEET C. KR
BEHDS S — AR DT
G5 HVA, L CRITH
HERSHIT TS,






item/image/p000-00-9-1.jpg
%w w2 jE@





item/image/p000-00-17-1.jpg





item/image/p000-00-11-1.jpg
4
«‘. &1 eIk





item/image/p000-00-51-1.jpg





item/image/p000-00-83-1.jpg
q
4‘, g PEhoseliRs





item/image/cover.jpg





item/image/p000-00-95-1.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-42-1.jpg
q
4‘, Il ORI





item/image/p000-00-40-1.jpg





item/image/p000-00-93-1.jpg
% wr BN





item/image/p000-00-6-1.jpg
SN TA
bANZTOA
TN OTE, BLIEHTE
LI IFEBRD 5 < BB EE D
HR%z#6 5. Bl CxRRE

o

TUA—I TA>
N TATANND ..
KL FHEMDO— AT, Ur
IRV EDOFREELVDNS
DR BIZEBEODIF
IFAEUIEE,

WA ct C e eobs XXX
YYYYYYYYYmYY L\ A A4

h\A AL





item/image/p000-00-8-1.jpg
BEB+TT. JUELITDEF
HRE. R CEmBLEF

—5SBANHTVENT %
FoTL%,

YAEZOHT BEHLR
BOODE, BEICEBH
MARIED' —SZOL-HWKS
g Rt S8

ENThA-

TN DRE, sHEEL
HEENEEFCTHEHNRL
TN DEBRETFTE.

),
%ﬁfﬁ”ﬁaﬁ%grg
g haracterx 55 $¥¥






item/image/p000-00-58-1.jpg
ﬂm RE SCRRRRX





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		序章　面会



		第一章　遺憾なる誤解



		第二章　休まらぬ外遊



		第三章　暗愚なる後継



		第四章　惰弱なる殻



		第五章　虚ろなる目覚め



		終章　帰還



		あとがき



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-61-1.jpg





item/image/p000-00-98-1.jpg
ZhEHIk, $HTT,

1BIHE, HLBENLELEEEL~ !

T TOXLSEY

ABE VB, EiEH<D
®///)\

%Lb\#[}ﬂﬁ&ibcf’qkﬁ\h






item/image/p000-00-28-1.jpg
% &R i ooy





item/image/p000-00-90-1.jpg





item/image/p000-00-71-1.jpg





